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1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我 が国の国際地球観測年(IGY)参 加 の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長 は永 田東大教 授)が 南 極 に向

かって出発 して以来,南 極地域観測隊 は,一 時期 の中断期 間を除 いて,毎 年派遣 され,極 地研究 は着実 に発 展 して

きた。 その結果,南 極地域観測隊 その他 の極地研究 の中核 となる機関 を設置す る必要が南極地域観測統合推進本部,

日本学術会議 その他 の関係者 か ら強 く指摘 された。昭和37年4月 国立科学博物館 に極地関係 の資料室兼事務室が設

置 されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究 セ ンターと発展 的 に改 組 され て き

た。 しか し,そ の規模 の拡大 と責任 の増大 に伴 い,極 地研究 の中核機 関 としては国立科学博物館 の附属機関 と して

の立場が必 ず しも最適 ではな くなったこ とや,大 学 との連携 を強化す るこ とが望 ま しいこと等 の理 由のため,昭 和

48年9月29日 に国立科学博物館極地研究 セ ンターが発展 的に改組 され,国 立大学共 同利用機関 としての国立極 地研

究所 が創設 された。

昭和48年9月

昭和49年4月

昭和50年4月

昭和50年10月

昭和53年4月

昭和54年4月

昭和55年4月

昭和56年4月

昭和56年10月

昭和58年4月

昭和59年4月

昭和62年4月

国立極地研究所創設 ・研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及 び事業部1課2係 が設

置 された。 また,南 極 の昭和基地が附属 の観測施設 となった。

研究系 に寒地工学研究部 門,資 料系 にデータ解析資料部 門,事 業部 に観測協力室,並 びに図書

室が設置 された。

研究系 に地学研究部 門,寒 冷生物学研究部門,資 料系 に低温資料部門が設置 され た。

事業部観測協力室 に設営係 と定常観測係が設置 された。

研究系 に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置 され,寒 冷生物学

研究部門が寒冷生物学第一研究部 門と寒冷生物学第二研究部 門に改組 された。

研究系の超高層物理学研究部 門が超高層物理学第一研究部門 と超高層物理学第二研究部門 に改

組 され,寒 地工学研究部 門は極地設営工学部門 と改称 された。 また,観 測協力室 の設営係が設

営第一係 と設営第二係 に改組 された。

管理部会計課用度係が用度第一係 と用度第二係 に改組 され,図 書室 に図書係が設置 され た。

資料系 に陽石資料部 門が設置 され,み ず ほ基地が附属の観測施設 となった。

管理部庶務課 に研究協力係が設置 された。

研究系の極地気象学研究部門が廃止 され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された。(時 限10年)

研究系 に陽石研究部 門,資 料系 にオーロラ資料部門が設置 された。

観測協力室 の設営第一係,設 営第二係,定 常観測係が設営総括係,設 営第一係,設 営第二係 に

改組 され た。

2.概 要

(1)主 要事業

ア)研 究 活 動

研究所及 びその他 にお いて,極 地 に関す る科学 の総合的研究活動 を行 う。 これ は,研 究所の専任及 び客員の教官

による もののほか,国 立大学共 同利用機関の機能 と して,所 外の研 究者 との共同研 究 も行 う。

イ)南 極 観 測 事 業

南極地域観測 の中核機関 と して,

成果 につ いて集 中的 に資料 を収集,

観測事業 の実施及 び観測隊の編成の準備その他の協 力業務 を行い,並 びに観測

整理,保 管,解 析,提 供 し,研 究発表 を行 う。

ウ)大 学院教育に対する協力

国立大学その他の大学の要請に応じ, 当該大学 の大学院 にお ける教育 に協力す る。
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(2)組 織

評議員会議

国立 極 地

研 究 所

(48.9創 設)

運営協議員

会 議

企 画 調 整 官

管 理 部

事 業 部

〔 庶 務 課 〕

〔 会 計 課 〕

〔事業課 〕一 一[

観測協力室〕一 斗

係

係

係力

務

事

協究

図 書 室

研 究 系

係

係

係

係

係

係

係

員

係

係

係

係

一

二

職

括

一

二

測

務

理

第

第

設

画

務

総

第

第

書

観

度

度

地

営

営

営

佐

庶

人

研

佐

総

経

用

用

施

企

業

極

設

設

設

図

附属観測施設

地 球 物 理 学 研 究 部 門

超高層物理学第一研究部門

※超高層物理学第二研究部門

※気水圏遠隔観測研究部門

雪 氷 学 研 究 部 門

地 学 研 究 部 門

一 ※極地鉱物 ・鉱床学研究部門

※損 石 研 究 部 門

生 理 生 態 学 研 究 部 門

寒冷生物学第一研究部 門

※寒冷生物学第二研究部 門

※極 地設 営工 学研 究 部 門

生 物 系 資 料 部 門

非 生 物 系 資 料 部 門

オ ー ロ ラ 資 料 部 門

限 石 資 料 部 門

デ ー タ 解 析 資 料 部 門

低 温 資 料 部 門

一

地

地

夕

占
川

ン

基

基

岬測

セ

ほ

観

理

、

ロ

カ

処

禾

ず

す

報

あ

情

昭

み

一

注:※ は客員部門
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(3)定 員

区 分 所 長
企 画
調整官

教 授 助教授 助 手
事務系
職 員

技術系
職 員

極地観
測職員

計

昭

和

62

年

度

合 計 1 1 7(6) 11(6) 16 26 14 35 111(12

所 長 1 1

企 画 調 整 官 1 1

研 究 系 6(6) 6(6) 12 1 25

資 料 系 1 5 4 3 13

図 書 室 2 2

管 理 部 18 2 20

事 業 部 6 8 35 49

(注)()内 は客員教官 の定員 で外数 である。

〈定員の変遷〉

訳 所 長
企 画
調 整 官

教 授 助 教 授 助 手
事 務 系
職 員

技 術 系
職 員

極地観測
職 員

計

48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)

49 1 1 (1)
3(2)

3(1)
4(2)

3

5

5

22

1△1

3
29 68(4)

50 1 1
(2)

3(4)
(2)

4(4)
5

10

2

24

8△1

10
29 82(8)

51 1 1
2(△1)

5(3)

1(△1)

5(3)

1

11

2

26

2

12
29 90(6)

52 1 1
1(△1)

6(2)

1(△1)

6(2)

1

12
26

2

14

2

31
97(4)

53 1 1
1(2)
7(4)

1(2)
7(4)

1

13

1

27

1△1

14
31 101(8)

54 1 1 (1)
7(5)

1(1)
8(5)

1

14
27

3

17
31 106(10)

55 1 1 7(5)
1
9(5)

1

15
26△1

1

18
31 108(10)

56 1 1 7(5) 1
10(5)

15 26 17△1 31 108(10)

57 1 1 7(5) 10(5) 15 26
1△1

17
31 108(10)

58 1 1 7(5) 10(5) 15 26
1△1

17
31 108(10)

59 1 1
(1)

7(6)
1(1)
11(6)

15 26 16△1 31 108(10)

60 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15△1
2

33
109(12)

61 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15
2

35
111(12)

62 1 1 7(6) 11(6)
1

16
26 14△1 35 111(12)

(注)上 段 の数は,当 該 年度 における定 員の増減 数で,△ 印は振替減又 は定員 の削減 の数 であ り,(

員の教官の定員で外 数である。

)内 は客
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(4)経 費

国立学校特別会計(項)研 究所((項) 施設整備費を含む)

(単位 千円)

年度 人 件 費 物 件 費 計

48 86,934 53,153 140,087

49 156,495 131,061 287,556

50 208,149 212,942 421,091

51 237,054 343,672 580,726

52 280,699 319,789 600,497

53 319,120 438,971 758,091

54 357,517 664,008 1,021,525

55 409,983 704,596 1,114,579

56 425,947 682,199 1,108,146

57 449,116 610,345 1,059,461

58 470,172 642,888 1,113,060

59 492,592 637,288 1,129,880

60 523,166 613,792 1,136,958

61 562,893 917,625 1,480,518

62 598,502 1,494,868 2,093,370
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一般会計(項)南 極地域観測事業費

(単位 千円)

年度 人 件 費 物 件 費 計

48 5,086 213,972 219,058

49 7,672 297,247 304,919

50 10,885 538,489 549,374

51 11,024 586,504 597,528

52 14,781 738,423 753,204

53 15,480 851,814 867,294

54 15,333 873,736 889,069

55 19,105 940,567 959,672

56 18,793 848,082 866,875

57 18,435 919,185 937,620

58 19,770 1,203,026 1,222,796

59 18,900 1,155,116 1,174,016

60 22,141 1,089,282 1,111,423

61 25,042 808,595 833,637

62 28,472 1,409,849 1,438,321
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(5)施 設

施 設 面 積

建 物 面 積

研 究 棟

管理 ・資料棟

ゲス トハ ウス

河口湖 ・大石研 修施設

7,352㎡

11,285㎡

6,220㎡(RC,地 下1階,地 上4階)

4,002㎡(SRC,地 下1階,地 上6階)

678㎡(RC,地 上4階)

385m2(B地 上2階)

板 橋 地 区 配 置 図

区立加賀保育園
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ll　研 究 活 動

国立極地研究所 の教官 は客員教官 も含め て,そ れぞれの専攻分野 に応 じ,超高層物理研究 グループ,気 水圏研 究 グ

ループ,地 学研究 グループ,生 物学研究 グループに分属 し,研 究 に従事 してい る。極地設営工学 は1客 員部門 だけ

であるが,そ の重要性 にか んがみ,客 員教官 と隊長経験 を有す る教授 とで グループを構成 している。各研究 グルー

プは前年度 の研究実績 の評価、将来計画 を考慮 しなが ら,年 度 ごとの研究計画 の大綱 を立案 し実行 に移 してい る。

教官 は,そ れぞれ,独 自の研究課題 を持 ってい るが,所 内 の教官,所 外の研究者 と共同研究 を行 うこ とに よって,

研究 を多面的 に発展 させ ることに努め てい る。

国立極地研究所 と して重点的 に進め る研究 は,特 別共同研究 と して,所 内外の研究者の協力の下 に推 進 され る。

一方
,公 募 に基づ く一般共 同研究,研 究小集会,観 測研究小集会が共同研究の一環 と して開催 され,成 果 をあげ て

いる。

教官全体 による研究談話会,各 研究 グループによる談話会 は前年 に引続 き活発 に行われてい る。

極地 にお ける研究 ・観測 ・調査 も極地研究所教官 にとって重要であ る。

これらの研究の成果 は,国 内外 の学会,シ ンポジウムで発表 され,そ の多 くは,論 文あ るい は報告 として,極 地

研究所発行 の出版物や国内外の専 門誌等 に印刷,発 表 され てい る。

〔A研 究〕

1.超 高 層 研 究 グル ー プ

(1)一 般研究

オ ー ロ ラ 粒 子 と オ ー ロ ラ 発 光 強 度 変 化 教 授 江 尻 全 機

第25次 南 極 地 域 観 測 隊 で 実 施 した観 測 ロ ケ ッ ト実 験 の 目的 の 一 つ は,オ ー ロ ラ を作 る粒子 のエ ネル ギー分布 とピ ッ

チ角 分 布 を明 らか に し,そ の対 応 す る オー ロ ラ発 光 の 強 度 及 び スペ ク トル を定 量 的 に測 定 し,関 連 す る電 離 層 電 子

密 度 分 布 及 び電 子 温 度 を求 め る こ と に あ っ た。 これ ま で,異 な っ た3つ の タ イ プ の オ ー ロ ラ　 (pre-break-up　 sta

ble　arc,　 break-up　 active　 auroral　 arc,　 post-break-up　 diffuse　 aurora)　 で測 定 さ れ た各 物 理 量 が ど の よ う

に な っ て い る か を明 らか に して き た。 特 に,ロ ケ ッ トに オ ー ロ ラTVカ メ ラ を搭 載 し,2次 元 の オ ー ロ ラ像 を撮 影

した の は,ロ ケ ッ ト(観 測 点)真 下 で は な く,観 測 点 よ り磁 力 線 方 向 の 発 光 強 度 の積 分 値 を得 る の が 目 的 で あ る。

実 際 得 ら れ た オ ー ロ ラTV画 面 で 見 る と,地 上 の 全 天 カ メ ラ(地 上 か ら視 線 方 向全 域 の積 分 値)で 見 て一 様 な オ ー

ロ ラ で も,強 度 の非 一 様 性 が 顕 著 に見 られ,地 上 全 天 カ メ ラで は粒 子 と発 光 強 度 との対 応 は つ け られ な い こ とが 明

らか に な っ た。 オ ー ロ ラTVのFOV(53° ×33°)内 に,ロ ケ ッ トを通 る磁 力 線 のFoot　 pointが 入 っ て い る時

間 の デ ー タ を用 い,オ ー ロ ラ発 光 強 度 と オ ー ロ ラ電 子 のエ ネ ル ギ ー分 布 の 関係 を上 記3つ の タ イ プ の オ ー ロ ラ に つ

い て研 究 を行 っ た。

共 役 点 に お け るELF-VLF帯 自然 電 波 発 生 の長 期 変 動 に関 す る研 究 助教授 佐藤夏雄

昭和基地 とアイスラ ン ドHusafellで 同時 に観測 された,　ELF-VLF帯 自然電波 のデ ィジ タルデー タ記 録 を用 い

て,電 波 の出現 に関す る統計的解析 を行 った。 その結果,以 下 の ような顕著 な季節 変化,日 変化,　Kp依 存性 が 明

らかになった。

(1)750Hz帯 電波 は昼 頃に発生 ピークを もつが,春 ・秋分時期 は昭和基 地の方 がアイス ラン ドより2～3時 間早 く

出現 する。出現 の季節変化 は共役点 で同 じであ り,夏 期 に最大 で冬期 に最小 となる。

(2)2kHz帯 電 波は昭和 基地 では13時(MLT)頃 に,　Husafe11で は11時(MLT)頃 に出現 ピー クが ある。 出現 の 季

節変化は昭和 基地では750Hzの 特性 と同 じで夏期 に最大 で冬期 に最小 となるが,　Husafellで は この季節 変化 が
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明らかで ない。　Kpが4以 上 の地磁気擾乱時 に出現確率が高 くなる。

(3)4kHz帯 電波 の発生 は,　Husafellの 方がSyowaよ り極 めて高い。

これらの結果 よ り,　ELF-VLF帯 自然電波 の受信頻度 や強度 は日照 と地磁気活動 に大 き く影響 を受 けてい る こ

とが明 らか になった。

掃 天 型 リオ メ ー タ に よ るCNAと オー ロ ラ発 光 領 域 の比 較 助教授 山岸 久雄

1985年2月,南 極昭和基地 に設置 された掃天型 リオメータは,ビ ーム半値幅13度 のペ ンシルビー ムを磁気方位 の

東西,南 北方向 に掃天す るこ とによ り,昭 和基地上空半径60km以 内 の降下粒子 の分布 を銀河雑音電波吸収(CNA)

の空 間変化 と して,空 間分解能10km,時 間分解能10秒 で求 めることがで きる。本観測 とオーロラ光 学観 測(掃 天

フ ォ トメータ,全 天 テ レビカメラ)と の同時観測 データを用 い,　CNA領 域 と,オ ーロラ発光形態の比較を行 った。

その結果 は以下 の通 りである。

(1)オ ーロラが爆発 的に拡大 してゆ く前線　(poleward　 expanding　 buldge,　 westward　 travelling　 surge)

では,明 る く,速 く動 くオーロラに追随 し,強 いCNAが 観測 され,両 者 の形態 は殆 ど一致す る。

(2)上 記前線が通過 した後 の空 間領域 では,オ ーロラ発光域 と,　CNA領 域 は必ず しも一致 しない。

(3)夕 方側 に現 われる,動 きの静 かなオーロラにはCNAが 伴 わない。

(4)朝 方 のパ ル七日テ ィングオーロラは,強 いCNAを 伴 う。

オーロラ発光 は主 として数keVの 電子 に より起 こされ,一 方CNAは 数10keV以 上 の電子 によ り効率 よく起 こ

されるこ とを考慮 する と,上 記 の異 同は,磁 気 圏内における,数keV帯 電子 と数10keV以 上 の電子 の生成領域 の

差 異 を示 す もの と考 え られる。

昭 和 基 地全 天 カ メ ラ及 びNOAA衛 星 粒 子 観 測 デ ー タに よ る 夕方 側 オ ー ロラ オ ー バ ル の統 計 的形 態

助手 小野高幸 教授 平 澤威 男

夕方側のオー ロラオーバルの構造について,我 々は これ まで単色 光オー ロラ画像解 析 やEXOS-C衛 星,　DMSP

衛星 との同時観測デー タの解析 による結果 を報告 して きた。 これ までに,電 子,プ ロ トンの降下域 の差 異,降 下粒

子 とオー ロラ発光 との関連等 について,証 紙 な解析 を比較的数の少ない例 を用いて行なったが,こ れ らの結 果の普

遍性 を吟味す るため には,統 計的 な解析 も併せて行 なう必要があ る。そ こで,昭 和 基地全天 カメ ラ観 測 と,　NOA

A衛 星粒子観測 との同時観測側(100例)に ついて統計的 な解析 を行 った。

1983年 及び1984年 にお ける昭和基地全天 カメラ観測(1983年151夜,及 び1984年141夜)の 視野 内(300km以 内)

を通過す るNOAA衛 星観測 は100例 存在す る。100例 の同時観測 について全天 カメラによるオー ロラ画像 と組 み合

わせ たサマ リーフロ ット(第1図 参照)を 作成 し,昭 和基地で見 られ るオー ロラの形態,電 子及び プロ トンの粒子

降下域,並 び に同時観測時 におけるKp指 数 につい て各々分類 し,統 計的処理 を行 なった。

オーロラの形態の分類;オ ーロラの形態 は大 き くデ ィフユーズ オー ロラとデ ィスクリー トオー ロラに分 けられる。

初期解析で は特 に厳密 な定義 には依 らず,全 天写真 におい てNOAA軌 道上 に強いデ ィスク リー トアー クの存在 す

る ものをディスクリー トオーロラ,そ の他 をディフユーズ オーロラと区別 した。

粒子降下域 は:　0.01erg/cm2　 sr.secの エ ネルギー フラックス をしきい値 として,そ の高緯 度並 びに低 緯度境 界

を決定 した。

全天 カメラの観測条件 及びNOAA衛 星 の軌道条件 によ り同時観測 は次 の4つ のMLT　 セ クター に分 け られ る。

即 ちi)約15時(2例),ii)17時 ～20時(31例),iii)22時 ～1時(58例)及 びiv)3時 ～4時(9例)で ある。夕

方 のセクター(17時 ～20時)で デ ィスク リー トオーロラが 出現す るのは,Kp>3を 比較 的活動 度 の高 い場合 に限

られ,こ の時 昭和基 地は平均 的にはオーロラオーバルの中心近 くに位置す る事 になる。また,デ ィフユーズオーロ

ラのみの場合,昭 和 基地 は電子 の降下域 より低緯度側 で,且 つプロ トンの降下域 の低緯度境界 のやや極側 に位置 す

る事 が示 される。 また統計 的にはいずれのオー ロラ活動 において も,プ ロ トンの降下域 は電子 よりも低緯度側 に ま

で延びている事 が示 された。
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(2)共 同研究

(ア)特 別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

平 澤 威 男 国立極地研究所 ・教授 南極MAPデ ータの総合解析

(イ)一 般共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

袴 田 和 幸 中部大学(工)助 教授 太陽風の三次元構造と磁気嵐

松 本 治 弥 神戸大学(工)教 授 人口衛星生お よび地上観測デー タによるオー ロラ粒子の解析

高 木 増 美 名古屋大学(空 電研)教 授 極域成層圏 オゾンの精密測定の開発

永 野 宏 朝 日大学(教 養)助 教授 磁 気圏内 におけ るSCとPSC脈 動 の特性

木 村 盤 根 京都大学(工)教 授
地上VLF電 波 を原因 とする磁 気圏VLF波 動 一粒子相 互作 用 の

研 究

橋 本 弘 蔵 東京電機大学(工)助 教授 地球磁気圏からの電磁放射に関する研究

飯 島 健 東京 大学(理)助 教授 沿磁力線電流の研究に基づく磁気圏極冠の物理

松 本 紘
京都大学 ・助教授

(超高層電波研究 セ ンター)

南極 ロケ ッ トに よるプラズマ波動粒子相互作用 デー タの理論 ・

シュ ミレーシ ョン解析

金 田 栄 祐 東京大学(理)助 手
光子計数方式 に よるオーロラ及び夜 間大気光単色撮像観測 とそ

の画像処理

小 川 俊 雄 高知大学(理)教 授 電場の総合的研究

大 家 寛 東北大学(理)教 授
EXOS-C南 極共 同観測 による極域 電離 層 プ ラズマ とオ ー ロラ

活動 の研究

相 京 和 弘 電波研究所 ・室長
ISIS衛 星テ レメ トリーに よる極域電離 圏磁気圏構造及 び電磁放

射 の研究

藤 原 玄 夫 九州大学(理)助 教授 中層大気波動 の レーザ ー レー ダーに よる観測的研究

前 澤 潔 山形大学(理)教 授 CNA　 pulsationと そ の 関 連 現 像 の 共 役 性

桜 井 亨 東海大学(工)教 授 共役点観 測デー タに基 づ くULF波 動 の研 究

斎 藤 尚 生 東北 大学(理)助 教授 太 陽風 に よるサブス トーム及びULF磁 波擾乱

小 玉 正 弘 山梨医科大学教授 オー ロラX線 像 の研 究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

長 野 勇 金沢大学(工)助 教授 VLF地 上多点観測デー タか らダク トの大 きさの推 定

巻 田 和 男 拓殖大学(工)助 教授
閉 じた磁力線域 と開いた磁力線域 とで見 られる オー ロラ及びそ

の関連現象の比較

上 出 洋 介 京都産業大学(理)教 授 磁気圏 一電離圏 一熱圏 カップリングと極地現象

早 川 正 土 名古屋大学(空 電研)助 教授 衛星デー タに基づ く磁 気圏VLF,　 ULF波 動 の伝搬 方向の解析

北 村 泰 一 九州大学(理)教 授 赤 道ULFと 極域ULFの 本質的差 異

麻 生 武 彦 京都大学(工)助 教授 オー ロラ画像解析 手法 の研 究

横 田 俊 昭 愛媛大学(教 養)助 教授 オー ロラ分光 測定 器の開発研 究

西 野 正 徳 名古屋大学(空 電研)助 手
伝搬 方向測定 に よる電 離層内オー ロラヒスの発 生及び伝搬 の解

明

福 西 浩 東北大学(理)教 授
オ ー ロ ラ観 測 用 フ ァブ リー ペ ロー ドップ ラー イ メ ー ジ ン グシ ス

テ ム の 開発

角 村 悟 地磁気観測所 ・研究官 極光現 象 と地磁気擾乱 との関連 についての研 究

菊 地 崇 電波研究所 ・主任研究官
掃 天型 リオメー タに よる高エネルギー粒子 降下の時間空間分布

の研 究

(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 研 究代表 者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(海外学術研究)

グ リー ン ラ ン ド ・ア イ ス ラ ン ド ・ス ピ ッツ ベ ル ゲ ン地域 に 平 澤 威 男 江 尻 全 機

おける極域電磁現象の特性 研 究系 ・教授 山 岸 久 雄

小 野 高 幸

(一般研究B)

南北両半球 デー タを用 いたオーロラ ダイナ ミックス及び生 平 澤 威 男 江 尻 全 機

成機構の研究 研究系 ・教授 山 岸 久 雄

小 野 高 幸

門 倉 昭
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(4)研 究成果の発表

(ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

単色光撮像 システムによるオーロラ観測 とデ 小 野 高 幸 南 極 資 料VOL32,No.1
'88

.5
一タ処理 江 尻 全 機 38-76

平 澤 威 男

Temporal　 variation　 of　 the　 geomagnetic Ono.　 T Proceedinngs　 of

conjugacy　 in　 Syowa-Iceland　 pair NAGATA　 46-57
'87

.8

Conjugacy　 of　 electron　 auroras　 observed Sato,　 N Proceedinngs　 of
'87

.8

by　 all-sky　 cameras　 and　 scannig　 photo一 Saemundsson,T NAGATA　 58-71

moters.

Conjugacy　 of　 rapid　 motions　 and Fujii,　 R Proceedinngs　 of
'87

.8

smal1-scale　 defermations　 of　 discrete Sato,　 N NAGATA　 72-80

auroras　 by　 al1-sky　 TV　 observations Ono,　 T

Fukunishi,　 H

Hirasawa,　 T

Kokubun,　 S

Arai,　 T

Saemundsson,　 T

Japanese　 MAP　 results　 in　 Antarctica Hirasawa,　 T Proceedinngs　 of
'87

.8

NAGATA244-255

Measurement　 of　 auroral　 magnetic　 .field Tohyama,　 F Proceedinngs　 of　 the
'88

.2

with　 the　 Antarctic　 samcling　 rocket Takahashi,　 T NIPR　 Symposium　 1-4

S-310JA-12 Fukunishi,　 H

Kokubun,　 S

Fujii,　 R

Yamagishi,　 H

Attitude　 cletermination　 of　 the　 Antarctic Takahashi,　 T Proceedinngs　 of　 the
'88

.2

sounding　 rockets　 S-310JA-11　 AND　 -12 Tohyama,　 F NIPR　 Symposium5-8

Fukunishi,　 H

Kokubun,　 S

Fujii,　 R

Yamagishi,　 H

Observation　 of　 electron　 density　 in　 the Mori,　 H Proceedinngs　 of　 the
'88

.2

auroral　 ionosphere-Results　 of　 the Sagawa,　 E NIPR　 Symposium　 9-15

Antarctic　 rockets　 S-310JA-11　 and　 -12 Ogawa,　 Tadashi

Ogawa,　 Toshio

Yamagishi,　 H

Fukunishi,　 H

Height　 variations　 of　 auroral　 hiss Nagano,　 1 Proceedinngs　 of　 the
'88

.2

observed　 by　 S-310JA-11　 and　 -12　 rockets. Yamamoto,　 E NIPR　 Symposium　 25-36

Hashimoto,　 K

Kimura,　 1

Yamagishi,　 H

Fukunishi,　 H
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Rocket observation of modulations of the Sagawa, E Proceedings of the NIPR
'88

. 2

low energy electron flux in the auroral Yamagishi, H Symposium 37-45

iorosphere Miyaoka. H

Kaya, N

Mukai, T

Auroral X-ray images observed by Suzuki H Proceedings of the NIPR
'88

. 2

B15-3 balloon over Syowa Station, Yamagishi, H Symposium 46-55
Antarctica Kojoma, T

Hirashima, Y

Murakami, H

Sato, N

Yamagami, T

Kodama, M

Fukunish, H

Auroral X-ray image formings using Kodama, M Proceedings of the NIPR
'88

. 2

three  clirectional  (T1) telescopes of Ohta, S Symposium 56-64

balloon altitude Yamagami, T

Namiki, M

Nishimura, J

Hirashima, Y

Murakmi, H

Okudaira, K

Suzuki, H

Miyaoka, H

Sato, N

Fujii, R

Dynamics of the mesospheric sodium Nomura, A Proceedings of the NIPR
'88

. 2

layer in Antarctica: Lidar measurements Iwasaka, Y Symposium 75-83

of Syowa Station,  1985 Fukunioshi, H

Hirasawa, T

Kawaguchi, S

Kano, T

Comparative analysis of electron density  Mori H Proceedings of the NIPR
'88

. 2

and electric field fluctuations in Sagawa, E Symposium  16-24

highly active auroras observed by a Ogawa, Tadashi

sounding rocket  S-310JA-12: Prelimirary Ogawa, Toshio

vesults Yamagishi, H

Fukunish, H

Control of the ionospheric conductivities Fujii, R J.G.R. 92 4505-4513
'87

on large-scale Birkeland current
intensities under geomagnetic quiet

conditions

Electric fields and electron precipitaion Fujii, R J. G. R. 92 7733-7738
'87

during a sharp regative H perturbation Ogawa, T
in the early evening sector Kodama, M
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Antarctic middle atmosphere observations Hirasawa, T Japanese Contributions
'87

to MAP, published by

Japanese MAP
Association 35-48

Eastward propagation of CNA pulsations Kikuchi, T G.R.L. 15 168-171
'87

of Pc5 range in the morning sector Yamagishi, H

observed with scanning narrow beam Sato, N

riometer at  L=6.1.

Lidar observations of mesospheric sodium Nomura, A G.R.L. 14 700-703
'87

Layer at Syowa Station, Antarctica. Kano, T

Iwasaka, Y

Fukunishi, H

Hirasawa, T

Kawaguchi, S

Monochromatic auroral images observed Ono, T J.G.G. 39 65-95
'87

at Syowa Station, in Antarctica Ejiri, M
Hirasawa, T

A case study of an active aurora Ono, T  J.G.G. 39 119-128
'87

observed by monochromatic auroral Ejiri, M
auroral TV on the ground and particle Hirasawa, T

analyzers on board the EXOS-C satellite Kaya, N

Mukai, T

Proton auroras observed at the Ono, T G.R.L. 14 660-663
'87

equatorward edge of the duskside auroral Hirasawa, T

oval Meng,  C.I.

Stimulation of plasma waves in the Oya, H J.G.G. 39 591-607
'87

magnetosphere using satellite JIKIKEN Ono, T

 (EXOS-B)  , Part  II :Plasma density across
the plasmapause

Narrow-banded ELF emissions over the Saito, H Planet. Space Sci.
'87

southern polar region Sato, N 35, 745-752

Yoshino, T

Geomagnetic conjugacy of 30 KHz band Sato, N J.G.R. 92 6159-6162
'87

auroral hiss emissions observed at  L=6.1. Kokubun, S

Saemunelsson, Th

Fingerprint structure Pc 1 geomagnetic Sato, N G.R.L. 14 664-667
'87

pulsations Shirokura, Y

Hirasawa, T

Reply to Fraser-Smith Sato, N G.R.L. 14 1180-1181
'87

Hirasawa, T

Seasonal and diurnal variations of ELF Suzuki, H J.G.R. 92 6153-6158
'87

emission occurrences at 750 Hz band Sato, N

observed at geomagnetically conjugate
stations
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Conjugacies of pulsating auroras by all Fujii, R G.R.L. 14 115-118
'87

-sky TV observations Sato, N

Ono, T

Fukunish, H

Hirasawa, T

Kokubun, S

Araki, T

Saemurdsson, Th

Inithial results of scanning-beam riometer Yamagishi, H Proceedings at  Chapmar
'87

observed at Syowa Station: Relationship Kikuchi, T Conference on Plasma

between the size of absorption region and Ikeda, S Waves and Instabilities

the intensity of ELF-VLF emissions on Sato, N in Magnetospheres and

the ground at Comets, 230-233

ELF emission activity in the southern Sato, N Proceedings of Chapmar
'87

and northern hemisphere on the ground Conference on Plasma

Waves and Instabilities

in Magnetospheres and

at Comets, 234-237

A conjugacy area study of giant Tonegawa, Y Proceedings at Chapmar
'87

geomagnetic pulsations Sato, N Conference on Plasma
Waves and Instabilities

in Magnetospheres and

at Comets, 317-320

CNA pulsations accompanying Higuchi, Y Proceedings of  Chapmar
'87

hydromagnetic waves at conjugate Shibuya, S Conference on Plasma

stations Sato, N Waves and Instabilities

in Magnetospheres and

at Comets, 321-324

Eastward propagation of Pc 5 range Kikuchi, T Proceedings of Chapmar
'87

CNA pulsations in the morning sector: Yamagishi, H Conference on Plasma

Observation with scanning narrow beam Sato, N Waves and Instabilities

riometer at  L  =6.1 in Magnetospheres and

at Comets, 325-328

Global mode ULF oscillations in the Kitamura, T Proceedings of  Chapmar
'87

equatorial region-The intrinsic Saka, 0 Conference on Plasma

difference of ULF modes between high Shimoizumi, M Waves and Instabilities

and equatorial regions Tachihara, H in Magnetospheres and

Oguri, T at Comets, 329-332

Araki, T

Sato, N

Ishitsuka, M
Nyobe, J.B.
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(イ)口 頭 による発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

高緯度 と赤道ULFの 本質的 な違い(続)(高 緯 北村泰一,坂 翁介 第81回 地球電磁気 ・地球惑
'87

.4

度:横 波 モ ー ド,赤 道:縦 波 モ ー ド) 下泉政志,糸 長雅弘 星圏学会
小口 高,荒 木 徹

佐藤夏雄

掃 引 ビ ー ム リ オ メー ター に よ るCNA脈 動 の 菊池 崇,山 岸久雄 〃 〃

東西方向伝播の観測 27次 南極観測隊宙空

グル ー プ

オー ロ ラ帯 にお け るELF-VLF放 射 の 日変 化, 鈴木博 之,佐 藤夏雄 〃 〃

季節変化、年変化特性と共役性 渋谷仙吉,前 澤 潔

昭 和 基 地 マ ルチ ビー ム リオ メー タ に よ り観 測 さ 山岸久雄,佐 藤夏雄 〃 ,,

れたCNAの 空間分布 と関連現 象 池田修一,菊 池 崇

高緯度Pi2型 脈動 桜 井 亨,利 根 川豊 〃 〃

佐藤夏雄

オー ロラ粒 子 とオー ロラ発 光強度変化の解釈 江尻全機,小 口 高 〃 ,,

大気 上端におけるオー ロラ電子 入射 スペ ク トル 櫛 田 健,江 尻全機 〃 〃

の ロケ ッ ト高度 か らの推定 大家 寛

オー ロラダイナ ミックス と沿磁 力線電流 福西 浩,遠 山文雄 〃 ll

藤井 良一,山 岸 久雄

小川俊雄

南極域 におけるオーロラX線 空 間分布 鈴木裕武 平島 洋 t) 〃

村上浩之,山 岸久雄

佐藤夏雄,小 島年春

小玉正弘,福 西 浩

昭和基地全天カメラ及びNOAA衛 星粒子観測 小野高幸,村 松弘和 〃 〃

データに よる夕方側 オーロラオーバルの統計的 平澤威男
形態

南極 ロケ ッ トによる沿磁力線電流糸 の観測 遠 山文雄,高 橋隆男 It 〃

藤井 良一,国 分 征

福西 浩,山 岸久雄

オーロラ高度 における波動一粒子相互作用 森 岡 昭,大 家 寛 〃 〃

一 南 極 ロ ケ ッ トJA -11 ,JA-12の 結 果 福西 浩,宮 岡 宏

小野高幸,山 岸久雄

小原隆博

南極 ロケ ッ トによるオーロラ ヒスの高度分布観 長野 勇,山 本英子 〃 〃

測 橋本弘蔵,尾 崎照幸
木村盤根,松 尾敏朗
山岸久雄,福 西 浩

平澤威男
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

SCに 伴 う諸現象 平澤威男 第81回 地球電磁気 ・地球惑
'87

.4

星圏学会

指紋型Pcl脈 動 の微細構造 と共役性 佐藤夏雄,平 澤威男 〃 〃

利根川豊,南 部充宏

高緯度Pi2型脈動の共鳴構造 桜井 亨,佐 藤夏雄 第82回 地球電磁気 ・地球惑
'87

.4

星圏学会

Pi2の 磁気圏一地上3次 元伝搬 北村泰一,坂 翁介 lt 〃

古賀清一,下 泉政志

小 口 高,荒 木 徹

佐藤夏雄,石 塚 睦

オ ス カ ー ・ベ リ ッ ッ

ULF-VLF　 emissionと 地 球磁 気 圏の圧 縮 ・膨 張 平澤威男 〃 〃

北 向 きIMF時 のPolar　 cap　 Convectionの 門倉 昭 〃 〃

IMF　 BXの 依存性

準周期 的VLFエ ミッションと相関するオーロ 鈴 木裕武,山 岸久雄 〃 〃

ラX線 の空間分 布 小 島年春,平 島 洋

村 上浩之,佐 藤 夏雄

山上隆正,小 玉正弘

福西 浩

昭和基地で観測 されたSCに 伴 うCNAに ついて 永野 宏,荒 木 徹

家森俊彦,佐 藤夏雄
鮎川 勝

オーロラ電子 フラックス変動成分 のロケッ ト観 佐川永一,山 岸久雄 〃 〃

測 宮岡 宏,賀 谷信幸

向井利典

DMSP衛 星 と昭和基地 モノクロTVカ メラ との 中島英彰,福 西 浩 〃 亨,

オーロラ同時観測 小野高幸,

フ ァブ リーペ ロ ー ・ド ップ ラ ー イ メ ー ジ ング シ 岡野章一,中 島英彰 〃 〃

ステムの開発 福西 浩 平澤威男
小野高幸

オーロラ電離層 の電子密度分布－JARE25次 隊 櫛 田 健,高 橋忠利 II 〃

ロケ ッ ト観測 と計算 との比較 江尻全機 大家 寛

オーロラ粒子 とオーロラ光 のロケ ッ ト観測結果 江尻全機 岡村 宏 〃 〃

小 口 高,平 澤威男

芳野赴夫

SCに 伴 うCNAの 特性 について 永野 宏,荒 木 徹 第11回 極域 における電離 圏
'88

.1

家森俊彦,佐 藤夏雄 磁気圏総合観測
鮎川 勝

SSCト リ ガー ドサ ブ ス トー ム 時 に掃 引 ビー ム リ 菊池 崇,山 岸 久雄 〃 〃

オメー タで観 測 されたCNA
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

みずほ基地上空の電波 オー ロラ と光 オーロラの 小 川忠彦,田 中高 史 第11回 極域 における電離圏
'88

.1

同時観測 山岸久雄 磁気圏総合観測

Kp-dependence　 of　 the　 Cajugate　 Point　 of 中島英 彰,福 西 浩 り 〃

Syowa　 Station 小野高幸

北極大気球実験AZCO-EXWIで 観 測 されたX 鈴 木裕 武,平 島 洋 tl 〃

線 マ イ ク ロバ ー ス トと関連 す るELFコ ー ラ ス 山岸久雄,佐 藤 夏雄

の地上多点観測 平 澤威 男,　S.Ulaland

ULF波 動のア イス ラン ド内4点 同時観 測速報 利根 川豊,小 野 高幸 〃 〃

山岸久雄,江 尻全機

オー ロラ南北共役性 の時間的変化 平澤威 男,小 野高幸
tt 〃

南極昭和基地掃 天 リオメー タに より観測 された, 山岸久雄,菊 池 崇 〃 tl

オー ロ ラ吸 収 と オー ロ ラ アー クの 相 互 関係 池田修一,芳 野赴 夫

オー ロラ ・極冠帯電離圏研 究のための短波 レー 小 川忠彦,五 十嵐喜良 〃 〃

ダ実験計画 平 澤威 男,江 尻 全機

藤井良一

南極 におけ るオー ロラX線 観測計画 平 島 洋,奥 平 清昭 〃 〃

鈴木裕 武,山 上隆正

小玉正弘

Aurora　 observed　 by　 the　 rocket　 experi一 江尻全機 ,, 〃

ments(Review)

STEP　 Program　 in　 Antarctica 江尻全機 〃 〃

Pi2pulsationsobservedatAMPTE/CCE 桜井 亨,国 分 征 tl Vt

and　 on　 the　 ground,　 Syowa-lceland K.Takahashi

station F.W.Menk

B.J.Fraser
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2.気 水 圏研究 グループ

(1)一 般研究

極域 中 層 大 気 の温 度構 造 助 手 神 沢 博

北極 と比較す ることで,南 極の中層大 気の気候 学的特徴 を浮 き彫 りに し,何 故 その違 いが生 ず るか を考 察 した。

冬の南極 と北極の温度の鉛直分布 を比べて以 下の事 実 を見出 した。高度25km(下 部成層 圏)で 比べ る と約23度 も

南極の方が低 く,高 度50kmに 出来 る温度極 大層(成 層 圏界面)で は約17度 南極 の方 が高 い。 つ まり,南 極 は北極

に比べて下部成層圏低温、成層 圏界面高温 とい う特徴 を持 つ。 この ような冬 の気温 の南極 と北極 の違 いはなぜ起 こ

るのだ ろうか。ち なみ に,オ ゾ ンの減少 が著 しいこ とで最近注 目 されている南極 の10月(春)の 温度分布 と北極 の

4月(春)を 比べてみて も,温 度の鉛直分布 の違 いは定性 的に,冬 と同 じである。

一般 には地球大気 のおお まかな温 度分布 は,第 一義 的には入射太 陽エネルギー と大気放射 エネルギーのつ り合 う

いわゆ る放射平衡で決定 されている。プラネ タリ一波 あるいは重力波 に よる熱輸送効果が,放 射平衡温度 と実際 の

大気の温度の違い をもた らしている と考 え られる。 しか しなが ら,こ れ までの研究 を総合 的に検討 した結果,ど ち

らの効果が どの高度で どの くらい効 いているか,南 極 と北極 で効果 の効 き方 が どう違 うか,と い う問題 に対 して,

現在我々は きちん とした答 を持 っていない,と い うことがわかった。

雲 水 量 評価 の た め の基 礎 研 究 助手 和 田 誠

南極におけ る気候 変動 を明 らかにする上 で水蒸気,雲,降 水 の挙動 を把握 するこ とが必要 である。 このた め に,

これ らの量,特 に測定がむずか しい,雲 水量 の変動 を知 るこ とは重要 である。極地研 には12GHZ,19,35GHZ,37

GHZの マイ クロ波 放射計 があ り,雲 水量,水 蒸気量 を想定 するのに有効 と考 え られ,1986年 に極地研 の屋 上 で基

礎観 測 を行 なった。 この段 階で測定 の可 能性 があ りと認 め られ,28次 隊か ら南極 昭和基地 で観測することとなった。

国内での観 測結 果 をまとめる。

12GHZ放 射計:降 水 を伴 なわない雲 ではほ とん ど放射輝度過度(Tb(K))は 変化 しない。

19GHZ,　 37GHZ　 放射計 ともかな り良い相 関を もって,　Tbは 変化す るが,雲 の性質 によって変化傾向 に違 いが

ある。両波 長の雲 の粒径分布 な どへ の寄与 の違 いを示 している と考 えられる。

現在,固 体 としての水 の量 の測定 のための レーダーを29次 で南極へ持 って行 く予定 と している。マ イクロ波放射

計,レ ー ダーに より水蒸気量,雲 水量(液 体凝結水量),氷 水量(固 体凝 固水量)の 気柱内曇 の変動 の観測の準備

中である。

昭和 基 地 に お ける大 気 微 量 成 分 の 研 究 助手 青木周司,教 授 川 口貞男

これ までの二酸化炭素濃度 の観測 か ら,昭 和基地 は大気微量成分のバ ックグラウ ンドモ ニタ リングステーシ ョン

として非常 にす ぐれた場所 であるこ とが明 らかになった。今年度 はひきつづ き二酸化炭素濃度の解析 を行 う ととも

に,新 たに昭和基地 でメタ ン,地 上 オゾ ンの観測 を開始す るための準備 をおこなった。

1)二 酸化 炭素

二酸化 炭素濃度 の経年増加率が1987年 に異常 に大 きくなる現象が見 出された。 これを解析 し同年 に起 こったエ

ルニーニ ョ現 象 との関連が見 いだされた。 また,振 幅 は小 さいものの,こ の経年変化 にエ ルニーニ ョ現象 とは結

びつかない2年 程度 の周期性 があるこ とも明 らかになった。二酸化炭素濃度 の季節変化振幅 も年毎 に大小 を繰 り

返 している ことが明 らかになった。 これ らの現象 は昭和基地 だけに見 られるわけではな く,南 半球 の中,高 緯度

で濃度 の連続観測 を実施 しているアム ンゼ ン ・スコ ッ ト基地 やタスマ ニア島のグ リム岬で の観測 データの解析 か

らも同様 な結果 が得 られた。 これ らの現象が起 こる原 因につ いて研究 を進 めている。

2)メ タン

最近,気 候温 暖化 の要 因の一つ として大気 中のメ タン濃度 の上昇が注 目されている。 しか し,そ の上昇の原 因

はい まの ところ全 くわかっていない。 グローバ ルにみてメタ ンの観測 を実施 している ところは少 な く,現 在正確
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なデー タがおおい に求め られてい る。そ こで,地 球のバ ックグラウン ド濃度 を測定す るの に最 も適 した場所であ

る昭和基地で観測 を始め るため,測 定 システムの試作,お よび標 準 ガスの開発 を行 った。その結果,長 期間 にわ

た り連続 した きわめて高精度のデー タを取得で きる システム を完成 させ ることがで きた。標準 ガスの検定か ら得

られた測器の繰 り返 し精度は0.1%で あ る。

3)地 上 オゾ ン

昭和 基地での二酸 化炭 素やメ タンの観 測結 果 を解釈 する うえで有力 な情報源 とな りうる地上 オゾ ンの観 測 を始

めるため,測 定 システムの試作 をおこなった。 国立公害研究所 のオゾ ン濃度絶対検定装置 を用 いてシステムの測

定精度 を求めつつ精度 の向上 をはか り,1%以 内の精度 を確保 させ るこ とがで きた。

し らせ氷 河 流 域 の流 動 特 性'助 教授 西尾文彦 ・客員教授 高橋修平

南極 の しらせ氷河流域 は,こ れまでの研究 によ り,氷 厚 の減少 は,底 面すべ りなど と関連す るこの付近 の氷床 の

力学的不安定性 に起 因す るこ とが明 らか になった。1982年 か ら5ケ 年計画 で行 われた東 ク イー ンモー ドラ ン ド雪氷

研究計画で は,航 行衛星(NNSS)を 利用 し,流 域の多 くの地点で流動,氷 厚変動 などの観測 を行 い,し らせ流域

の広域 にお よぶ流動特性が明 らか にな りつつあ る。

しらせ氷河の流線沿 い400kmの 水平速度 は,末 端か ら120kmのG2地 点で70m/年,420kmのG7地 点 で7m

/年 と,上 流側 ほど減少す る傾向が見 られ る。 また,氷 厚 の減少 も,上 流側 ほど小 さ くなる傾向があ り,少 な くと

も標 高3000m以 下の 白旗氷河の流域で氷床 規模 が小 さ くなってい ることが明 らか とな った。

北極 圏 に お け る雪 氷 コア に よ る気候 ・環 境 変 動 ス ピッツベルゲ ンの調査

助教授 藤 井理行,教 授 渡辺興亜

北極 圏には,グ リー ンラ ン ド,ス バルバール,エ ルズ ミアな どで大規模 な氷床 か ら小規模 な氷河 まで多様 な氷 河

が存在 し,南 極 圏 とは対照 的な雪氷圏 を構成 している。地球規模 の気候 ・環境 変動 との関連 において,こ の両極 の

雪氷 圏が果 たす役割 は異 なるが,北 極 圏を考 えて も,多 様 な氷床 ・氷河群 は,多 様 な気候 システムに対応 した変動

特性 を示 す と予想 される。 このため,北 極圏 における長期気候 ・環境変動 を明 らかに し,そ の変動機構 を研究す る

ため,海 外学術調査 を3回 計画 で構想 した。 その初年度 として,ノ ルウェー南部 とス ピッツベ ルゲ ンでの雪氷 コア

掘削 を実施 し,そ れぞれ基盤 に達す る46.96m,85.6mの コアを得 た。

み ず ほ700mコ ア に よ る過 去9,000年 の 気 候 変 動 δ'80と固体微粒子の研究

助教授 藤井理行,教 授 渡辺興亜

みず ほ基地で得 られ た700.56mコ アを用いて,過 去の気候 ・環境変動の研 究 を共同研究 と して進 め てい る。 コ

アの酸素同位体組成(δ'80),電 気伝導度,固 体微 粒子の解析か ら,過 去9,000年 の変 動 が明 らか に な りつつ あ

る。

過去の気温の指標 となるδ180は,9,000～4,000年B.P.の 時期 は,数100年 周期で温暖 ・寒 冷 を繰 り返 し,4 ,000
～1

,500年B.P.に は寒冷であ った ことを示 している。中緯度乾燥 地域 を発 源地 とす る と思 わ れ る固体微粒 子(直

径0.63μm以 上)の 濃度は,寒 冷期に高 く,南 極 の寒 冷期 には,低 気 圧活動が活発 で南極 域 へ の物 質輸送 が活発

であ った こと,中 緯度地域 の乾燥化 が進んでいた ことな どを示唆 している。

無 人 気象 雪 氷観 測 測 器 の 開発 と観 測 客 員助教授 遠藤 辰雄,教 授 川口貞男

ACR計 画では広域無 人気 象観測 の展 開を もって,日 本の南極域 で気候学 的な大気 の年々変動 や地球気候値等 を

明 らかに しようとしている。　ARGOSシ ステムを利用 した無 人観測他各種 の測器に よる観測 が進 め られ て いるが,

今 回C-MOS型 デー タロガー を用い,S18地 点で通年観測 を行 なったので,そ の測器 と結果の概要 を述べ る。

システムは静電気 の影響 を さけるための尖端放電用 ア ンテナ,日 射計,風 速計,風 向計 アル ミ円筒 シール ド付気

度計,気 圧計,電 圧計,電 温計 か らなっている。雪圧計,雪 温計,デ ータロガーは雪面下20cmか らlmの 所 に埋 め

られている。
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1日8回,計2984回,7チ ャンネルのデー タが回収 され た。 この うち344回 デー タの欠測が見 られた。今後原因

を調べ る予定 である。 日射,気 温,雪 温,風 速,気 圧 につ いては,か な りリーズナブルな変化 を示 してい る。風向

は今回16方 位 であったがNE風 がか な り卓越 してお り,細 か く32方位 にす る必要があ る。 また電圧 は,雪 温 の変 化

とよ く対応 してお り,温 度補正 をす る必要が あった。通年 の観測 にほぼ成功 したので,あ すか基地 を中心 とす る領

域 に数点今後設置す る予定 である。
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(2)共 同研究

(ア)特 別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

平 澤 威 男 国立極地研究所 ・教授 南極MAPデ ー タの総合解析

渡 邉 興 亜 国立極地研究所 ・教授 東 クイー ンモー ドラン ド氷床の雪氷学的研究

(イ)一 般共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

巻 出 義 紘 東京大学(理)助 教授 大気中 メタンの分布 と変動

岩 坂 泰 信 名古屋大学(水 圏研)助 教授 ライダー を用いた雲水 蒸気 量の測定

金 森 悟 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極氷床中における極微量成分の分布

佐 藤 和 秀 長岡工業高等専門学校助教授 東 クイー ンモー ドラ ン ド氷床 の酒養機構 の地域特性

西 辻 昭 北海道大学(応 電研)助 教授 氷 床 中 の 阻 石探 査 レー ダの設 計 とエ コー特 性 の シ ュ ミ レー シ ョ

ン

古 賀 眞 綱 日本気 象協 会研究所 ・研究員 リモー トセ ンシ ングに よる昭和 基地北方 海域 の海況解析

小 山 睦 夫 京都大学(原 子炉)助 教授 南極飛雪氷床中の微量化学成分と環境変動

成 田 英 器 北海道(低 温研)助 手 東 ク イー ンモー ドラ ン ドの積雪 の地域 的変態特性

青 田 昌 秋 北海道大学(低 温研)教 授 海氷の厚さ及び内部構造の遠隔測定技術の検証

岡 本 謙 一 電波研究所 ・室長
南極 における雪氷 の電波工学一 電波 による海氷状況 の リモー

トセ ンシ ングー

渡 邉 興 亜 国立極地研究所 ・教授 東 ク イー ンモー ドラン ドにおける広域降水量分布 とその変動 に

関す る研究

前 晋 爾 北海道大学(工)教 授 南極氷床の高度変動の研究

前 野 紀 一 北海道大学(低 温研)教 授 氷床コアの電気物性と熱物性の研究

安 達 隆 史 日本気象協会研究所 ・部長 南極地域における大気境界層の研究

松 本 正 北海道工業大学長 極域及 び積雪寒冷地域 にお けるマ イクロ波 セ ンシ ングの基礎的

研究

樋 口 敬 二 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極氷床の表面温度に関する研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

武 田 喬 男 名古屋大学(水 圏研)教 授 南極沿岸部の水循環の変動の研究

上 田 豊 名古屋大学(水 圏研)助 教授 南極地域内陸部氷床のかん養 ・堆積過程 に関す る研究

安 成 哲 三 筑波大学(地 球科学)講 師 南極域の大気循環の変動に関する研究

川 口 貞 男 国立極地研究所 ・教授
各種衛星デー タを利用 した表面温度,雲,海 氷 のモ ニタ リング

手法の研究

山 下 晃 大阪教育大学教授 極地に降る雪結晶の観測及びその成長機構の研究

小 野 延 雄 北海道大学(低 温研)教 授 沿岸 ポリニア海域 における大気 一海氷 一海洋相互作用 の研究

若 土 正 暁 北海道大学(低 温研)助 教授 南極海域 に於 ける深層循環 と熱 ・塩 の南北輸送

木 村 忠 志
国立 防災科学技術 セ ンター支

所長
コア密度分布の非破壊測定及び装置保温方法の研究

(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 研 究代表 者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(海外学術研究)

北極 圏における雪氷 コアに よる比較氷 河観 測 川 口 貞 男 藤 井 理 行

資料 系 ・教授

(一般研 究B)

極域の氷床 ・氷河の堆積年代に関する研究 藤 井 理 行 川 口 貞 男

研究系 ・助教授 渡 辺 興 亜

西 尾 文 彦

和 田 誠

神 沢 博

青 木 周 司

(一般研 究)

極域の雲水量,水 蒸気量の評価に関する研究 川 口 貞 男

資料系 ・教授
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(4)研 究成果の発表

(ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

海氷上積雪および飛雪に含まれる海塩 長田和 雄,西 尾 文彦 南 極 資 料Vol.32,No.1,
'88

.3

樋口敬二 17-24

Glaciological　 and　 Chemical　 Characteris一 Kamiyama,　 K 南 極 資 料Vol.31,No.3,
'87

.11

tics　 of　 Snow　 in　 the　 Inland　 Plateau,　 East Ageta,　 Y 163-170

Queen　 Maud　 Land,　 Antarctica Okuhira,　 F

Fujii,　 Y

Watanabe,　 O

Outlines　 of　 the　 Japanese　 Arctic　 Glacio1一 Watanabe　 O Bulletin　 of　 Glacier
'88

ogical　 Expedition　 in　 1987 Fujii　 Y Research6(1988)47-50

Preliminary　 report　 on　 the　 contamination Kanamori,　 S Proceedings　 of　the　 NIPR
'87

.9

control　 for　 chemical　 analyses　 of　 Antarctic Kanamori,　 N Symposium　 on　 Polar

ice　 samples Osada,　 K Meteorology　 and

Isa,　 E Glaciology,　 No.1

Nishikawa,　 M 132-139

Watanabe　 O

Nishio,　 F.

Atmospheric　 carbon　 dioxide　 concentra一 Murayama　 H 〃 〃

tion　 at　 Syowa　 Station　 (69°　00'S,　 39° Tanaka　 M 148,149

35'　 E)　 ,　Antarctica　 (1985)　 (abstract) Nakazawa　 T

Kawaguchi　 s

Yamanouchi　 T

Aoki　 s.,

Shiobara　 M.

Deterrnination　 of　 sea　 ice　 concentration Yamanouchi　 T 〃 〃

from　 AVHRR　 visible　 and　 near　 infrared Suzuki　 K 153-154

imagery　 (abstract)

第29次南極地域観測隊の計画 渡辺興亜 極 地23-28
'87

南極 にお ける氷床掘削 とサ ンプルの年代決定 渡辺興亜,西 尾文彦 地 質 と調 査2,38-43 〃

気象 ロケ ッ トによる観測 神沢 博 第1回 大気圏 シ ンポジウム 〃

プ ロ シ ー デ イ ング ス

(宇 宙 研),16

南極魔性和吉 におけ る重力波 一気象 ロケ ッ ト 神沢 博 第1回 大気圏 シ ンポジウム
'86

.9.

連続発射実験速報一 プ ロ シ ー デ ィ ング ス,

133-135

夜光雲(極 地豆事典) 神沢 博 極 地 研 ニ ュ ー ス,No77,10
'87

ワシン トン大学での2ケ 月 神沢 博 極 地 研 ニ ュ ー ス,No82,
'87

.4

2-3
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M-t-I*Itqfft%,LI)JiMz-rAtZi'l MEW? — EB A, cR t4 34, No.10, 611-614
'87

f/ a •7 '10)*M

New types of sphrules from Antarctica: Tazawa, Y Gophys. Res.  Lett.  ,14

Meteoritic impact origin ? Fujii Y

Formation mechanisms of clouds in high Wada. M J. Meteor. Soc. Japan,

pressur situations in the coastal region 65, 483-495

of Antarctica

=7"  -f  1 NOE -0)01 .116fIl*ii-C'oACIfl MI 'A,  1*{P, 34, 25-33

Comparison of the surface conditions of Fujii, Y Ann. Glaciol., 9, 1-4

the inland ice sheet, Dronning Maud Yamanouchi, T

Land, Antarctica, derived from NOAA Suzuki, K

AVHRF data with ground observation. Tanaka, S

Variation of atmospheric carbon dioxide Tanaka. M, Tellus, 39B, 72-79

concentration at Syowa Station (69  ° 00' Nakazawa, T,

S, 39  ° 35'  E), Antarctica Ohshima, H

Aoki, S

Kawaguchi, S

Yamanouchi, T

Makino, Y

Murayama H

Detection on Clouds in Antarctica from Yamanouchi, T J. meteorol Soc. Japan,

Infrared Multispectral Data of AVHRR. Suzuki, K 65, 949-962

Kawaguchi, S

Development of UHF band step frequency Mineno, H Rev. Radio Res. Lab.,

radar for the measurement of sea ice Odamoto, K 33, 275-283

thickness Uratsuka, S

Inomata, H

Nishio, F.

Evidence for the presence of submicron Yamato, M Proc. NIPR Symp.

sulfuric acid particles in summer Antar- Iwasaka, Y Polar Meteorol.

ctic atomosphere : preliminary results Okada, K Glaciol., 1, 74-81

Ono, A

Nishio, F

Fukabori,  M.

Conrrelation of tephra layers in Antarctic Fukuoka, T Bull. Volcanol. Soc.

ice by trace element abumdances and Arai, F Japan, Ser. 2, 32,

refractive indices of glass shards Nishio, F. 103-118

Time and space variations of troposp- Tanaka, M Tellus 39B, 3-12

heric carbon dioxide over Japan Nakazawa, T

Aoki, S.

Seasonal and meridional variations of Tanaka, M Tellus 39B, 29-41

atmospheric carbon dioxide in the lower Nakazawa, T

troposphere of the northern and southern Aoki, S

hemispheres
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

Temporal　 variations　 of　 atmospheric Tanaka　 M J.　Meteoro1.　 Soc.　 Japan
'87

carbon　 dioxide　 at　 Okinawa,　 Japan Nakazawa　 T 65,279-285

Ohshima　 H

Aoki　 s.

二酸化炭素の計測の手法と結果 田中正之,中 澤高清 気 象 研 究 ノ ー ト160,1-16 〃

青木周司

大気中の二酸化炭素濃度の時空間変動特性 田中正之,中 澤高清 気 象 研 究 ノ ー ト160,23-46 ,,

青木周司

極域中層大気の気候学。 神沢 博 第2回 大気圏 シ ンポジウム
'88

プ ロ シ ー デ イ ング ス

(1988年1月12-14日,宇 宙 研)

8-9.

「南極 の科学3気 象」 川 口貞男 ・ 神沢 博 古 今 書 院,東 京,334p. 〃

Studies　 of　 middle　 atmosphere　 dynamics Yamanaka,　 M.D Proc.　 NIPR　 Symp.
tt

under　 the　 polar　 patrol　 balloon　 (PPB) Yamazaki,　 K UpPer　 Atmos.　 Phys.

project:Present　 status　 and　 future　 plans. Kanzawa,　 H. No.1,65-74.

1988:UGG第19回 総 会 の報 告 一 バ ンク ーバ ー 浅井冨雄,澤 田龍吉 天 気,35,No.2,71-82.
'87

.8

廣 田 勇,吉 野正敏

小野延雄,花 輪公雄

鳥羽 良明,高 島 勉

宮原三郎,坪 木和久

二宮洗三,沢 井哲滋

田中 浩,岩 嶋樹也

松浦知徳 川本洋人
菊地時夫,神 沢 博

増 田耕一,小 川利紘

森永 由紀,平 啓介
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(イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

昭和基地における大気中の二酸化炭素濃度の変 田中正之,中 澤高清 日本気象学会
'87

.5

動(H) 深堀 正志,青 木周 司

川口貞男,山 内 恭

塩原 匡貴,牧 野行 雄

村山治太

赤外分光法 に よるオゾ ン全量及 びN,O全 量の

観測 牧野行雄,村 松久史 〃 〃

田中正之,小 川利紘

川口貞男,山 内 恭

対流圏上部及び成層圏下部における二酸化炭素 中沢高清,宮 下孝治 〃 〃

の広域変動特性 青木周司,田 中正之

衛星NOAAのTOVSに よる南極域 の水蒸気量の 清水正修,山 内 恭 〃 〃

算出 川口貞男,芳 野赴夫

南極昭和基地における赤外分光法による微量成 深堀正志,牧 野行雄 〃
'87

.10

分観測(序 報) 塩原匡貴,田 中正之

川 口貞男,山 内 恭

ステ ップ周波数 レー ダに よる海氷厚計測実験 浦塚清峰,西 尾文彦 第10回 極域気水圏 シンポジ
'87

.12

岡本謙一,峯 野仁志 ウ ム

ク イー ン ・モ ー ドラ ン ド最 高 ドー ム 周辺 の雪 氷 上 田 豊,藤 井理行 〃 〃

学的様相 神山孝吉,奥 平文雄

しらせ氷河源流域の流動特性 西尾文彦,前 晋爾 〃 〃

中尾正義,高 橋 修平

川田邦 夫,大 前 宏和

減衰を考慮した氷床底面の基盤反射強度と氷床 大 前宏和,西 尾 文彦 〃 〃

不安定性 にっ いて, 浦塚清 峰,長 田和雄

重力お よび レーダーエ コー による氷床の厚 さ測 H.　 Decleir,西 尾 文彦 〃 〃

定の比較 大前宏和

(Comparison　 of　 thickness　 between　 radio

echo　 sounding　 and　 gravimetric　 method

1n　 Gjellbreen　 ln　 the　 Sor　 Rondane

Mountains.)

氷床 中の限石探査 レーダーの設計 とエ コー特性 星山満雄,西 辻 昭 〃 It

の シ ュ ミ レー シ ョ ン(3) 西尾文彦,渡 辺興亜

和田 誠

北極圏 ボー リングコアによる環境変動 の復元 神山孝吉,藤 井理行 〃 〃

(序報) 渡辺興亜,川 口貞男

河村俊行,佐 藤和秀
和泉 薫,亀 田貴雄

榎本宏之,　 B.Wold

J.O.Hagen,

Y.Gjessing
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

ス ピ ッツベ ル ゲ ン,オ ス ゴ ル ド氷 河 で 掘 削 した 亀田貴雄,河 村俊行 第10回 極域気水圏 シンポジ
'87

.12

コアの気泡形状 とその分布 藤井理行,榎 本宏之 ジ ウ ム

み ず ほ700mコ ア の構 造 特 性 －Byrd　 St.コ ア, 成 田英器,中 尾正義 〃 〃

及 びDye-mコ ア等 と の比 較 一 東 信彦,藤 井理行

みず ほ700mコ アの微小固体粒子濃度,電 気伝導 藤井理行,渡 辺興亜 ,, 〃

度とその気候学的解釈

南極みず ほ基地の700m掘 削孔 におけ る温度分布 奥平文雄,西 尾文彦 〃 〃

池上宏一

みず ほ基地周辺の鉛直歪 とコアの年代 中尾正義,奥 平文雄 〃 〃

西尾文彦,大 前宏和

掘削孔の物理探査 につ いて 大前宏和,西 尾文彦 〃 〃

森 一彦,奥 平文雄

川田邦夫,中 尾正義

成瀬廉二

氷床中火山灰の年代決定 について一 や まと陽石 福 岡孝昭,西 尾文彦 り ,.

氷原火山灰層一

南極S25地 点の積雪 中におけ る微量成分の分布 金森 悟,金 森暢子 〃 り

と存在状態 伊佐恵理子,長 田和雄

渡辺興亜,西 尾文彦

西川雅高

みず ほ高原 におけ る飛雪の化学成分 長田和雄,大 前宏和 〃 〃

西尾文彦,樋 口敬二

金森 悟

南極内陸部における積雪の化学的特性 神山孝吉,藤 井理行 〃 〃

γ線 を利用 した自動積雪密度測定 システム 村山 実,木 村忠 志 〃 〃

渡辺興亜,藤 井理行

西尾文彦,和 田 誠

東 クイー ンモ ー ドラン ド氷床下の基盤地形(nl) 西尾文彦,大 前宏和 〃 〃

浦塚 清峰,前 晋爾

航空機搭載電波氷厚計 による南極氷床パ ラメー 浦塚 清峰,西 尾文彦 〃 〃

タの推定 大前宏和

ア イ ス レー ダ ・エ コー の 解 析(IV) 西辻 昭,星 山満雄 〃 〃

渡辺興亜,西 尾文 彦,

和田誠

表 層 積 雪 のChemical　 Stratigraphy 西尾文彦,長 田和 雄 〃 〃

樋口敬二
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

ス ピ ッ ツベ ルゲ ン と ノ ル ウ ェ ーで の 氷 河 掘 削 と 藤井理行,渡 辺興亜 第10回 極域気 水圏の シンポ
'87

.12

コアの現場解析 川口貞男,河 村俊行 ジ ウ ム

佐藤和秀,神 山孝吉

和泉 薫,亀 田貴雄

榎本浩之,　 B.Wold

J.0.Hagen,

Y.Gjessing

ス ピ ッツベ ル ゲ ンAsgardfonna氷 河 上 の 気 象 佐藤和秀,和 泉 薫 〃 〃

観測 榎本浩之,藤 井理行

川口貞男

南極大気 中のサ ルフェイ ト粒子 の分子状態の通 大和政彦,岩 坂泰信 〃 tt

念観測 銭 公望,小 野 晃

西尾文彦,深 堀正志

岡田菊夫

南極 における大気微量成分濃度 の測定 －IV 広 田道夫,深 堀正志 〃 ,■

山内 恭,牧 野行雄

ライダーに よる極域成層 圏上部 の温度分布観測 野村彰夫,神 沢 博 〃 〃

鹿野哲生

南極中層大気の気候学 神沢 博 〃 〃

南極観測船"し らぜ による洋上エア ロゾルサ 西 川雅高,溝 口次夫 〃 〃

ンプリングの検討 金森 悟,金 森暢子

青木周司

昭和基地における大気微量成分の赤外分光測定 深堀 正志,牧 野行 雄 ,, 〃

田中正之,川 口貞男

山内 恭

陸地 から隔 たった洋上 のサ ルフェイ ト粒子の分 大和政彦,岩 坂泰信 tt 1)

子状態一 特 に南半球 に着 目 して一 銭 公望,小 野 晃

山内 恭

南極海域 におけるエ アロゾル態 メタンスルホ ン 古賀聖治,小 野 晃 奪1 〃

酸 岩坂泰信,山 内 恭

川 口貞男

みずほ基地周辺 の基盤地形,表 面地形 と氷床流 大前宏和,西 尾文彦 日本雪氷学会 '87
.10

動 浦塚清峰,長 田和雄

森 一彦

東 クイー ンモー ドラン ド氷 床下の基盤 地形 西尾文彦,浦 塚清 峰 〃 亨■

(序報) 大前宏和,長 田和雄

森 一彦

みず ほ700mコ ア解析 一微 小固体粒 子濃度,電 藤 井理 行,渡 辺 興亜 〃 〃

気 伝 導 度,δ'80一

南極内陸部における飛雪粒子の電気伝導度の時 長田和雄,大 前宏和 Ip 〃

間変化 西尾文彦,樋 口敬二
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題 目 発 表 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

北極圏氷河学術調査(JAGE1987)報 告 渡辺 興亜,川 口貞男 日本雪氷学会
'87

.10

調査の概要 藤井理行,河 村俊 行

亀田貴雄,佐 藤和 秀

和泉 薫,神 山孝 吉

榎本浩之,

B.O.Hagen,

Y.Gjessing

ステ ップ周波数 レー ダによる海氷厚計測実験 浦塚 清峰,西 尾文 彦 〃 〃

一 南極昭和基地 にて一 岡本謙一,峯 野仁 志

スピッツベ ルゲ ンの氷床 コア解析 藤井理行,渡 辺興亜 り 〃

一 北極圏氷河調査(JAGE1987)報 告一 神山孝吉,河 村俊 行

亀田貴雄,榎 本浩之,

J.O.Hagen,

Y.Gjessing

スピッツベ ルゲ ンの氷河 と気象 佐藤和秀,和 泉 薫 tl り

一 北極圏氷河学術調査(JAGEI987)報 告一 榎本浩之,渡 辺興亜

川口貞男

ヨステダルス氷河の コア解析 河村俊行,亀 田貴雄 〃 〃

一 北極圏氷河学術調査隊(JAGE'87)報 告一
神山孝吉,藤 井理行

渡 辺 興 亜,　 B.Bold.

Y.Gjessing

航行衛星 による氷床流動の測定(H) 西尾文彦,高 橋 修平 ll 〃

中尾正義,大 前宏和

川田邦夫

氷床 中の電磁波減衰 につい て 大前宏和,西 尾文彦 〃 〃

浦塚 清峰,長 田和 雄

航空機用電波氷厚計 デー タのデ ィジタル処理 浦塚 清峰,西 尾文彦 〃 〃

大前宏和

南極昭和基地の飛雪粒子及び海氷上積雪に含ま 長田和雄,西 尾文彦 〃 〃

れる海塩 につ いて 大前宏和,樋 口敬 二

気候一氷河変動 の線型バ ラ ンスモデル 藤井理行 〃 〃

低温無電源地帯長期動作用恒温槽の野外試験 木村忠志,渡 辺興亜 }) 〃

γ線自動積雪密度計 村 山 実,木 村忠志 〃 t7

渡辺興亜,藤 井理行

西尾文彦,和 田誠

雪結晶の成長に及ぼす気圧の効果 高橋庸哉,遠 藤辰雄 日本気象学会 '87
.5

若浜五郎

雪結晶の昇華蒸発過程 高橋庸哉,遠 藤 辰雄 ,ρ り

若浜五郎

降雪 の地上観測 とレー ダー観測の比 較(そ の2) 小西啓之,遠 藤 辰雄 tt 〃
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

北海道西岸帯状収束雲の上陸地点について 遠藤辰雄,立 花義裕 日本気象学会
'87

.5

若浜五郎

ゾ ンデ とレー ダーによる降雪雲 内外 の観測 小西啓之,遠 藤辰雄 〃
'87

.10

坪木和久,若 浜五郎

ドップラー レー ダーに よる降雪粒子 の観測 小西啓之,遠 藤辰雄 第10回 極域気水圏 シ ンポジ
'87

.12

若浜五郎 ウ ム

画像処理 による降雪雪片 の大 きさ と落下速度 の 村本健一郎,椎 名 徹 〃 〃

測定 遠藤辰雄,北 野孝一

北海道西岸収束帯状雲の挙動と上陸地点につい 遠藤辰雄,立 花義裕 日本雪氷学会
'87

.10

て 若浜五郎

新型風洞によ雪結晶浮遊成長実験 高橋唐鼓,遠 藤辰雄 〃 〃

若浜五郎

降雪 データベースの作成 と長期 間降雪状況 の検 村本健一郎,釣 健孝 〃 〃

索 遠藤辰雄,小 西啓之

北野孝一,増 山敏之

杉 山勝 巳,小 松智吉

小川聡

画像処理 による降雪雪片 の大 きさ と落下速度 の 村本健一郎,椎 名 徹 〃 1)

測定 成瀬敏行,上 野真一

北野孝二,増 山敏之

杉 山勝 巳,若 浜五郎

遠藤辰雄,小 西啓之

雪 結 晶 のgrowth　 stageに つ い て 高橋庸哉,遠 藤辰雄 〃 ll

若浜五郎,福 田矩彦

雪片の付着雲粒子の測定 小西啓之,遠 藤辰雄 ,■ 〃

村本健一郎

防護柵構造の最適雪渓に関する基礎的研究 高橋修平,大 島俊之 ,ク 〃

谷 口清一,岡 田昭夫

降雪雪片数と降雪強度の測定 遠藤辰雄,小 西啓之 ,ワ ,,

村本健一郎,椎 名 徹

ライ ダーに よる極域成層 圏上部 の温度分布観測 野村彰夫,神 沢 博 第10回 極域気水圏 シ ンポジ
'87

.12

鹿野哲生 ウ ム

南極中層大気の気候学 神沢 博 〃 〃

極域中層大気の気候学 神沢 博 第2回 大気 圏シ ンポジウム
'88

.1

Gravity　 Waves　 in　 the　 Antarctic　 Middle Kanzawa,　 H IUGG　 XIX　 General
'87

Atmosphere　 Observed　 by　 Meteorologica1 Assembly,　 Vancouver,

Rocket　 Soundings. Canada,　 (Abstract

P.871)
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A A- RA*)1

Dynamics of the Antarctic Middle Kanzawa, H Dynamics Seminar, De-
'87

Atmosphere with Emphasis on Climato- partment of Atmosphere
logy and Gravity Waves. Sciences, University of

Washington, Seatle,

Gravity waves in the Antarctic middle Kanzawa, H Joint International

atmosphere observed by meteorological Kawaguchi, S Workshops on Middle

rocket soundings. Atmosphere of the

Southern Hemisphere

(MASH) and Gravity
Waves and Turbulence
in the Middle Atmos-

phere  (GRATMAP)  ,
University of Adelaide,

Adelaide,

 -  31  -



3.地 学 研 究 グル ー プ

(a.地 学)

(1)一 般研 究

(1.A)固 体地球物理学

昭 和 基 地 周 辺 の 固 体 地 球 物 理 学 的研 究 教授 神 沼克伊,助 教授 渋谷和 雄,客 員教授 瀬川爾朗

地学部門において固体 地球物理 を担当す る教官 は62年4月 現在,専 任 の神 沼克伊,渋 谷和 雄の2名 であ り,こ の

うち渋谷はあ るか観測拠 点で越冬 した。

(1)重 力測定

60,61年 度 に南極 で得 られたデー タの整理 を行 った。"し らぜ の海上重力 計NIPRORI-1　 のシ ステ ム改

良 を大幅 に行い,一 貫 した計算機デー タ処理が可能になった。 また得 られたデー タを用 いて,測 線上 での重 力

異常 を求めた。みずほ高原で得 られていた重量デー タの再整理 を行 い,異 常分布 を求 め　JARE　 Data　 REP

ORTS　 NO.132と して出版 した。

　(2)　GPS　 ・VLBI

南極でのGPSの 高精度利用 につ き,基 礎的 な調査 を行 った。南 極で実施 するVLBIに ついて検討 を始めた。

(3)自 然地震観測

前年度同様の方式でデ ータ編集が なされ,　JARE　 DATA　 REPORTS　 NO.131と して まとめ られた。

昭和基地 に新 しく設置す る超高性能地震計 について検討 を始め たご

また,昭 和基地で高精度の三点観測 を開始 したことに伴い,昭 和基地付近の微小 地震観測 について調査 を再

開 した。

(4)南 極地殻断面構造

国際的 に要請 された地殻断面構造 につ き,昭 和基地一 みず ほ基地間の測線 を基本 にQMLIを 提唱,研 究 を始

め た。

南 極 エ レバ ス火 山の 地 球 物 理 学 的 研 究 教授 神沼克伊,助 教授 渋谷和雄

「エ レバ ス火山国際噴火機構 の研究(日 本,ニ ュージー ラン ド)」 の第1シ ーズ ン目で得 られ たデ ー タの整理,

解析 を中心 に研究 を進 めた。本年 は噴火活動の様式 とメカニズ ム,発 生す る地震波形の特徴 などの解析 を中心 に研

究が進 められ た。

(1.B)古 地 磁 気 学

南 極 に関 す る古 地 磁 気 学 的 研 究 助手 船木 實

1.古 地磁気学的研究

南極大 陸の古地磁気学 的研究 に於 てス リラ ンカを含む イ ン ドプ レー トの研究 は極め て重要 である。特 に昭和基

地のある リュッ ォ ・ホルム湾 と接続 する可能性 のあるス リラ ンカ島は,古 地磁気学的 に興味が もたれる。本年 は

昨年度 に引 き続 きス リラ ンカ南部地域 か ら採集 された岩石 について古地磁気学的,岩 石磁気学 的研 究 を行 った。

その結果 ハイラ ン ドグループの岩石 は伏角60° 前後 の磁化 を持つ のに対 し,ビ ジャヤングループの ものは水平北

西方 向の磁化 を持 つ。前者 の岩石 は580℃ のキュ リー点 を持 つのに対 し,後 者 の ものは300℃ と低 い値 を持 つ。

これ らの実験結 果か ら,少 な くともハイラ ン ドグループの岩石 は信頼 で きる磁化 を持つ と考 え られる。

ス リラ ンカは古生代初期 に最後 の変成 を終 え,そ の時 に磁化 を獲得 した可能性 が高 い。 それゆえハ イラ ンドグ

ループの岩石の持 つ残留磁 化 と同時代 の南極 の もの とを比較 した結果 ス リラ ンカを リュッ ォ ・ホルム湾 に接続 し

た場合,ス リランカとオ ングル島の磁化 は誤 差の範 囲で一致 する。 この様 な研究結果からスリランカはリュツォ ・
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ホルム湾 に接続 してい た可能性が大 きい事が判明 した。

2南 極氷床 の古地磁気学的研究

南極雪面上 に堆積 した火 山灰 中の磁性粒子が,ど の様 に して地磁気方向 に配列す るか を,雪 粒子 と磁性 粒子の

大 きさを変 えて模擬実験 した。使用 した雪 は840μm以 上 と710-500μm,岩 石粉 は74μm以 下 と149-105

μmの 物で ある。雪粒子 は液体窒素 に霧 を吹 き込む ことによって作成 した。

その結果試料 は時間 と共 に対数関数的 に磁化 を獲得 し,数 時間で外部磁場 とほとんど平行 な残留磁化 を獲得 し

た。そ の磁化の大 きさは34日 だ って も飽和 しなか った。 また磁化の獲得の割合 は一20℃ よ り一10℃の方が大 きかっ

た。昨年 までの結果 と合わせて結論す ると,雪 の粒径や大 きさに関係 な く,磁 性粒子がある程 度小 さければ,含

火山灰雪は磁化 を獲得す る可能性 がでて きた。

(1.C)地 質 学

東 南 極 楯 状 地 の 地 質 学 的 ・岩 石 学 的研 究

助教授 白石和行,矢 内桂 三,助 手 小 島秀康,客 員助教授 廣 井美邦

1.東 クイー ンモー ドラン ドの地質学的 ・岩石学的研 究

昭和基地周辺の変成岩頚の累進 変成作 用 について,従 来の泥質変成岩,塩 基性 変成 岩の研究 に加 え,超 塩基性

岩,珪 灰質岩について も検討 を行 なった。その結 果,プ リンス ・オ ラフ海岸か らリュツ ォ ・ホルム湾 にかけの累

進的な温度上昇の事 実が追認 された。 また,ゴ ン ドワナ大陸における対比 を検証 するため,ス リラ ンカの岩石 の

記載岩石学的研 究 を進め,リ ュ ッォ ・ホルム湾周辺 地域 と,ス リラ ンカのハイラ ン ド層群 との共通点 を見出 した。

2.七 一ル ロンダーネ山地の地質学的研 究

第25次 より4カ 年にわたる概査 の結果 を まとめた。 その結果,広 範 囲のグラニュライ ト相 の鉱物組合せ に加 え,

局所的な緑 色片 岩相 ～角閃岩相 の鉱物組合 せを有 する岩 石の存在 が明 らかになった。 これには,珪 線石 を含む岩

石中の後退的な藍 晶石な ど,七 一ルロ ンダーネ山地の変成岩 の上昇過程 に関する重要 な発見 も含 まれる。

3.西 クイー ンモー ドラ ン ドの岩 石学 的研究

昨年 より開始 された西 クイー ンモー ドラ ン ドの変成岩 の岩石学 的研究 を引 き続 き実施 した。これは,ノ ルウェー

極地研 究所 との共同研究 の一環 である。 これ までに得 られた記載岩石学 的情報 を もとに,い くつ かの岩石試料 に

ついてEPMA分 析 を行 ない,変 成温度圧力条件 を推定 した。 その結果,西 か ら東へ の温 度上 昇 を定量 的 に検 証

した。

(1.D)地 理 ・地 形 学

南極 地 域 の 氷河 地 形,周 氷河 地 形 お よ び後 期 新生 代 地 質 に関 す る研 究

教授 吉 田栄夫,助 手 森脇喜一

地学 部門で現在,研 究の主眼 を置 いているセールロ ンダーネ山地 で調査 ・研究 を進 めている。 その結果,得 られ

た成果 と現状 を以下に記 す。

1)セ ール ロンダー ネ山地の,特 に中央部 での,氷 河地形 の地理 的分布(平 面 的,立 体 的)を 明 らかに し,氷 床最

拡大 期の古 地理 を推 定 した結 果,現 在,山 地南部 にある氷 崖線 は,氷 床最拡大期 には約10km北 方 まで前進 して,

全般 的に氷床表 面は200-300m高 くなっていた ことを明 らかに した。

2)山 地内に設 置 した実験 地で得 られた地中温 度プ ロファイル と凍上量 測定 の結果 か ら,飛 雪 を受 けて比較 的湿潤

な環境 にある場 所では,大 きな地温低下に応 じて,最 大2mmの 凍上 が夏 季に生 じているが,乾 燥地 では気温 一

地温の低 下があって も凍上は生 じていない こと,夏 季 の活動層 の深 さは30cm前 後 である ことを明 らかに した。

3)同 じく,実 験 地 に設置 した歪み計 の測定か ら,夏 季 に表層物 質が数mm下 方に移動 しているこ とが推定 される

結果が得 られた。 これは,歪 み計 設置地点 を再び掘 削 して確 認する必 要があるが,数 年間は現状 で測定 を継続 す

る予定であ る。

4)寒 冷乾燥の極地 において,塩 類風 化の地形 に及ぼす影響が無視 で きない ことが明 らかにな りつつある。風化 生

成物の除去や風食その ものの効 果 を知 る目的で,風 食量測定装置 を実験 地に設置 した。数 年間の測定 を実施する。
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(2)共 同研究

閉 特別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

神 沼 克 伊 国立極地研究所 ・教授 南極における地殻構造の地域的特性の研究

(イ)一 般共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

藤 原 健 蔵 広 島大学(文)教 授 内陸山地における地形解析

平 川 一 臣 山梨大学(教 育)助 教授 南極沿岸露岩地域の地形学的研究

大 町 北 一 郎 山形大学(理)教 授 昭和基地周辺の鉱物資源評価に関する研究

倉 沢 一 地質調査所 ・室長 南極 マクマー ド地域 火山岩頚 の地球化学 的研究

勝 井 義 雄 北 海道大 学(理)教 授 西南極 における火山及び火山岩 の研究

広 岡 公 夫 富 山大学(理)教 授 火山灰を含む氷の磁気的性質の研究

船 木 實 国立極 地研究所 ・助手 古地磁気学 か ら見 たエルス ワース山脈 のプ レー ト運動 の研究

立 川 涼 愛媛大学(農)教 授 南極地域の環境汚染の化学的研究

山 中 三 男 高知大学(理)教 授 リュ ツオ ・ホルム湾周辺地域 の花粉分析 か らみた環境 の研究

松 本 征 夫 山口大学(理)教 授 リュツオ ・ホルム湾及びや まと山脈地域 の地質学 的研究

松 原 聰 国立科学博物館 ・研究員 南極産鉱物の記載及び鉱物学的研究

浅 見 正 雄 岡山大学(教 養)助 教授
コン ドワナ大 陸における東 クイー ンモー ドラ ン ドの地 質学 的研

究

大 内 徹 神戸大学(理)助 手 南極の地震活動と地球潮汐との関係に関する研究

神 沼 克 伊 国立極 地研 究所 ・教授 エ レバス火山の山体構 造 と噴火のメカニズム

加 賀 美 英 雄 東京大学(海 洋研)助 教授 南大洋の海底調査に関する研究

中 島 隆 地質調査所・主任研究官 昭和基地周辺産岩石の年代学的研究

大 場 孝 信 上越教育大学助手 や まと山脈の閃長岩類の岩石 ・鉱物 学的研 究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

有 馬 真 横浜国立大学(教 育)助 教授
南極 大陸,西 クイー ンモー ドラン ドの変成岩,火 成岩 について

の岩石学的研 究

中 谷 周 弘前大学(理)助 教授 昭和基地周辺海,海 底堆積物の堆積速度と堆積環境の研究

仲 井 豊 愛知教育大学教授 セール ロンダー ネ山地の地質学的総 合研 究

吉 田 勝 大阪市立大学(理)講 師 ス リラ ンカと南極 昭和 基地周辺 地域 の地質比 較研 究

上 田 誠 也 東京大学(地 震研)教 授 昭和 基地周辺及びその北 方海域 の磁 気測量のデー タ解析

松 本 剛
海洋科学技 術セ ンター ・研 究

員
南極周辺 海域 の リフ ト系 の研究

和 田 秀 樹 静岡大 学(理)助 手
南極 ロス海マ クマー ドサ ウン ド地域 か ら得 られたボー リング試

料 に よる地球化学 的研究

瀬 川 爾 朗 東京大学(海 洋研)教 授 南極大 陸周辺域 の重力異常分布 とアイ ソス タシーの研究

広 井 美 邦 千葉大学(理)助 教授 岩石学 的見地 か らの東南極大陸 の形成 についての研究

(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(一般研究C)

人工衛星位置決定装置 によるジオイ ド高の短波長

undulationに 関す る研究

神 沼 克 伊

研究系 ・教授
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(4)研 究成果の発表

(ア)学 会誌等による発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

(1.A)
東南極 のやまと山脈 およびいん石氷原上 にお け 渋 谷 和 雄 南 極 資 料,311-10

'87
.3

る航空磁気測量 田 中 晶 子
真 部 充 宏

1986-1987年 マ ク マ ー ドサ ウ ン ド地 域 の国 際 共 神 沼 克 伊 南 極 資 料,31155-162
'87

.7

同観測

Seismic　 activity　 of　 Mount　 Erebus　 in K.　 Kaminuma Proc.　 NIPR　 Sym.　 Ant.
'87

.9

1984-1985 J.　 Amino Geosci.,11-5

S.　 Miura

Gravity　 Survey　 in　 Ross　 Island,　 Antarctica S.　 Miura 〃

K.　 Kaminuma 6-14

E.　Koyama

Digital　 data　 acquisition　 system　 of　 the K.　 Shibuya り

Japanese　 Antarctic　 Research　 aircraft Y.　 Yoshida 15-22

Pilatus　 Porter　 PC-6.　 Microstructure　 and T.　 Tagai

phase　 transition　 of　 calcic　 anorthclase H.　Takeda

from　 Mount　 Erebus,　 Antarctica O.　 Tachibana

同上 K.　 Kaminuma 66-72

P.　 1(yle

Seismic,　 Activity　 of　 Erebus　 Volcano, K.　 Kaminuma PAGEOPH,　 125,
'87

.11

Antarctica 993-1008

南極 ・昭和基地付近 の地震 神沼克伊,赤 松純平 南極資料
'87

.12

32,177-185

(1.B)
Tetrataenite　 phase　 in　 Antarctic　 meteorites Nagata,　 T. Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar

'87
.3

Funaki,　 M Res.,　 Spec.　 Issue,

46,245-262.

Magnetic　 properties　 of　 Ni-rich　 iron Nagata,　 T. Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar
'87

.3
.

meteorltes. Danon,　 J. Res.,　 Spec.　 Issue,

46,263-282.

Age　 ad　 paleomagnetic　 studies　 for Takigami,　 Y Proc.　 NIPR　 Symp.
'87

.9

intrusive　 and　 metamorphic　 rocks　 from Kaneoka,　 1 Antarct.　 Geosci.,　 1.

the　 Sor　 Rondane　 Mountains,　 Antarctica. Funaki,　 M 169,177.

Acquisition　 of　 natural　 remanent Sakai,　 H. Proc.　 NIRK　 Symp.
'87

.9

magnetization　 in　snow　 and　 ice　 containing Funaki,　 M. Polar　 Meteorol.

rock　 dust.・ Glaciol.,1,140-145.
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R-A*TI

Paleomagnetic study of Precambrian Funaki, M. Rock Magnetism and
'87

. 12

rocks of Sri Lanka in view of Gondwana Yoshida, M. Paleomagnetim, Vol.

reconstruction with Antarctica. Vitanage, P. W. 14, 87-91.

(1.  C)
Progressive metamorphism of  calc- Hiroi, Y. Proc. NIPR Symp.

'87
. 9

silicate rocks from the Prince Olav and Shiraishi, K. Antarct. Geosci., 1,

Soya Coasts, East Antarctica Motoyoshi, Y. 73-97.

Katsushima, T.

A preliminary report on the geology of Ishizuka, H.

the central part of the Sor Rondane Kojima, H. 113-128.

Mountains, East Antarctica

Basic and intermediate gneisses from Shiraishi, K.

the western part of the Sor Rondane Kojima, S. 129-149.

Mountains, East Antarctica

Kyanite from the western part of the Asami, M.

Sor Rondane Mountains, East Antarctica Shiraishi, K. 150-168.

Plate tectonic development of late Shiraishi, K. Gondwana Six:
'87

. 10

Proterozoic paired metamorphic comple- Hiroi, Y. Structure,Texture and

xes in Eastern Queen Maud Land, Motoyoshi, Y. Geophysics, 309-318

East Antarctica Yanai, K.

 ( 1  .  D)
A preliminary survey by a seismic Moriwaki, K. Proc.NIPR Sym.

'87
. 9

profiling across the Gunnerus Ridge off Matsuoka, N. Ant. Geosci., 1,

the Riiser-Larsen Peninsula, Antarctica Yoshida, Y.  41-47
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(イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

(1.A)
南極 ・エ レバ ス火山活動 の変化 神沼克伊,網 野 順 火山学会春季大会 '87

.4

三浦 哲

南極 ・エ レバ ス火 山の地震活動 の変化 神沼克伊,三 浦 哲 地震学会春季大会
'87

.4

村上克美

南極 ・ロス島における重力測定 三浦 哲,神 沼克伊 測地学会67回 講演会
'87

.5

小山悦郎

Eruption　 and　 earthquake　 activity　 of K.　 Kaminuma IUGG　 XIX
'87

.8

Mount　 Erebus,　 Antarctica S.　 Miura General　 Assembly

R.R.Dibble

E,aluati。n。fself,。 蓋、i、t,ntg,a,ity Y.　 Fukuda 〃 〃

anomaly　 over　 the　 land　 and　 continental J.　 Segawa

shelf　 of　 Antarctica,　 and　 its　interpretation K.　 Kaminuma

in　 relation　 to　 subsurface　 structures　 and

isostasy

The　 structure　 and　 seismic　 activity　 of　 MT. K.　 Kaminuma 5th　 Intl　 Sym. 〃

Erebus,　 Ross　 Island K.　 Shibuya　 . Antar,　 Earth　 Sci

南極 ・エ レバ ス火 山の群発地震活動 村上克美,神 沼克伊 火山学会秋季大会 '87
.10

南極 ・エ レバ ス火 山の速度構造 神沼克伊,渋 谷和雄 〃

村上克美

南極 ・ロス島エ レバ ス火 山にお ける重力測定 三浦 哲,神 沼克伊 〃

小山悦郎

南極 ・エ レバス火 山での人工地震観測 神沼克伊,渋 谷和雄 地震学会秋季大会 '87
.10

村上克美

ロ ス 島 に お け る重 力 測 定 一1982年 か ら1987年 ま 三浦 哲,神 沼克伊 第8回 南極地学 シンポジウ
'87

.8

での結果 一 小山悦郎 ム

赤外線放射温度計 によるエ レバ ス火 山火口の温 三浦 哲,神 沼克伊 〃 〃

度測定 R.R.Dibble

南極 ・エ レバス火 山の群発地震 村上克美,神 沼克伊 〃 〃

人工地震 によるエ レバ ス山の構造 神沼克伊,渋 谷和雄 〃 〃

村上克美

エ レバ ス山の噴火機構 神沼克伊,三 浦 哲 It 〃

R.R.Dibble
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

Antarctic　 Geoscience　 Transectsに つ い て 神沼克伊 第8回 南極 地学 シンポ ジウ

ム

'87
.8

第28次 南極観測 にお ける海上重力測定 福 田洋一,瀬 川爾朗 測地学会第68回 講演会
'87

.11

神沼克伊

(1.B)
Paleomagnetic　 studies　 of　 the　 Ellsworth Funaki,　 M. 5th　 Intl.　 Sym.　 Antar.

'87
.8

Mountains,　 West　 Antarctica. Yoshida,　 M. Earth　 Sci.'

Mathueda,　 H.

古地磁気か らみ たスリランカ島 と南極大陸の関 船木 實,吉 田 勝 第82回 電磁気 学会
'87

.9

係

リュッォ ・ホ ルム湾岸地域の古地磁気学的研究 船木 實, 第8回 南極地学 シンポ ジュウ

ム

'87
.8

ジュラ紀 に熱変成 を被 ったビー コン累層群の古 酒井英夫,船 木 實 ll ,,

地磁気

(1.C)
東 南 極 大 陸 ・西 ク イー ンモ ー ドラ ン ドの 変 成 岩 白石和行,太 田昌秀 日本地質学会 '87

.4

東 南 極 セ ー ル ロ ン ダー ネ山 地 の　 retrograde 浅見正雄,白 石和行 〃 〃

kyanite

Low　 pressure　 granulite-facies　 metamor一 Asami,　 M. IGCP-235ス リ ラ ン カ国 際
'87

.8

phism　 in　 the　 Yamato　 Mountains,　 East 集会
Antarctica

Metamorphic　 evolution　 of　 the　 late　 Pro一 Hiroi,　 K. 〃 ,,

terozoic　 Lutzow-Holm　 Complex,　 East Shiraishi,　 K.

Antarctica Motoyoshi,　 Y.

Geological　 structure　 of　 Prince　 Olav Shiraishi,　 K. 〃 り

Coast,　 East　 Antarctica　 -　with　 specia1 Hiroi,　 Y.

reference　 to　 correlation　 with　 the　 Lutzow一

Holm　 Bay　 region

Relict　 kyanite　 in　 the　 Highland　 and Hiroi,　 Y. 〃 〃

Southwest　 gneisses　 in　 Sri　 Lanka: Yoshida,　 M.

Evidence　 of　 prograde　 metamorphism　 and Vitanage,　 P.W.

a　 characteristic　 in　 common　 with　 the

Lutzow-Holm　 complex　 in　East　 Antarctica

Tectonics　 and　 metamorphism　 of　 Precam一 Yoshida,　 M. り り

brian　 rocks　 of　 central　 to　 southwestern Hiroi,　 Y.

Sri　Lanka Vitanage,　 P.W.

Late　 Proterozoic　 paired　 metamorphic Hiroi,　 Y. 第5回 国際南極地学 シンポ 〃

complexes　 ln　 East　 Antarctica-with Shiraishi,　 K. ジ ウム

special　 reference　 to　 tectonic　 signifi一 Motoyoshi,　 Y.

cance　 of　 ultramafic　 rocks
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

Geology　 of　 the　 Sor　 Rondane　 Mountains, Shiraishi,　 K. 第5回 国際南極地学 シンポ
'87

.8

East　 Antarctica Ishizuka,　 H.

Kolima,　 H.

Kojima,　 S.

Metamorphism　 in　 the　 northern　 Sor　 Ron一 Asami,　 M. 〃 ,,

dane　 Mountains,　 East　 Antarctica Shiraishi,　 K.

Yoshikura,　 S.

Ishizuka,　 H.

Kojima,　 H.

Kojima,　 S.

ベルジカ山脈 の両輝石片麻 岩 浅見正雄,小 島秀康 第8回 南極地学 シ ンポジウ
'87

.10

矢内桂三 ム

ベル シカ山脈 の深成 岩類,塩 基性変成岩 の微量 小笠原正継,小 島秀康 ,, 〃

成分組成 矢 内桂三,西 田民雄

東 ク イー ンモ ー ドラ ン ドの 原 生代 末期 の マ フ イ 白石和行,蟹 沢聡 史
tt ル

ック岩脈 について 石川賢一,広 井美邦

矢内桂三

東 クイー ンモー ドラン ド東部の変成岩頚 の 中島 隆,柴 田 賢 〃 〃

Rb-Sr全 岩 年 代(2) 白石和行,本 吉洋一

広井美邦

プ リ ン ス ・オ ラ フ海 岸,か す み 岩 の トロマ イ ト 広井美邦,小 島秀康 〃 書)

質大理石の岩石学的研究 矢内桂 三,西 田民雄

南極昭和基地周辺 とスリラ ンカの岩石学的対比 広井美邦,吉 田 勝 〃 〃

P.W.Vitanage

南極大陸断面構造 ワークシ ョップ 白石和行 tt 〃

一地質構造 について一

ス リラ ンカのグラニュライ ト相変成岩 中の藍晶 廣井美邦,吉 田 勝 岩鉱学会
'88

.1

石 と十字石 一南極昭和基地周辺 の岩石 との関連 P.W.Vitanage

か ら 一

(1.D)
七一ルロ ンダーネ山地 における現在 の地形変化 松岡憲知,森 脇喜一 第8回 南極地学 シンポ ジウ

'87
.8

につ い て 岩 田修二,平 川一臣 ム

セールロ ンダーネ山地 中央部 の氷河地形 平川一臣,松 岡憲知 〃 〃

森脇喜一
、

七一ルロ ンダーネ山地 の氷床変動 森脇喜一,平 川一 臣 〃 〃

松 岡憲知,岩 田修二

ドライバ レー地域 における地形要素 吉 田栄夫,森 脇喜一 〃 ,,

松岡憲知
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(b.南 極 陽 石)

(1)一般研究

南 極 陽 石 の 分 類 学 的研 究 助教授 矢内桂 三,助 手 小 島秀康

当研 究所 には,現 在1986-87年 シーズ ンまで に発 見採 集 された南極阻石6435個 が保 管 されて いる。 これ らは順次

同定 ・分類が進め られてい る。本年度は第27次 南極 地域 観測隊に よ り持 ち帰 られた阻石について粗分類,初 期処理

を実施 した。その結果第27次 隊がや まと山脈周辺で採 集 した明石は814個 に及び,更 にセール ロンダーネ山地東縁

の裸氷帯か ら3個 の陽石の発見が初めて確認 された。

そ して,こ れ らはそれぞれYamato-86,　 Asuka-86明 石 と正式 に命名 された。 また粗 分類 の結 果,世 界 で6個

目(そ の うち5個 は 日本が所有)の 月起源限石が確 認 されたほか,最 も変質が進んだ と考 えられる炭素質阻石 も見

いだ され た。6番 目の月限石 は重量が600グ ラム を越 える これ までで最大の月限石であ り,こ の結 果 日本は ソ連 を

抜 き世界で二番 目の月の岩石保有国 となった。 これ らの陽石の詳細 な研 究は今後進め られ る。

・南 極 陽 石 の磁 気 学 的研 究 助手 船木 実

限石の磁気研 究 に於て重要 な役割 を示す,テ トラテーナ イ トを粉 末図形法 に より同定 する手法 の確 立 を行 った。

テ トラテーナ イ トを顕微鏡で見出す ことは,き わめて難 しいが,こ の方法に より,極 めて簡単に コン ドライ トやオ

クタヘ ドライ ト中の テ トラテーナ イ トを同定で きるようにな った。粉末図形 法に用いた磁性 コロイ ド溶液は,磁 性

流体 と して市売 され てい る超常磁性の磁鉄鉱 を水ベー スに浮遊 させた ものが適 していた。 この手法 をもちいSt.Sev

erin限 石 中の テ トラテーナ イ トの複雑 な磁区構造 を明 らか にした。
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(2)共 同研究

(ア)特別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

長 谷 川 博 一 京都大学(理)教 授 南極陽石の落下年代に関する研究

(イ)一 般 共 同研 究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

百 瀬 寛 一・ 信州大学(理)教 授
明石 と鉄 ・ニ ッケル合 金の磁性 との比較研 究
一特 に南極 順石について一

原 田 馨 筑波大学(化 学)教 授
有機化合物 の研究 に よる南極産炭素 質明石 のキ ャラ クタリーゼ

ション
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(4) iffROZW0g0

 (7)  *-1r-M4tz ct6igt

A t RA 1-1::14:40).ZA 3btA*)1

Photographic catalog of the Antarctic Yanai K. National Institute of
meteorites Kojima H. Polar Research, 298

Alteration process of chondrules in CM Kojima H. Meteoritics 22, 430
 '87

. 12

chondrites Yanai K.

Pair problem on lunar meteorites Yanai K
including newly identified Yamato-793274 Kojima H. 538-539

The meteorite concentration at the Lewis Cassidy W.A.
Cliff. Antarctica, Ice tongue Schutt J. 353

Koeberl C.

Yanai K.

Lindner L.

Mardon A.

Oxigen isotopes in ureilites Clayton R.N.

Maeda T.K. 360

Yanai K.

40•r _A39Ar analyses of Yamato-75097 (L6) Kaneoka I. Proc. NIPR Symp.
'87

. 3

chondorite from Antarctica Takaoka N. Antarct. Meteorites, 1,

Yanai K. 206-214

Investigation of dust components from Koeberl C.

dust bands from blue ice fields in the Yanai K. 291-309

Lewis Cliff (Beardmore) area, Antarctica: Cassidy W.A.

a progress report Schutt J.W.
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(イ)口頭による発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

炭素質阻石中の炭酸塩鉱物について 小島秀康,矢 内桂 三 日本地質学会
'87

.4

筏井 さつ き

南 極 阻 石 の 分 類;　achondoriteに つ い て 矢内桂 三,小 島秀康 It 〃

筏井 さつ き

Preliminary　 identification　 of　 new　 Antarc一 Yanai　 K. 第12回 南極限石 シンポ ジウ
'87

.6

tic　 meteorites　 collected　 by　 Japanese　 party Kojima　 H. ム

in1986-87season.

Report　 of　ANSMET　 US(Antarctic　 Search Yanai　 K. 〃 It

for　 Meteorites　 U.S.)　 1986-87 and　 members　 of

ANSMET　 US

Investigation　 of　 dust　 components　 from Koeberl　 C. 〃 〃

dust　 bands　 frorn　 blue　 ice　 fields　 in　 the Yanai　 K.

Lewis　 Cliff(Beardmore)　 area,　 Antarctica Cassidy　 W.A.

Sch叫t　 J.W.

Yamato-82162;　 Possible　 first　 Cl　 carbona一 Kojima　 H. tp 〃

ceous　 chondorite　 from　 Antarctica Yanai　 K.

New　 lunar　 meteorite:　 Yamato-793274 Yanai　 K. 〃 Il

Kojima　 H.

Yamato-8451;　 Newly　 identified　 pyroxene Yanai　 K. 〃 〃

bearing　 Pallasite Kolima　 H.

Alteration　 process　 of　 chondrules　 in　 CM Kojima　 H. 50th　 annual　 rneeting　 of
'87

.7

chondrites the　 Meteoritical　 Society

Yanai　 K.

Pair　 problem　 on　 lunar　 meteorites Yanai　 K. 〃 〃

including　 newlyidentified　 Yamato-793274 Kojima　 H.

The　 meteorite　 concentration　 at　 the　 Lewis Cassidy　 W.A.
,. 〃

Cliff.　 Antarctica,　 Ice　 tongue Schutt　 J.

Koeberl　 C.

Yanai　 K.

Lindner　 L.

Mardon　 A.

Oxigen　 isotopes　 in　 ureilites Clayton　 R.N. 〃 〃

Maeda　 T.K.

Yanai　 K.

南極産炭素質限石の特徴について 小島秀康,矢 内桂三 日本岩石鉱物鉱床学会
'87

.1
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4.生 物 研 究 グル ー プ

川一般研究

表 面 海 水 モ ニ タ リン グ シ ス テ ム に よ る ク ロ ロ フ ィルa量 の 連 続 測 定

助教授 福地光男,教 授 星合孝男,助 手 渡辺研太郎

第27次 南極観測隊 で試作 したモ ニタリングシステムは,引 き続 き第28次 隊 にお いて も,ほ ぼ同 じ形式で使用 され,

2航 海分 の連続デ ータが収集 され た。1985年ll月14日,東 京 を出港 し,1986年4月20日 に帰港 した。

第27次 隊の観測 データを解析 した結果,南 大洋 に特徴的 な外洋性 フロ レトで ある亜熱帯収束線,亜 南極前 線,及

び南極収束線 を通過す る際 に,ク ロロフィルa量 と環境要因の変動 との 間に密接 な関係 が明 らか とな った。 この

事 はフロン ト域 にお ける渦構造 と関連 した ものと考 えられ た。 また12月 の南下航路 と,2～3月 の北上航路で得 ら

れたデータ間 の,ク ロロフィルa量 の相異 は,植 物 プランク トンの季節変動 と関連す る もの と思 わ れ る。 第28次

隊 にお いても,ほ ぼ同様の結果が得 られ たが,栄 養塩類の変化 と して亜熱帯収束線 を通 過す る際 にNo3-N濃 度 が

大 き く変化 し,ま た,南 極前線 を通過す る際 にはSiO3-Siが 大 き く変化す ることが 明 らか とな り,栄 養塩 の連 続

モニ タリングが海洋前線の位置 を決め る上で,き わめ て有効であ ることが分か った。

係 留 ブ イ観 測 シ ステ ム に よ る ク ロ ロ フ ィルa量 の 連 続 測 定

助教授 福 地光男,教 授 星合孝男,客 員助教授 高橋 正征

係留 ブイ観測 システムを用いて,第1回 目の現場実験 が夏期間南極 ブライ ド湾内,70°11.536'S,24°18,679E,

水深286mの 地点 にて1985年12月28日 か ら1986年2月13日 にかけて,行 なわれた。セ ンサー部は,水 深約50mに

位置 した。連続デー タ収録は1時 間毎 に行 った。毎正時 に3セ ンサーか らのデー タを収 録 し,次 いで ブラシ洗浄 を

行 った。その後再度3セ ンサーデー タを収録 し,合 計1,127組 のデー タを得た。ブ ラシ洗浄前後 のデー タは,き わ

めて良 く一致 してお り,レ ンズ面の洗浄が有効であ った と思われ る。 クロロフィルa量 は0.35～4.12μg/e,水

温は一1.42～-1.94℃ の範囲 を変動 したが,両 者間 には正の相関関係 がみ られた。

第2回 目の実験 は,北 海道サ ロマ湖において,結 氷期 間 をカバー して行 なわれた。ブイ システムのバ ッテ リー容

量及びデー タ記憶容量は前回 と同 じであ るが,1時 間毎のデー タサ ンプリングを,今 回は2時 間毎 とし,計 測期 間

を前回の3ケ 月か ら6ケ 月へ と長期 化す る方法 を採 用 した。係 留地点はサ ロマ湖第1湖 口近 くの三里 浜 地先約lk

mの 水深6～7mで あ った。計 測ブイはホ タテ貝養殖施設の一部であ る湖底の ローブ に直接係留 し,セ ンサー部 が

水深約3mに 位置 した。1986年12月9日 に係留 を開始 し,翌1987年5月20日 に回収 した。係留 開始 時回収 時 ともに、

湖内は開水 面であ った。湖内前面結 氷は1987年1月16日 であ り,湖 内海開 きは4月17日 であった。161日 間に わた

り,合 計1925組 のデー タが得 られた。結氷期間 を通 して,水 温一1.5℃以下であ り,ク ロロフィルa濃 度は低 く変動

がほ とん どない。湖面海開 きに先行 し,春 先の融氷 と共 に昇温がみ られ,ク ロロフィルaの 濃度 が増 加 した。 こ

れはいわゆ る春の植物 プランク トングルー ミングでは な く,融 氷 に伴 うもの と思われた。

昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷域 のlce　 algaeの 生 態 学 的研 究

助手 渡辺研 太郎,教 授 星合孝男,客 員助教授 高橋正征

昭和基地周辺の定着氷域では,秋 と春～夏 にかけての2回 にわた りIce　algae　群集 が大 増殖 し,現 存 量 が極大

となることが知 られてい る。 これ までの研 究 によ り海氷下部で増殖す る群集の季節変化 が明 らか とな ったが,そ の

他 にも海氷中間部,固 化 した雪の中に もIce　algae　群集が存在す る。1983年3月 か ら1984年1月 にか けて,昭 和

基地周辺の定着氷域の定点で継続的に採集 した氷柱サ ンプルについて,海 氷中間部,固 化 した雪の中に見 られた群

集 を構成す る種類の季節変化 を調べた。

海水中間部 に現存量の極大 を持 ったの は,グ リー スアイスが集積 して凍 った場所で,最 大42mg/m3の クロ ロ

フィルa濃 度だ った。主 な出現種 としてはchaetoceros　 spp,　Eucampia　 antarctica,　Nitzschia　 lecointei,　N.

turgiduloides,　 Rhyzosolenia　 alata,　Tropidoneis　 sp.な どで,南 極海外洋域の植物 プ ランク トンと して報告
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され てい る種 が 含 まれ た 。 この 海 氷 中 間 部 のIce　 algae　 群 集 は,5月 に形 成 され た後1月 中 旬 ま で 現 存 量,種 組

成 共 に大 き な変 化 は なか った 。 一 方 固 化 した雪 の 中の 群 集 は,10月 頃 か ら現 存 量 が 増 え,　Navicula　 glacie1,　 Nit

zschia　 lecointei,　 N.spp.,　 Tropidoneissp.　 な どが 出 現 した。

サ ロ マ湖 結 氷 期 に お け る低 次 生 産 過 程 の 研 究 助手 渡辺研 太郎,谷 村篤,助 教授 福 地光男

教授 星合孝男,内 藤靖彦,客 員助教授 高橋正征

サ ロマ湖 は結氷す る海域の中で は最 も低緯度 にあ ると言われ るオホーツク海 に面 し,そ れ 自体 も完全 に結氷す る

塩水湖であ る。冬期間,欄 内の海氷 は20～40cmに 達 し,そ の下部 には極域の海氷 と同様,茶 褐色 のIce　algae　 群

集が形成 され る。サ ロマ湖で はホ タテ貝や カキが養殖 され,大 規模 な水産業が行 われてい るが,結 氷期の低次生産

過程の研究 は極めて少 ない。そ こで,水 温,水 深,現 場蛍光強度 を連続的 に観測す るブイシステム,粒 状沈降物 を

経時的 に採集す るセデ ィメン トトラップを1986年12月 か ら1987年5月 の間 にか けて湖内 に設置 して植物 プランク ト

ン現存量等 をモニ ター した。 また海洋/氷 上観測,採 集 を行 なって得 た各種デー タ,サ ンプルもあわせて解析 した。

調査期間中1月 上旬～4月 上旬 にかけ て湖面が結氷 した。結氷期間 中の海水中の クロロフィル濃度 は,そ の前後

よ り一般 に低か ったが,融 氷が近づ くにつれ て海水上層中の クロロフィル濃度が増加 した。海氷中の クロロフィル

濃度 は海水 と接す る下部 ほど高 く,3月7日 には最大値111mg/m3と なった。海氷中 にはNitzschia　 frigida,　T

halassiosirasp.　 等が優 占 し,こ れ らが融氷期の上層海水 中で も見 られたことか らアイ スア ルジ ーが海 中 を沈 降

したもの と考 えられ る。 しか し融氷後の5月 中旬 に見 られ た植物 プ ラン ク トンの大 増殖 で はChaetoceros　 spp,

Nitzschiaの 別種が優 占 し,ア イスアルジー とは異 なる群集が形成 されたことが明 らか となった。

海 氷 を 生 活 の 場 と す る か い あ し類 の 生 態 学 的 研 究

助 手 谷 村 篤 ・渡 辺 研 太 郎,助 教 授 福 地 光 男,教 授 星 合 孝 男

南 極 海 沿 岸 域 の 食 物 網 は概 念 的 に描 か れ て い る もの の,具 体 的 な事 例 は必 ず しも充 分 明 らか に され て い る と は言

え な い。 特 に,海 氷 域 の 冬 期 の 情 報 は極 め て乏 しい 。 そ こで,1970年9月6日 採 集 の 南 極 大 陸 沿 岸 域 の海 氷 直 下 に

生 息 す る ノ トセニ ア科 の 魚,　Pagothenia　 borchgrevinki　 (ボ ウ ズハ ゲ ギ ス)幼 魚5固 体 の 胃 内 容 物 を調 査 し,

海 氷 域 の食 物 連 鎖 を検 討 した。 胃内 容 物 は,か い あ し類,有 鐘 繊 毛 虫,尾 虫 類 な ど の小 型 動 物 プ ラ ン ク トンか ら成

る こ とが わか っ た。 特 に、 ノ ー プ リ ウ ス幼 生 を含 む か いあ し類 は,全 体 の90%以 上 を 占め た。 出 現 したか いあ し類

の うち最 も固 体 数 の多 い の はOithona　 similisで あ り,　Paralabidocera　 antarctica　 のnaupliusが これ に つ い

だ。 他 に,　Ctenocalanus　 vanus,　 Stephos　 longipes,　 Oncaea　 curvata,　 Harpacticoide　 spp.　 が 出 現 し た

が固 体 数 は あ ま り多 くは なか っ た。

一 方
,す で に報 告 した様 に,南 極 大 陸 沿 岸 定 着 氷 下 部 に は,か い あ し類Paralabidocera　 antarcticaが 大 量 に

分 布 し,し か もそ こ で成 長 す る こ とが 認 め ら れ た。 ま た,こ れ まで の 調 査 か ら冬 期 間,海 水 中 の 植 物 プ ラ ン ク トン

が 極 め て少 な い時 期,本 極 のnaupliusは,海 氷 下 部 に存 在 す る微 細 藻 類　(ice　algae)を 摂 餌 し成 長 す る。

こ れ ら の こ とか ら,サ ン プ ル数 は少 な いが,　ice　algae　 →　Paralabidocera　 antarctica→ 　Pagothenia　 bor

chgrevinki　 と い う食 物 連 鎖 が,定 着 氷 域 の 海 氷 と海 水 の境 界 領 域(lce-seawater　 interface)　 に存 在 す る こ とが

明 らか とな っ た。

大 型 動 物 行 動 記 録 計 に よ る アデ リーペ ン ギ ンの 潜 水 行 動 教授 内藤靖彦 助教授 大 山 佳邦

第27次 南極観測隊 で,実 施 したアデ リーペ ンギン3個 体 からの潜水記録 を解析 した。大型動物行動記録計 は順調

に作動 し,そ れぞれ150時 間～334時 間の記録 を得 た。 この間,ア デ リーペ ンギ ンは231分 間～931分 間 の捕食 と

関係 した繰 り返 し潜水行動時 間を持 った。 また,こ の間,合 計68～383回 の潜水 を行 った。潜水深度 は平均で8.0

～10 .Omで あった。最大潜水深度 は17.3m～27.2mで あ り実験期 間中のアデ リーペ ンギ ン3個 体 は,い ず れ も

この深度 よ り浅層 で捕食 を していたこ とが分 かった。 アデリーペ ンギ ンとほぼ同 じ大 きさのゼ ンツーペ ンギンにつ

いて行 った深度記録計(Depth　 Recorder;　 DR)　 の実験 では64%の 潜水が20m以 浅 で行 わ れて い るこ とか らも

本実験 のペ ンギ ンの捕食 は浅 い表層 で行 われている と言 える。 また,潜 水時 間は1回 平均1.8分,最 大 は3.7分 ～
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5.6分 であった。

捕食 に関係 した行動 で興味 あるのは,捕 食 が浅 い潜水 の繰 り返 しに よって行 われる ことである。 この場合 の繰 り

返 し潜水 時間は平均18.2～29.4分 であ り,潜 水 回数 は平均8.3～14.1回 であった。すなわち、 この ことは本種 の捕

食 に関わる努力量 を示 している と言 える。

潜水 の時 間帯 について見 る と,3個 体 の全潜水 回数590回 の頻度分布 は16時 ～20時 に明瞭な ピー クを持 った。 こ

れは,被 捕食動物 のナ ンキ ョクオキア ミの夜間浮上 に合 わせ た捕食行動 のよ うに考 え られる。

同様 に3個 体全 ての潜水 の深度 ・時 間の頻度分布 から,本 種 の捕食努力量 の深度,時 間分布 が推測 される。下 図

に示 されるように,ア デ リーペ ンギンの捕食 は主 に夕方か ら夜 間を中心 に20m以 浅 で行 われた と言 える。

南 極 半 島 産 土 壌 線 虫 類 数種 の 分 布 助教授 大山佳邦 ・神 田啓史,助 手 大谷修司

海洋性南極 に属す る南極半島付近の陸棲線虫類 は,ベ ルジカ号の探検 によ り今世紀初頭 に初 めて報 告 され たが,

その後長い間成果はな く,こ の地域の線虫類の大半は1970年 以降 に記載 されたもので ある。現在 までに約40種 が報

告 されてい るが,命 名 されてい るのは内16種 のみで,他 の20数 種は未記載の状態 にある。

1985年2月,大 山がAnvers島 付 近の6地 点 より採 集 して,凍 結標本 を持 ち掃 えって検討 した結果 を以下 に示す。

1)　Litchfield　Is.　:　藻類の付着 した分解 しかけの コケのマ ッ トよ り,4種Coomansus　 gerlachei ,　Plectus

sp.,　 Endorylaimus　 sp.,　 Dorylaimida　 sp.が 見 い 出 さ れ た 。

2)　 Biscoe　 Point:　 ナ ンキ ョ クコ メ ス ス キ の根 元 よ り,3種Coomansus　 gerlachei ,　Plectus　 sp.,　Mesodory

laimus　 signatus　 が見 い 出 され た。

3)　 Dream島:青 々 と した コ ケ の群 落 よ り5種,　 Coomansus　 gerlachei ,　Plectus　 sp.,　 Mesodorylaimus

signatus,　 Enchodelus　 signyensis,　 Dorylaimida　 sp .が 見 い 出 され た。

4)　 Old　 Palmer:青 々 と した コ ケ の群 落 よ り2種,　 Coomansus　 gerlachei ,　Endorylaimus　 sp.が 見 い 出 さ

れ た。

5)　 Bonaparte　 Point,　 Pa!rner　 Stn.か ら は見 い出 され な か っ た。

こ れ まで の採 集 品 の 中 で 最 も多 く出 現 して い る種 はCoomansus　 gerlachei(de　 Man ,　1904)　 で,こ れ は 北 極

圏 カ ナ ダ のMackenzie　 Deltaか ら も報 告 が あ り,線 虫 類 と して は珍 しい両 極 分 布 型 を示 す もの で あ る。 又,本 極

は捕 食 性 で あ る ため,極 地 土 壌 中の 捕 食 連 鎖 に特 異 な系 が 存 在 す る可 能 性 が 考 え ら れ,今 後 の詳 細 な調 査 が 期 待 さ

れ る。

南 極 産 蘇 類Bryumの 倍 数 性 に つ い て 助 教 授 神 田啓 史,客 員教 授 岩 月 善 之助

南 極 産 蘇 類 は 一 般 に広 い 分 布 域 を持 ち,固 有 種 は 少 な い と され て い るが,十 分 な分 類 学 的 検 討 は な い。 本 年 度 は

南 極 産 蘇 類Bryum属 の 分 類 学 的 位 置 づ け を明確 に す る た め に染 色 体 の 数 と核 型 を分 析 した。 北 極 にお い て はStee

re(1954)は 北 極特 有 の種 に は 倍 数性 が 多 く生 じ る こ と を報 告 し,南 極 にお い て もPrzywara　 et　al .(1784)　 はPotl

iaceae,　 Bryacea1,　 Amblyaccaeな ど極域 に 多 い グル ー プ は倍 数 性 の 分 化 が 高 い 率 で お こ る こ と を指 摘 して い る。

昭 和 基 地 周 辺 の 蘇 類 の 染 色体 数 はTatuno(1963)た3種 に つ い て 初 め て 明 らか に し,　Bryum　 argenteumはn=2

0で 基 本 数10の2倍 体 で あ る と考 え た 。　B.　inconnexum(=B.　 pseudotriquetrum)　 も同 様nニ20で あ っ た 。　Ino

ue(1976)はB.　 argenteumはn=IO,　 B.algens(=B.pseudotriquetrum)はn=20で あ った 。Newton(1980)も

シ グニ ー 島 産 のB.　 algeus　 はn=20でInoue(1976)と 一 致 した 。現 在 は,Tatuno(1963)が 報告 したB .　argenteu

mのn=20は,む しろB.　 pleudotriquetrum　 (n=20)の 一 型 と考 え た 方 が よい 。

本 年度 の研 究 に お い て大 陸性 南 極 の 昭和 基 地 に産 す るBryumの 染 色体 数 はB.　 pseudotriquetrum　 で はn=20

が ほ とん どで あ っ た。 こ の種 と分 類 学 的 に近 縁 なB.　 amblyodonもn=20で あ っ た 。 さ らに 注 目す べ き こ とは,B.

pseudotriquetrumと して 同定 さ れ て い た試 料 の 中 に,n=30が 新 た に見 つ か っ た。 こ の 染 色 体 は 基 本 数10の3

倍 体 と考 え られ る。 染 色 体 の長 さは非 常 に遅 い前 期 か,早 い 中 間期 で は1～5μmの 範 囲 に あ り,こ の う ち の12

本 は比 較 的大 きな染 色 体 と18本 の小 さ な染 色 体 か ら構 成 され て い る。 まれ に ソ連 で は この種 の3倍 体 と思 われ るn=

33が 報 告 され て い る。 中緯 度 に産 す る本 極 はn=10,極 域 に多 いbimum型 はn=20,そ して大 陸性 南 極 で はn=30
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が発 見 され て い る こ とは,前 述 したSteere(1954)やPrzywara　 et　a1.(1984)　 の考 え と よ く一 致 す る。

プ リ ンス オ ラ フ海 岸 竜 宮 岬 の蘇 類 着 生 藍 藻 類 に関 す る研 究 助手 大谷 修司,助 教授 神 田啓 史,

大 山佳邦

プ リンスオ ラフ海岸 の竜宮 岬 より得 られた蘇類乾燥標 本に基 づ き着生藍藻類 を調べ,優 占する蘇類3種 類 につい

て種類組成 と着 生量 を比較 した。蘇類Grimmia　 lawianaの 着生藍 藻類 は蘇類3種 の中で極数,量 ともに最 も少

な くStigonema　 minutum,　 Nostoc　 sp.が 見 られる程度 であ り,モ レー ン帯 の乾 いた斜 面 か ら採 集 され た標 本

か らは全 く藍藻類 が認め られない場合 があった。 蘇類　Ceratodon　 purpureUsの 着 生藍 藻類 としてはNostoc　 co

mmune　 の他,　Phormidium　 sp.,　Tolypothrix　 sp.な どが見 られる程度 であったが,　N.　communeは 量 的 に

は多 く,肉 眼的な葉状 コロニーに発 達 している ものが見 られた。蘇類Bryum　 pseudotriquetrumの 標 本は構造 土

の溝 な ど,水 分 が充分 にある立地条件 か ら採 集 された ものが多 く,そ の着生 藻類 の量 は蘇類3種 の 内最 も豊 富 で,

Stigomema　 minutumの 黒色 の密 につ まった コロニーやNostoc　 commune葉 状 コロニ ーが蘇類 群 落表 面 に し

ば しば認 め られた。それ らに混在 し,　Petalomema　 velutinum,　 Pormidium　 sp.　な ど数種類 が 出現 した。 こ

れ ら蘇類3種 類 の着 生藍 藻類 の種類 数はいずれ も少な く着生藍 藻類 の種類 に明瞭な違 いは認 め られなか ったが,藍

藻類 の着 生量に関 しては違いが見 られた。 この着 生量の違いは3種 の蘇類の生育地の水分 条件 を反映 してい ると考

え られた。 また,竜 宮岬の蘇類着生藻類 の種 類組成は ラングホブデ雪鳥沢 に比較 して貧弱であ るが,こ れは竜宮岬

には雪鳥沢の ように鳥の排 泄物の影響 を受けた群落が見つか っていない こと,水 が豊富 に流れ る沢がない ことな ど

が原因 として考 えられた。
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(2)共 同研 究

(ア)特 別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

星 合 孝 男 国立極地研究所 ・教授 南極沿岸生態系と沖合い生態系との相互作用の解析

(イ)一 般共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

伊 野 良 夫 早稲田大学(教 育)教 授 南極 の蘇類生態系 におけるC.N.Pの 動態 に関す る研究

秋 山 優 島根大学(教 育)教 授 南 極 に お け る土 壌 藻 類 のsurvival　 strategyに 関 す る研 究

清 水 晃 奈良女子大学(理)助 教授 極域水圏に形成される藻被の生態生理学的研究

松 前 昭 廣 北里研究所 ・客員部長 南極オングル島露岩地域の微生物生態の研究

奥 谷 喬 司 東京水産大学教授 南極海底生生物の分類と生態の研究

関 太 郎 広 島大学(理)助 教授
南極及び亜南極地域における蘇苔類群落と藻類の相互関係の解

明

黒 澤 努 大 阪大学(医)助 教授 極 地域 に於 ける氷 及び海水 中エ ン ドトキシ ンと生物相 の関連

井 上 正 鉄 秋 田大学(教 育)講 師 南極 地域 における地衣類 の分類 ・生態学 的研究

蜂 須 賀 弘 久 京都教育大学教授 南極越冬隊員集団に関する基礎医学的研究

渡 部 和 彦 広島大学(教 育)助 教授
南極越冬 隊員 の健康 ・体力 に関する研究:急 激 な温度変化 と生

理機 能(循 環器系)

星 合 孝 男 国立極 地研 究所 ・教授 低温下における微細藻類の生理生態学的研究

島 岡 清 名古屋 大学 ・講師 寒冷下における潜水作業に関する研究

内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 水生動物の行動生態研究

高 橋 正 征 東京大学(理)助 教授 海洋基礎生産の時空間分布生態の研究

福 地 光 男 国立極地研究所 ・助教授
南大洋産 ネク トン類の寒冷適応 に関す る分類 ・生理 ・生態学的

研究

一49一



(3)科 学研究費補助金による研究

研 究 課 題 研究代表者 ・所属 ・職 研究所教官の分担者

(奨励研究A)

ICE　 ALGAEに よる一次生産 の基礎 的研究 渡 部 研太郎

研究系 ・助手
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(4) i315.130ZW0RA

(7)  *--A-M4( :_ck6igA

VA rl t t =,-.1.1 - t-16-1 • A. R-A*Ti

Surface water monitoring system Fukuchi, M Proc. NIPR Symp.
'87

. 12

installed on board the icebreaker Hattori, H Polar Biol., 1, 1-9,

Shirase 47-55

Ice algae as food of an Antarctic Hoshiai, T

ice-associated copepod, Paralabidocera Tanimura, A  105-111

antarctica (I.C. Thompson) Watanabe, K

Comparison of zooplankton abundance Nishiyama, T

under sea  ice between NIPR net and Tanimura, A 123-137

Norpac net samplings, in lagoon Saroma Watanabe, K

Ko, Hokkaido Fukuchi, K

Aota, M

Abundance and vertical distribution Kotori, M

of the chaetognath Parasagitta elegans Nishiyama, T  138-144

(VERRILL) under the sea ice in Saroma Tanimura, A

Ko, a lagoon on Hokkaido, Japan Watanabe, K

Breeding biology and foods of Rhinoceros Watanuki, Y

 Auklets on Teuri Island, Japan  175-183

Epiphytic algae on the moss community Ohtani, S

of Grimmia lawiana around Syowa Kanda, H 255-264

Station, Antarctica

New localities and taxonomic remarks Kanda, H

for some mosses in Continental 265-272

Antarctica

Vertical distribution and standing Ohno, M Antarctic Record Vol.
'87

. 7

stocks of cholorophyll a in the coastal Fukuda, Y 31, No. 2

waters of the Antarctic Ocean Fukuchi, M  93-108

Seasonal variations of ice algal Watanabe, K. Bull. Plankton Soc.
'87

. 12

standing crop near Syowa Station, East Satoh, H. Japan 143-164.

Antarctica, in 1983/84.

"VC140)1A1± ts -T{ t.c  ti  , V'itYL%  (V)  4}-  4  ..T.  >  17  ( 1  ) '87

 J.T.4  —  Is-v>&  100-108

A.L.  DeVries

Ecology of the moss vegetation in the Kanda, H. Symposia Biologica
'87

Syowa Station area, Enderby Land, Hungarica, 35, 259-267

Antarctica.

Catalog of moss specimens from Kanda, H.  Natl Inst. Polar  Res.,
'87

Antarctica and adjacent regions. Tokyo, 186
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A*)1

Handbook of Antarctic Mosses. Kanda, H.  Natl Inst. Polar Res.,
'87

. 3

Tokyo, 83

(in  Japanese).

Catalog of animal and plant specimens Kanda, H.  Natl Inst. Polar  Res.,
'87

. 3

from Antarctica. Tokyo, 389

Moss vegetation in the Yukidori Valley, Kanda, H. In papers on plant
'87

. 9

Langhovde, East Antarctica. ecology and taxonomy

to the memory of Dr.

Satoshi Nakanishi

(the Kobe Geobotanical
Society), 197-204.
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(イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

サ ロマ湖海氷下での クロロフィル量長期連続観 福地光男,渡 辺研太郎 第3回 北方圏国際 シンポ ジ
'88

.2

測お よび出現植物 プランク トンの季節変化 谷村 篤 ウム

南極海氷下部のlcealgae構 成種の季節遷移 渡辺研太郎 1987年 度 日本海洋学会春季
'87

.4

大会

ブライ ド湾(南 極)の グルー ミング現象 と南極 服部 寛,福 地光男 〃 〃

海の植物 プランク トン鉛直分布

南極海 イン ド洋区での表面海水連続モニ タリン 福 地光男,服 部 寛 〃 〃

グ シ ス テム に よ る観 測(JARE27.1985/89年) 星合孝男

南極 ブライ ド湾での係留 ブ イシステム による長 福 地光男,服 部 寛 〃 〃

期連続観測(JARE27.1985/86年) 星合孝男

「し らせ 」航 路 上,南 大 洋 に お け る ク ロ ロ フ ィル 服 部 寛,福 地光 男 〃 〃

量の分布

南極海氷 直下でボ ウズハゲギス(Pagothenia 谷村 篤,星 合孝男 1987年 度 日本海洋学会秋季
'88

.10

borchgrevinki)幼 魚 が捕 食 したParalabido一 大会
Cera　 antarCtiCa　 (榛 脚 類)

南極陸水域藍藻被の構造 清水 晃 木村憲司 第10回 極域生物 シ ンポジウ
'87

.11

大谷修 司,神 田啓 史 ム

南極 産 コケ ・地衣植物 の藻類 に対 するア レロバ 秋 山 優,神 田啓 史 〃 〃

シー効果 大谷修司

南極半島産土壌線虫類数種の形態と生態に関す 宍 田幸男,大 山佳邦 〃 tt

る知見

北 海道サロマ湖 海氷下 での クロロフ ィルa量 連 福地光男,佐 々木洋 〃 〃

続測定 渡辺研太郎,谷 村 篤

佐藤博雄,山 口征矢

サ ロマ湖 における冬季海氷下 の基礎生産力 佐藤博雄,山 口征矢 〃 り

渡辺研太郎

1986/87年 の結氷期 を中心 としたサロマ湖 内の 渡辺研太郎,佐 藤博雄 〃 り

ア イス ア ル ジー と植 物 プ ラ ン ク トン 谷村 篤,福 地光男

佐 々木洋,山 口征矢

1986/87年 夏期 し らせ船 上 で の ク ロロ フ ィルa 福 地光 男,窪 寺恒 己 ll 〃

量の連続測定

南極海沿岸域における有機成分 の鉛直 ブラ ック 半 田暢彦,福 地光 男 「, 〃

ス とその組成 星合孝男,服 部 寛

南極ブ ライ ド湾におけるグルー ミング時の沈降 服部 寛 福地光男 〃 〃

粒子変動 佐 々木洋,星 合孝 男

南極沿岸海氷域 におけ る　 Paralabidocera 谷 村 篤,星 合 孝男 〃 It

antarcticaを 介 して の 食物 連 鎖 渡辺研 太郎,福 地光男
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

南極産硬骨魚の腎及び膀胱の比較研究と氷海で 小 川瑞穂,福 地光 男 第10回 極域生物 シンポ ジゥ
'87

.11

の適応 ム

シ ョウワギス体表面粘質物か ら得 られた糖蛋 白 浅川牧夫,福 田 靖 〃 〃

質の糖組成お よび性質 について 福地光男

飼育下 にお ける南極産魚類の成長 について 榊 原 茂,金 銅義隆 〃 〃

鳥羽山照夫,星 合孝男

1984年 春期 における日本北東沿岸域での クラカ 桜井泰憲,阿 部恵一 〃 〃

ケアザ ラシ幼獣 の大量出現 について 内藤靖彦

カ リフ ォルニア沖 キタゾウアザ ラシで記録 され 内藤靖彦 〃 〃

た73日 間の連続繰 り返 し潜水 B.Le　 Boeuf

浅賀朋宏

連続深度記録計により観察された営巣期のアデ 浅賀朋宏,内 藤靖彦 〃 lt

リーペ ンギ ンの潜水行動 村野正昭

南極産蘇類Bryumの 倍数生について 岡田 博,神 田啓史

亜南極地域における蘇苔類と藻類の共存関係 関 太郎,中 野武登 〃 り

大谷修司,神 田啓史

サ ロ マ 湖 のice　 algae. 渡辺研太郎,福 地光男 昭和62年 度 日本水産学 会春
'87

.4

谷村 篤,星 合孝男 季大会

南極海氷 下部のice　algae構 成種 の季節遷移 渡辺研太郎 〃 〃

1986/87年 冬季サ ロマ湖海水 お よび海氷中の 渡辺研太郎,佐 藤博雄 昭和62年 度 日本水 産学会秋
'87

.10

微細藻類現存量と主要構成種 谷村 篤 福地光男 季大会
山口征 矢,佐 々木洋

厚岸湖および能取湖で見られた氷中微細藻類 渡辺研太郎,河 野時広 〃 〃

(ア イ ス ア ル ジー) 井上尚文,佐 藤博雄
山口征矢

微細藻類の低温耐性について 佐藤博雄,渡 辺研太郎 〃 〃

山口征矢

冬期サ ロマ湖海氷下 の一次生産 佐藤博雄,山 口征矢 Il ,,

渡辺研太郎

Allelopathic　 ecology　 of　 terrestrial　 algae Akiyama,　 M. Symposium　 on　 modern
'87

.9

in　 Antarctica., Ohtani,　 S. apProaches　 in　 the West

Kanda,　 H. biology　 of　 terrestria1 Germany

microorganisms　 and

plants　 in　 the　 Antarctica.

The　 ACME　 Research

Group.Kiel.
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5.極 地設営工学研 究 グルー プ

(1)一 般研 究

氷 床 上建 築 に 関 す る研 究 客 員教授 中瀬明男,非 常勤講 師 半貫敏夫,

教授 星合孝 男,平 沢威 男,川 口貞男,吉 田栄夫,助 手 寺井啓

あすか基地 を中心 とした氷床上 建築物 と設備 に関する研 究 を客 員教官,観 測協 力室 と共同で行 っている。 あすか

基地で は,28次 隊が1987年2月 か ら越 冬 を開始 した ことに ともない,次 の ような観 測 を継続 して実施 している。

1.建 物の流動2.建 物の不同沈下3.基 地周辺 の堆 雪の変化4.基 地暖房の熱収支5.排 水孔 の孔底 の

上昇6.建 物側壁に及ぼす風 圧7.建 物 に及ぼす雪圧8.み ずほ基地雪洞の クリープ

(3)研 究成果の発表

学会誌等による発表

題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

雪温分布 を主要因 とした雪洞変形の略算につい 佐藤稔雄,半 貫敏夫 日本建築学会大会学術講演
'87

.10

て 本田泰章 梗概 集1987,1404

有限要素法による雪洞変形の粘弾性解析 佐藤稔雄,半 貫 敏夫 第31回 目本大 学理工学部学
'87

.11

本田泰章 術講演会講演論文集
119～120

温度 による物性変化 を考慮 した粘弾性 モデルに 佐藤稔雄,半 貫敏夫 日本電工学会第4回雪工学 '88
.1

よる積雪の変形解析 そのL雪 洞の変形予測 本田泰章 シンポジ ウム論 文報告集

99～104

温度 による物性変化 を考慮 した粘弾性 モデル に 佐藤稔雄,半 貫敏夫 日本雪工学会第4回 雪工学
'88

.1

よる積雪の変形解析 本田泰章 シンポ ジウム論 文報告集

105～110

昭和基地更新計画 平山善吉,半 貫 敏夫 南極 地域 における極 地エネ
'88

.3

三橋博 巳,小 石川政男 ルギ,雪 氷,建 築 ・土 木 及

び人間工学に関す る基礎 的

研 究n19～38

温度による物性変化を考慮しだ粘弾性力学モデ 佐藤稔雄,半 貫敏夫 〃 〃

ルを用 いた積雪 の変形解析 本田泰章 57～70

(1)雪 洞 の変形解析

温度による物性変化を考慮した粘弾性力学モデ 佐藤稔雄,半 貫敏夫 〃 〃

ルを用 いた積雪 の変形解析 石沢賢二,本 田泰章 71～81

(2)氷 床上建築物の不同沈下計算

雪温分布 を考慮 した粘弾性力学 モデ ルによる積 佐藤稔雄,半 貫敏夫 〃 〃

雪層 のク リープ解析 一氷床上建物の不同沈下量 本田泰章 83～90

計算 一
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〔B国 際共同観測〕

1.ア イス ラ ン ドー昭和基地共役点 に関す る共 同観測

昭和基地 とアイスラン ドは地磁気共役点(地 球固有磁場中の1本 の磁 力線で結 ばれた南 北両 半球 の観 測点)の 位

置関係 にある。 オーロラを発生 させ る荷電粒子や プラズマ波動は磁 力線 に沿 って伝搬 する基本特 性 を持 っ てい る。

したが って,オ ーロラ現象の共役性 ・非共役性の観測 ・研 究は オー ロラ粒 子の加速機構 やプ ラズマ波動 の発生 ・伝

搬特性 を探 る上 で重要で ある。

共役点観測 は地理的 な理 由か ら,限 られ た地域 しか実施で きず,オ ー ロラ帯 に位 置する共役 点観 測点対 は昭和基

地 一アイスラ ンドの組合せ しか存在 しない。 この有利 な条件 を活用 しての共同研究 が当研 究所 と,ア イス ラン ド大

学科学研究所間で1983年 よ り開始 した。共同観測 として,ア イス ラン ドにHusafel1,　 Tjornes,　 Isafjordur　 の3

点の通年観測点 を設置 した。 アイスラン ドの3観 測点は,南 極 の昭和 基地,み ずほ基地,ソ 連 マ ラジ ョジナや基地

の共役点付近 に位置 してい る。

昭和62年 度 は61年 度 に引 き続 き,ア イスラン ド3観 測点において昭和 基地に呼応 した超 高層現象 の通年連続観測

を実施 した。地磁気変動,地 磁気脈動,　CNA,　 ELF-VLF波 動等 を昭和 基地 とほぼ同一の規 格 で観測 し,デ ィジ

タルレコー ダを主体 とす る記録装置 を用いて記録 を行 ってい る。

今年度 は,所 内の小野 と東海大の利根川が8月 ～9月 の共役 点 オー ロラ同時観 測に参加 した。滞在 中,オ ー ロラ

TV観 測,フ ォ トメータ観測,3観 測点の観測器保守のほか に,ア イス ラン ド国内のHoffに お ける地磁 気 多点観

測 も実施 した。

2.グ リー ン ラ ン ドにお け る オ ー ロ ラ観 測

海外学術研究 「グリーンラン ド,ア イスラン ド,ス ピッツベルゲ ン地域 におけ る極域 電磁現 象の特性 」の第2年

次 にあた り,江 尻,山 岸 の2名 が7月 ～8月,グ リーンラン ド西岸,ウ パナ ビー ク,ゴ ッ ドハー ブン,ソ ン ドレス

トロムフィ ヨル ド,ナ ササ ークにて,オ ーロラ地上観測のための現地調査 を実施 した。調査結果 を検討 し,昭 和63

年度 はゴ ッドハ ーブ ンにおいて,デ ンマ ーク気象研究所 と共同で,オ ー ロラ地上観 測 を行 うことを決定 した。また,

観測器 の準備,共 同観測実施計画案 の作成 を行 った。
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〔C.研 究集会等の活動〕

1.シ ン ポ ジ ウ ム

第12回 南 極 陽 石 シ ンポ ジ ウム

昭和62年6月8日(月)～10日(水)

上 記 シ ンポ ジ ウ ム は,6月8日 ～10日 の3日 間当 研 究 所6階 講 堂 にお い て 開催 さ れ た。ll2名 の 陽 石 研 究 者 や,

学 生 が 参 加 し,貴 重 な発 表 と活 発 な討 論 が 行 わ れ た。 ま た海 外 か ら は,米 国 か ら4名,カ ナ ダ,英 国,オ ー ス トリ

ア,ス イ ス,ポ ー ラ ン ド,ブ ラ ジ ル か ら各1名 の10名 が 参 加 した。 発 表 論 文 数 は63編 で あ っ た。8日 午 後 に は 月限

石 とY-691エ ンス タ タイ トコ ン ドラ イ トの特 別 セ ッシ ョ ンが設 け られ,コ ン ソー テ ィ ア ム 研 究 の 成 果 が 発 表 さ れ

た 。

第8回 南極 地 学 シ ンポ ジ ウム

昭和62年10月22日(木)～23日(金)

固体地球物理学,地 質学,地 形学,地 球化学 など,例 年通 り広範 な分野の研究 を8セ ッシ ョンに分 け,研 究発表

と討論 を行 った。七 一ルロンダーネ山地 の調査,昭 和基地 を中心 と した諸観測,西 南極の国際共同観測 など,陸 上

の諸調査 ・観測 に加 え,海 洋域 での調査 の成果 も報告 され た。特 に 「南極 とゴン ドワナ大陸」 のセ ッシ ョンで は,

南極大陸 及び周辺海域 における地 質,岩 石,古 地磁気 など広 い分野 の成果が発表 され,一 つの地域 は異 なる視点か

ら眺 め,新 しい知見 を得 よ うとす る努力 がなされた。 また,国 際 的に共 同で推進す る予定 の 「南極大陸地殻断面構

造」 の ワー クシ ョップをセ ッシ ョンの一 つ とし,各 分野 か らの研究方法 やデータな どを検討 した。

総計36編 の論文 が発表 され,参 加者 は約90名 であった。

第10回 極 域 生物 シ ンポ ジ ウム

昭和62年11月24日(火)～26日(木)

海洋生物の分野で は国際バ イオマ ス計画 に関連 した発表が多数あ り,特 別講演 と して,日 本のバ イオマス観測の

レビューが なされた。 また,昨 年 に引 き続 き,南 極海域ばか りで な く,ベ ー リング海,北 海道周辺域か らの発 表が

目立 った。陸上生物の分野で は外国か らの参加者が多 く,昭 和基地周辺 に限 らず,ド ライバ レー,ケ ー シー基地周

辺,ロ ス海周辺,イ ン ド基地周辺,キ ングジ ョージ島域等南極 を広 くカバ ーす る陸域か らの発表が多か った。

口頭発表論文 は海洋生物 の8セ ッシ ョンで41篇,陸 上生物 は3セ ッシ ョンで14篇 であった。展示発表 は,そ れ ぞ

れ4及 び9篇 であった。 これ らは,第10回 極域生物 シ ンポジウム,プ ロシーデ ィングス として出版 される。

第10回 極 域 気水 圏 シ ンポ ジ ウム

昭和62年12月8日(火)～9日(水)

昨年 よ り期 日を2日 間 と して,特 別セ ッションを設け ることとした。今年は,「 氷床 コア」の特別セ ッシ ョンを

設 け,11編 の論文発表 と総合討論 を行 なった。一般発表で は,ポ スター発表 も含め6編 の北極での コア調査の発表

が あった。 また最近の傾向 として微量成分(大 気 中 ・積雪 中など)関 連の発表が増加 している。今年 はポスター発

表 と して16編 を行 なったので,講 演時 間は15分 取 ることがで きた。

第11回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム

昭和63年1月25日(月)～27日(水)

今回の シンポ ジウムの 目的は、昭和57年 ～60年 に実施 された,南 極地域 におけ る中層大気国際共同観測(MAP),
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南極及 び北極域(ア イスラ ンド)の 超高層現象総合観測 の成果 を発表,検 討す ることにあ った。3日 間で55編 の講

演発表が行 われ,参 加者 は実人数79名 であった。発表内容 は,　MAP関 連で は南極 の オ ゾ ンホー ルにつ い て特 別

セ ッシ ョンが設 けられた。超高層物理 につ いては,太 陽圏 ・磁気圏 ・電離圏擾乱,地 磁気共役点観測,オ ーロラ関

連現象,　ULF-HF帯 波動現象の解析結果が発表 された。 これ らの発表の他,1990年 よ り開始 され るSTEP計 画 に

向 けた,極 域 にお ける超高層物理観測の将来計画 のセ ッシ ョンが設 けられ,有 意義 な討論が なされ た。外国人招待

研究者 と して ジ ョンズホプキンズ大学応用物理研究所,　C.1.　Meng博 士が参加 し,オ ー ロラ関連現象,将 来計 画

のセッシ ョンは全講演 を英語で行 なった。

2.研 究小集会

研究小集会は,共 同研 究の制度の一形態であ る。

研 究 課 題 申 請 者 開 催 者

極域周 回気球(ポ ーラーパ トロールバルー ン　(PPB)開 発 とそ れ
を用 いた研究 に関す る研究小集会

江 尻 全 機 昭和62年6月16日

STEP期 間中の南北両半球 におけるオーロラ現象 の観測及 び研 究 に

関す る研究小集会
江 尻 全 機 昭和62年7月23日

氷床コア解析に関する研究小集会 渡 邉 興 亜 昭和62年3月28日

海氷域の研究に関する研究小集会 川 口 貞 男 昭和62年12月10日

定常的な気水圏観測についての研究小集会 藤 井 理 行 昭和62年3月29日

ゴ ン ドワナ大陸 の先 カ ンプ リア界対比 に関す る研究小集会 白 石 和 行 昭和62年6月5日

南大洋の地学調査に関する研究小集会 吉 田 栄 夫 昭和62年3月17日

炭素質陽石に関する研究小集会
'矢 内 桂 三

昭和62年1月12日

南極大陸断面構造に関する研究小集会 神 沼 克 伊 昭和62年11月27日

海氷縁辺海域の生態学的研究に関する研究小集会 福 地 光 男 昭和62年7月20日

南極藻類の収集と保存に関する研究小集会 神 田 啓 史 昭和62年6月19日

寒冷環境下 における ヒ トの医学 ・生理学 に関す る研究小集会 星 合 孝 男 昭和62年10月2日
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3.観 測研究小集会

観測研究小集会 は,共 同研究 の制度 の一形態で ある。

研 究 課 題

○第29次南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会

(地上観測 を中心 した超高層物理観測)

(南極気候変動観測)

(セー ルロンダー ネ山地の地学調査)

(陸上及び海洋生物観測)

申 請 者

渡 邉 興 亜

開 催 日

昭和62年10月22日

昭和62年7月20日

昭和62年9月22日

昭和62年8月28日

4.研 究談話会

開催 月 日 発 表 者 所 属 題 目

昭和62年

4.22
小 島 秀 康 炭素 質限石 の加水変成 につ いて

It 江 尻 全 機 EXOS-D計 画 につ いて

5.13 西 尾 文 彦 第27次隊雪氷内陸調査報告

〃 長 尾 年 恭 東京大学 ・地震研 ODP第113次 航海 ウエ ッデル海概要

6.17 渡 邉 興 亜 ア イ ス コ ア ス タ デ ィ ー の現 状 につ い て

〃 国 分 征 東京大学 ・理学部 昼 間の オ ー ロ ラ につ い て

6.24 内 藤 靖 彦
第27次 隊か らみ た昭和基地 の現状 と問題点,動 物 行動

記録計 の最近の結果 につ いて

7.15
Dr.Shumilov

OIEG

Geophysical

Institutein　 USSR

Introduction　 to　 condition　 and　 work　 of　kola

branch　 of　 polar

7.22 白 石 和 行 東南極大陸の地質 とゴン トワナ研究
一南極か らの視点 一

〃 内 藤 靖 彦 動物行動記録計の最近の結果について

9.16 谷 村 篤 海氷域に生息するかいあし類の生活史と越冬形態

〃 藤 井 理 行 北極圏雪氷調査報告

一59一



開催 月 日 発 表 者 所 属 題 目

昭和62年

10.28

Dr.　 Thorsteinn

Saemundsson
Univ　 of　 Iceland

a　 sutve　 of　 work　 done　 at　 the　 science　 institute

of　 the　 university　 of　 iceland

〃 遠 藤 辰 雄 北海道大学 ・低温研 我が国の降雪機構と人工降雪実験

11.4 大 谷 修 司
netrium属(緑 藻 類,ホ シ ミ ドロ 目)の 分 類 学 的 再 検

討

,, 神 沼 克 伊 南極大陸地殻断面構造解析計画

11.18
Prof.　 P.H.

Lucchiari
Uniiv　 of　 Paulista

Brazilian　 expeditiorr　 to　antarctic　 continent　 :

Brazilian　 commander　 ferraz　 antarctic　 estatlion

ク 山 岸 久 雄
北 極 域 にお け る広 域 オー ロ ラ観 測
一 グ リー ラ ン ド ・ア イ ス ラ ン ド調 査 一

12.2
キ ム ・イ ー ド ン

(金 禮 東)

韓国科学技術院
海洋研究所

Deep　 selsmic　 reflection　 study　 in　 antarctica

rt 岩 見 哲 夫 東京家政学院大学

南極 の魚 は どこか ら来 たのか?
一南大洋域 に局所 的に生息す るノ トセニア亜 目魚類 の

系統 一

12.16 菊 地 崇 電波研究所 掃 引 ビー ム リ オ メー タ に よる オー ロ ラ現 象 の観 測

〃 川 口 貞 男 オ ゾ ン ホ ー ル につ い て

昭和63年

1.20
綿 貫 豊

カモメ属 における食性 の種 間 ・個体群 聞及 び個体群内

変異 と繁殖

〃 平 澤 威 男 オー ロラの南 北共役性 について

2.3
Dr.　 James

Raymond
Univ　 of　 Alaska Freezing　 Resistance　 in　 polar　 fishes

〃 神 沼 克 伊 南極の地震活動 につい て

2.24
Dr.　 Raymond,

R.　 Dibble
Univ　 of　 Victoria Geophysical　 Studise　 on　 Mt.　 Erebus

3.30 小 玉 正 弘 山梨医科大学 宇宙線応用学 について

〃 小 野 高 幸
キ ングジョー ジ島における各 国観測基地 の状況 につい

て
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III　資料及び研究施設の共同利用

1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用

(1)生 物系資料部門

南北両極域 よ り得 られた各種生物標本 は,研 究が済み次第,標 本デ ータ等 を整理 した上で国立極地研 究所 の生物

資料室 に収納 されている。南極 とその周辺域 の資料 は 「南極生物資料 カタログ」 と して出版 され てい る(昭 和61年

3月 発行)。

1.植 物

極 地 よ り得 られ た顕 花 植 物,隠 花 植 物 の各 標 本 の収 納 点 数 を別 表 に分 類 別,地 域 別 に ま とめ た。 そ の 他,オ ー

ス トラ リア,ア ル ゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシ ャ ス,シ ンガ ポ ー ル,イ ギ リ ス,フ ラ ンス,東 欧 な どの 温 帯 域 か ら

も比 較 の た め採 集 及 び交 換 な どで収 集 して お り,蘇 苔 類 を主 に合 計26,000点 の標 本 が 収 納 さ れ て い る。

現 在,蘇 苔 類 の標 本 デ ー タは 国立 極 地 研 究 所 の コ ン ピュ ー タ に よ る デ ー タバ ンク に蓄 積 さ れ て い る。 内 外 の 利

用 者 の た め に種 類 別(網,科,属,種),地 域 別(植 物 区系,大 地 名)検 索 に よ る標 本 リ ス ト,ラ ベ ルの 打 ち出

し,さ らに分 布 図 の作 成 な どの利 用 シ ス テ ムが 出来 て い る。 そ の他 に写 真,図 解 入 りの ハ ン ドブ ック と して 「昭

和 基地 周辺 の 蘇苔 類 」 が 出版 され(昭 和62年3月 発 行),南 極 ・亜 南 極 の蘇 蘇 類 デ ー タ カ タ ロ グ　(Catalog　 of

moss　 specimens　 from　 Antarctica　 and　 adjacent　 regions)が 出版 さ れ た(昭 和62年10月 発 行)。

植 物 標 本庫　(NIPR)　 の収 納 状 況

分類別 隠 花 植 物
地域別

顕花植物
羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類

南米パ タゴニア 10 600 300

亜 サ ウス ジ ョー ジ ア 50 417 50

サ ウ スオ ー クニ ー諸 島 9

ケルゲ レン島 100

南 アム ステル ダム島 5 50

セ ン トポ ー ル 島 30

極
ク ロゼ 島

フ ォー ク ラ ン ド島

30

20 10

南 ア フ リ カ 25

西 シ グニ ー 島 20 20

南
キ ン グ ジ ョー ジ島

デセ プ シ ョ ン島

40 706 200

10

30

極 南極半島 10 231 50 50

東 昭和基地周辺 4,000 4,000 200

マ ラ ジ ョー ジ ナ や基 地 100 30

南 ケ ー シ ー基 地 280 200 50

デービス基地 60 30

極 マ ク マ ー ド基 地 100 10 30

北 カナダ ll5 800 30

ア ラ ス カ 150

極 ア リュ ー シ ャ ン列 島 10 100 50

ア イ ス ラ ン ド 30

域 ブ イ ンラ ン ド 100

そ チ リ 835

の ニ ユ ー ジラ ン ド 368

他 日本 ・欧州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100

合 計 515 225 24,161 5,440 510
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2動 物

収納 されている動物標本 の主 な ものは剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本 であ り次表 に示 された。

1)剥 製標 本(哺 乳類 ・鳥類)

動 物 名 標 本 形 態 点 数

ウ ェ ッデ ル アザ ラ シ 剥製 親 2

It 〃 仔 1

〃 ミ イ ラ 2

〃 皮 1

ユ キ ドリ 剥 製 1

〃 卵 1

マ ダ ラ フ ル マ カ モ メ 剥 製 4

ア シ ナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミツバ メ 〃 1

オ オ トウ ゾ ク カ モ メ 〃 5

ア デ リー ペ ンギ ン 剥製 親 5

〃 〃 仔 3

〃 卵 6

Il 骨 格 3

コ ウ テ イ ペ ンギ ン 剥 製 1

〃 卵 2

合 計 38

2)液 浸及び乾燥標本

動 物 名 点 数 動 物 名 点 数

魚 類 128 環形動物 24

原索動物 軟体動物

ホ ヤ 類 27 巻 貝 類 30

棘皮動物 二枚 貝類 27

ナ マ コ 類 4 タ コ 類 7

ヒ トデ 類 36 線形動物 3

クモ ヒ トデ類 10 紐形動物

ウ ニ 類 27 ヒモ ムシ類 7

毛顎動物 扁形動物 1

ヤ ム シ 類 3 腔腸動物

触手動物 ヒ ドロ虫類 18

コ ケ ム シ 29 クラゲ類 7

節足動物 サ ン ゴ 類 8

甲 殻 類 56 海綿動物 4

昆 虫 類 5 原生動物

ダ ニ 類 5 有孔虫類 4

海 グ モ 類 4

合 計 474
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3)プ ラ ンク トン

ふ じ ・しらせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマ ス研究観測で採集 され た植物 プランク トン,同 定 用 ホル マ リ

ン固定海水標本,冬 期サ ロマ湖 から得 られ た同標本 は次表 に示 され た。

隊 次 標 本 内 容 標 本 数

7 ふ じ航路上 ・表面海水 181

9 1.ll 82

14 ふ じ停船観 測点 ・各層 海水 100

18 ふ じ航 路上 ・表 面海水 14a

19 〃 〃 155

20 亨,,, 246

20 定着氷下 ・各層 海水 36

23 越冬 ルーチ ン観測 ・各層海水 706

24 〃 〃 330

25 〃 表面海水 ・各層海水 341

26 〃 〃 〃 456

27 lt　 v,　 t. 420

28 〃 〃 〃 186

1978年 サ ロマ湖 ・各層海水 50

合 計 3,438

その他 に,ふ じ,し らせ船上 よ り各種プ ランク トンネッ ト採 集で得 られた動物 プ ランク トン標 本は次 表 に示 さ

れた。

隊次 ノル パ ッ クネ ッ ト MTDネ ッ ト ORIネ ッ ト 稚魚 ネ ッ ト LHPR採 集器 ジ ェ ッ トネ ッ ト

14 33 0 0 0 0 0

17 16 0 0 0 0 0

18 22 20 4 0 0 0

19 11 4 2 0 0 0

20 6 79 0 0 0 0

21 33 42 2 12 2 0

22 16 54 6 6 0 0

23 14 0 0 0 0 0

24 100 0 0 0 0 0

25 50 40 3 0 0 0

26 88 110 11 0 0 7

27 54 80 0 0 22 0

28 28 0 0 0 0 0

計 471 429 28 18 24 7

3.標 本貸 出 ・受入状況

1)広 島大学理学部(関 太郎)ヘ ケルゲ ー レン,サ ウスジ ョージア産蘇類29点 貸出す(6月23日)。

2)栃 木県立博物館(樋 口弘道)へ 昆虫類3点 貸出す(6月25日)。

3)横 浜国立大学教育学部(蒲 生重男)へ 南極産等脚 目11点 貸出す(7月14日)。

4)日 本極地研究振興会(鳥 居鉄也)へ 動物標本3点,植 物標本5点 貸出す(7月15日)。

5)東 京家政学院大学(岩 見哲夫)へ 魚類2点 貸出す(8月20日)。

6)東 村山市教育委員会(柾 田啓六)へ 動物標 本8点,植 物標 本6点 貸 出す(8月20日)。
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7)神 戸大学教育学部(武 田義明)よ り南極産蘇類115点,地 衣類221点 の寄贈 を受け る(8月20日)。

8)高 知学 園短期大学(吉 村 庸)へ 地衣類標本22点 貸出す(9月10日)。

9)東 京女子医大(宇 津木和夫)へ 蘇類標本ll点,地 衣類標本5点 貸 出す。(9月11日)

10)佐 賀大学教育学部(宮 脇博 巳)へ 蘇類12点 を貸 出す(10月13日)

11)広 島大学理学部(岩 月善之助)へ 蘇類冷凍標本10点 を交換標本 で送付(10月14日)。

12)愛 知技術短期大学(鎌 田哲夫)へ 南極生物標本13点 貸 出(10月23日)。

13)高 知学園短大(吉 村庸)へ 南極 産冷凍 地衣類標 本11点 を交換標本 として送付(10月29日)。

14)鳥 取大学(越 智春美)へ 南 米産蘇類標 本1点 を貸 出す(12月23日)。

15)鳥 取大学(越 智春美)へ 南極産蘇類標 本2点 貸 出す(63年1月5日)。

16)ヘ ルシンキ大学(テ ウボ ・アハチ)へ 南米産地衣類29点 貸 出す(1月11日)。

17)秋 田大学(井 上正鉄)へ 地衣類標本5点 貸出す(2月1日)。

18)富 山医科薬科大学(濱 田仁)へ 藻類培養株 を2点 研 究のため寄贈す る(2月1日)。

19)ク ライス トチ ャーチ大学(ア ラン ・ファイブ)ヘ ニ ュー ジラン ド産蘇類31点 を寄贈す る(3月2日)

20)大 宮市都市整備公社(横 山孝)へ 動物標本14点,植 物標本5点 を貸出す(3月31日)。

(2)非 生 物 系 資 料 部 門

当部 門は極域 あるいは極域 に関連 する地域 の物理資料,岩 石資料 それに一般資料 の収集,整 理,保 管 とそ の利用

に関す る業務 を担 っている。

物理資料庫 に関 して は,昭 和基地で定常 的に観 測 されている地震のデー タを保 管する一方,前 年度に引 き続 きセー

ルロンダー ネ地域 のラン ドサ ッ ト,ス ポ ッ ト衛星デー タの購 入 を進めた。 また昭和 基地で観測 された気 象のデ ー タ

の磁気 テープの整理保管 も行 なった。

岩石資料庫 に関 しては,前 年度 に引 き続 きリュツォ ・ホルム湾岸か ら採集 され た岩石の整理保管 を行なっている。

七一ルロ ンダーネ山地 か ら採集 された岩石 の整理 につ いては,収 納 スペ ースが な く今後の検討課題 となった。

(3)陽 石 資 料 部 門

当部門は,南 極陽石の初期処理,同 定 ・分類 を継続 して実施 している。 本年度 はこれまでの成果 を まとめてPho

tographic　 Catalog　 of　Antarctic　 Meteorites　 (B5版,英 文298ペ ー ジ,カ ラー写真507点)を 作成 し,国 内外

の陽石研究者の研究機関 に約600部 配布 した。

また申請 のあったNo.496-No.562の 研 究計 画の うち第14回 及び第15回 南極 陽 石研 究委 員会 で採択 され た66件

(外国 からの申請23件 を含む)の 研究計画 に対 して阻石の配分 を行 った。 配分 点数 は240点 で この うち研 磨薄 片

(PTS)は63枚 であった。

配分 を行 った研究課題 と研究者 を以下 に示す。

No. Research　 Program
Principal

InveStigatOr

Co-lnvestigator

(*大 学 院 生)

497 Noble　 gases　 in　 Yamato-75097　 inclusion U.Ott RBegemann

498 Noble　 gases　 in　 Y-790964　 and　 Y-790143 U.Ott F.Begemann

499 Oxygen　 isotopes　 in　 ureilites R.Clayton KYanai

500 炭素質 コン ドライ ト中の微量元素に関す る研 究 中村 昇 三沢啓司*

501 Petrology　 of　 chondrites G.Sanchez-Rubio
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No. Research　 Program
Principal

InveStigatOr

Co-lnvestigator

(*大 学 院 生)

502 Petrologic　 study　 of　 chondritic　 and　 achondritic M.Prinz

meteorites

503 Cosmogenic　 nuclides　 in　 meteorites V.Vanzani C.Tuniz,　 S.Sartori

B.Stievano

504 高分解能X線 回析及び分析電子顕微鏡による斜長石, 田賀井 篤 平 H.Fuess,　 武 田 弘

輝石の微細組織の研究 W.Muller

505 南 極産エ コン ドライ ト明石の鉱物学,結 晶学,岩 石化 武 田 弘 池 田幸雄,石 井輝秋

学的研究(継 続) 青 山亨*,　 L.Nyquist

D.Boggard,　 L.McFadden

506 月高地 レゴリス角 レキ岩 と月陽石の比較研 究(南 極 産 武 田 弘 田賀 井篤平,森 寛志

エ コン ドライ ト陽石の総合的研 究の追加お よび国際特 D.McKay

別共同研究の提案)

507 や ま とお よび ビ ク トリア ラ ン ドユ レ イ ラ イ トの 鉱物 学, 武 田 寛 尾形 浩美*,広 井孝弘*

化学的比較研究(太 陽系初期における分化過程の南極 森 寛志,佐 藤 晴彦*

限石 による研 究の継続)

508 南極明石に基づく限石磁気学の構築 永 田 武

509 メソシデ ライ トALH-77219の 地球化学的研 究 池 田 幸 雄

510 オリビンの化学的 ゾーニ ングか らみた炭素質 コン ドラ 宮 本 正 道
イ トの熱史の研 究

511 か んらん石,液 相,金 属相への微量元素の分配 に関す 増 田 彰 正 清水 洋,齋 藤 努*

る実験的研究

512 南極陽石の年代学的研究および微量元素による化学的 増 田 彰 正 清水 洋,高 橋和 也*

研究(継 続)

513 コ ン ドライ ト物質 の相平衡実験 土 山 明 巽 好幸,磯 部博 志*

514 コ ン ドリュ ー ル の輝 石 の オ シ レ タ リー ゾ ー ニ ン グ 渡 辺 聖 子 北村雅夫,森 本信男

515 炭素 質 コン ドライ ト構成成分 中の微量元素 の研究 中 村 昇 三沢啓司*

516 や まと唄石 中の26AI等 の測定 本 田 雅 健 永井尚生

517 月 限 石Y-82192,-82193中mafic　 basaltの 岩 石 化 学 福 岡 孝 昭 R.Schmitt,　 J.Delano

的研究 L.Nyquist

518 陽 石 の40Ar-39Ar　 dating 小 嶋 稔 杉浦直 治,滝 上豊*

519 Chemical　 fractionations　 among　 chondrites J.　 Wasson G.Kallemeyn,　 E.Rubin
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No. Research　 Program
Principal

InVeStigatOr

Co-Investigator

(*大 学 院 生)

520 始源的陽石 にお ける24Mg過 剰 とコン ドルールタイプ 岡 野 純 植田千秋

の相関 につ いての研究

521 Determination　 of　 halogens　 and　 otehr　 trace C.　 Koeberl W.　 Kies1

elements　 in　 the　 fourth　 Japanese　 1皿ar　 meteo一

rite　 and　 in　 the　 carbonaceous　 chondrite　 Y-79171

522 Geochemical　 and　 petrologic　 studies　 of　 lunar M.　 Lindstrom D.　 Lindstrom
.

meteorltes D.　 Mittlefehldt

523 Cosrnogenic　 nuclides　 in　 ureilites G.　 Herzog

524 Microstructure　 and　 rare　 gas　 abundance　 as M.　 Zbik

results　 of　impact-modification　 in　several　 kind　 of

cosmic　 genesis　 materials

525 Paleointensity　 studies　 on　 unbrecciated　 eucrites S.　 Cisowski

526 Volatile/Mobile　 trace　 elements　 in　 Antarctic M.　 Lipschutz
・

meteorltes

527 Investigation　 of　 halogens　 and　 otehr C.　 1(oeberl W.　 Kies1,　 G.Kurat

trace　 elements　 in　 bulk　 and　 clasts　 of　 lunar

meteorite　 Y-86032

528 南極限石の落下年代(14C) 三 浦 保 範 R.　 Beukens,

J.　Rucklidge

A.　 Litherland

529 Determination　 of　exposure　 ages　 and　 terrestria1 0.　 Eugster U.　 Kraehenbueh1

ages
'

530 ウ ィノナイ トの化学組成 に関する研究 福 岡 孝 昭 木村 眞

531 ユークライ トの熱変成 に関す る実験 的研究 森 寛 志

532 非平衡 コン ドライ トのマ トリックスの鉱物学 的研究 森 寛 志

533 Geochemical　 and　 petrologic　 studies　 of　 lunar M.　 Lindstrom D.　 Lindstrom
・

meteorltes D.　Mittlefehldt

534 炭素質 コン ドライ ト有機物の赤外分光測定 藪 下 信 和 田一洋

535 炭素に富む順石の衝撃変成過程の実験的研究 関 根 利 守 森 寛志,武 田弘

久城育夫

536 Petrological　 study　 of　 unique　 clasts M.　 Prinz R.　 Clayton,　 C.　 Koeber1

537 Clastを 含 むYamato-75097(L6)陽 石 の4°Ar-39Ar法 兼 岡 一 郎 高岡宣雄,矢 内桂三

に よる研究

538 Carbon-14　 ages　 of　 Yamato　 meteorites A.Ju11 D.　 Donahue
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No. Research　 Program
Principal

InveStigatOr

Co-lnvestigator

(*大 学 院生)

539 C1コ'ン ドラ イ トマ トリ ッ クス 中 のphyllosilicate及 赤井純治
び関連鉱物の高分解能分析電顕による研究

540 To　 determine　 the　 character　 and　 mineralogy　 of

Yamato-86720　 chondritic　 meteorite A. Graham D.　 Barber,　 M.　 Grady

C.　 Pillinger

■

O.　 Eugster,　 H.　 Palme

541 南極陽石の落下年代 高 岡 宣 雄

542 Compositional-petrographic　 studies　 of　 unusua1 P. Warren G.　 Kallemeyn

meteorites

543 南極産ユ ニー ク限石の総合的 コンソー テイアム研究 久 城 育 夫 矢内桂三 小島秀康
池田幸雄 木村 眞
永原裕子 小沢一仁

武田 弘 森 寛志
福岡孝昭 中村 昇
能田 成 兼岡一郎

高岡宣雄 今村峯雄
R.　 Clayton,　 T.　 Mayeda

544 南 極 産 エ ン ス タ タ イ トコ ン ドラ イ ト,パ ラサ イ ト, 永 原 裕 子 小 沢 一 仁, 野 口高明*

ユ ニーク陽石 の岩石学 的研究

545 Ureilite　 interrelationships　 as　 indicated　 by C. Pillinger M.　 Grady

carbon　 and　 nitrogen　 abundances　 and　 isotopic
..

composltlons

546 Hコ ン ドラ イ トのthermal　 history　 の解 析 野 口 高 明*

547 Lコ ン ドラ イ トのthermal　 historyの 解 析 久 城 育 夫 野口高明*

548 Antarctic　 carbonaceous　 chondrites　 with　 C1 池 田 幸 雄

affinities,Y-86720,Y-82162andB-7904
－Consortium　 study一

549 Trace　 element　 analysis　 of　 ureilites W. Boynton

550 南極陽石の風化度の研究 宮 本 正 道 矢内桂 三, 小島秀康

551 限 石 の4°Ar-39Ar　 dating,　 physical　 properties, 杉 浦 直 治 滝上豊 (研究生)

stable,　 isotopes

552 南極炭素質 コン ドライ ト中の有機化合物の研究 下 山 晃 矢内桂三, 小島秀康

553 月高地 レゴリス角 レキ岩 と月限石の比較研究 武 田 弘 田賀井篤平, 森寛志
D.　 McKay
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No. Research　 Program
Principal

InVeStigatOr

Co-Investigator

(*大 学 院 生)

554 南極産エ コ ン ドライ ト陽石 の鉱物学結晶学岩石学化学 武 田 弘 森 寛志,広 井孝弘*

的研究(継 続) 尾形浩美*,斎 藤潤*

佐藤晴彦*,池 田幸雄

LNyquist,　 D.Bogard

L.McFadden

555 高分解能X線 回析および分析電子顕微鏡による斜長石, 田賀井 篤 ギ H.　 Fuess,　 W.　 Muller

輝石の微細組織の研究 武 田弘,佐 藤晴彦*

556 ユ レーライ ト中の鉱物 の微細構造 とダイヤモ ン ドの成

因

宮 本 正 道 唐戸俊一郎

557 南極産限石の古地磁気学的研究 永 田 武 田口 勇,船 木 實

558 南極産限鉄の物性的研究 永 井 寛 之 船木 實,百 瀬寛一

559 Y-86032,-793274両 陽 石 の化 学 的研 究 福 岡 孝 昭 J.Laul,　 R.Schmitt

560 ラマ ン分光 か らみた阻石中 ダイヤモ ン ドの起源 松 田 准 一 宮本正道,伊 東敬祐

561 陽石の力学的諸物性の研究 藤 井 直 之 武田 弘

562 Cosmic-ray　 exposure　 and　 terrestrial　 histories K. Nishiizumi J.Arnold,　 J.Goswami

of　 Antarctic　 meteorites
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(4)オ ー ロラ資料 部門

当部門が担 う主たる業務 は,オ ーロラに関す る公 開可能 な資料 の収集 とその統一的整理 ・保管,な らび に収集 さ

れた資料 を共同利用 に供 するこ とである。 さらに収集資料 の至便 な検索 システムや解析 システムの開発研究 を行 な

うと共に国際学術連合(ICSU)の 勧告 に基 づ くオーロラの世界資料 セ ンター　(WDC-C2　 for　Aurora1)　 の運 営

業務 をも担 う。

本年度は,国 内外 の関係機 関 との情報交換 と平行 してデータ収集作業 を実施 した他,多 量の全天 カメラマイクロフィ

ルムデー タを 自動 的にコマ送 りしつ つ ビデオ信号 として光 ディスクに収録す るオーロラ画像 ファイリングシステム,

お よびDMSP衛 星 によるオーロラ粒子観測 データのデータベ ース化お よび検索 システムの構築 を行 った。

(5)デ ー タ解析資料部門

当部 門は,極 域観測 で得 られた数多 くの観測 データの電子計算機 を用 いた解析並 びに処理方法 に関す る研 究 を行

な うとともに,情 報処理セ ンターの運営 を担当 している。

データ解析 システムの開発研究 と しては,ホ ス トコンピュー タの機器構成 を始め,特 殊用途の補助 シス テム の設

計 を行 ない,そ れらの成果が情報処理 センター に積極的 に取 り入れ られ共同利用 に供 されてい る。特 に高性 能小 型

計算機 システムは年 々多様化す る極域デー タの処理 に良 く対応 し,ま た高分解能 カラー画像 処理 システムは,各 種

人工衛星 によるリモー ト ・セ ンシング画像処理,マ ルチバ ン ド航空写真 による地質,地 形,生 物,生 態調 査 の画像

処理,疑 似 カラー による3次 元情報(ダ イナ ミック ・スペ ク トラムや オー ロラ画像)な どの処理 に広 く利用 され て

いる。 これ らの システムを開発 し利用 に供 してい るのは,共 同利 用機関の計 算機 セ ンターの中で も特色 ある存 在 で

ある。

また最近の情報通信化社会に対応 して,光 デ ィスクを用いた大量 デー タの効率 的処理/管 理手法や,情 報ネッ トワー

ク,衛 星回線通信,ロ ー カルエ リア ネッ トワー ク(LAN),マ イクロメイ ンフ レー ム結合 などの計 算機 間通信 な

どについて研 究 を行 っている。

(6)低 温資料部門

当部門は,極 地域で採 集 された低温試料 の解析 お よびその基礎研究 を行 うとともに,低 温実験室 の管理 と低 温貯 蔵

庫 の試 料の保管 を担 当 している。

試料の解析お よびその基礎研 究 としては,氷 床 コアの各種解析,雪 氷試料 の長期保存 による密度,組 織,同 位体 組

成な どの変化に関する研究 や,低 温試料 の現場解析法,梱 包 ・輸送法 な どの研究 を行 っている。

試料 は,低 温貯蔵庫 内の移動棚 に収納 されている他,収 納 しきれない分 については,実 験室 に分散 されて いる。 移

動棚 は,貯 蔵庫 中央 の通路 をは さんで両側 に配置 されてお り,一 方 は観 測 隊の 中型 ダ ンボー ルに入 っ た低温試 料

(雪氷,生 物,阻 石,土 壌 な ど)が,ま た他方 にはみずほ基地 の700mコ アな どの氷床掘削 コアが コアケ ース の まま

収納 されている。収容 能力 は,中 型 ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である。

本年 度は,28次 隊持 ち帰 りの蘇類 ・地衣類試料 やあすか観測拠点 地吹雪試料 な どが 搬入 され,整 理 された のち,

共同利用研 究試料 として共 同研究者 に配布 された。
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2.研 究施 設 ・設備 の共 同利用

(1)情 報処理 セ ンター

資料系情報処理 セ ンターは,当 研究所 の共 同利用施設 として,汎 用大型電子計算機 ホス トコ ンピュ ー タに備 え

たM-260シ ステムに加 えて,高 性能計算機 システム,高 分解能 カラー画像処理 システ ム,衛 星 リン クシス テム な

どの補助 システムが設置 されてお り,双 方 が有機 的に接続 されたシステム構成 となっている。 これ らの システム を

利用 して,極 域観測 データ,人 口衛星受信 データな どのデータ処理,及 び各種科学計算 を主 とす る処 理が行 われ て

いる。 またデータベースシステム としては,気 象 ・重力 ・海洋 ・地質 ・限石 ・生物 のデータ,極 地関係 の文献情報,

及び南極/北 極地域 の地 図データが構築 されてお り利用 に供 している。

M-260Hシ ステムは,昭 和61年12月 末 に機種変更 を行 ったHITAC　 M-260H中 央演 算処理 装 置及 び周辺 機 器 を

基本 的に引 き続 き使用 しているが,昭 和62年2月 に周辺機器 を中心 に増設/変 更が行 われた。主 なハ ー ドウェア構

成 を示 す と,主 記憶容量32MB,磁 気 デ ィスク容量10GB,磁 気 テープ装置7台,2020ワ ークステーシ ョン18台 、205

0ワ ー クステーシ ョン6台,画 像 フ ァイ リング端末　(Hitfile650)　5台,カ ッ ト紙型漢字 プ リンタ2台,連 続紙 型漢

字 プ リンタ1台,光 デ ィス ク装置4台 である。加 えて,参 加 が計画 されている学術情報 ネ ッ トワークへ の接 続 用 フ

ロン トエ ン ドプロセ ッサな ども設置 された。 ソフ トウェア面 では,オ ペ レーシ ョンシステム として31ビ ッ トの ア ド

レス空間 をもつ新 タイプのVOS3-ESIが 採用 され,ユ ーザの使用で きるメモ リ量が飛躍 的 に拡張 され た。 これ は

ユーザがメモ リの制 限を受 けずにプロ グラムが可能である ことを意 味 し,特 に画像解析 を主 とする大規模 なプ ログ

ラムの処理 に活 路 を開いた。

高性 能小 型計 算機 システムは,極 域観 測で得 られたデー タを計 算機 処理化するための汎用 デー タ収集 システ ムで

あ り,気 象衛 星デー タ処 理,　PCMデ ー タ処理,A/D変 換処理,周 波数解析処理な どのデー タ収 集機 能 を有 してい

る。 また カラー写真 入出力装置 も付 加 されてい る。本 システムは,M-260Hシ ステ ムとデー タ交換 制御 装置 による

オンライン接 続 されてお り,収 集デー タをM-260シ ステムの磁 気デ ィスクや磁気 テー プに直接記 録する こ とが で き

処理効率 を高めてい る。

高分解能 カラー画像処理 システ ムは,M-260Hシ ステ ムに接続 された カラー グラフィックデ ィスプ レイ と前述 の

カラー写真入出力装置か らな り,写 真デー タの高分解能読み取 りや,画 像処理 プログラム による多様 な画像 表現 ・

計算結果 のカラー表示 に利用 され,オ ー ロラ形態学 ・気象研 究 などに利用 されてい る。

衛星 リンクシステムは,南 極昭和基地 に設置 され た2020ワ ー クスター シ ョンをインマ ルサ ッ ト衛星の電話回線 で

M-260Hシ ステムの端 末 と して接

続 したもので,現 地 と国 内間 にお

ける唯一 の計算機 デー タの交換 手

段であ る。 これによって昭和 基地

で収録 された人口衛星や地上観 測

データを即時 に伝送 し処理す る こ

とが可能 であ り,年 々強 まるデ ー

タの速 報性 に威 力 を発 揮 して い

る。

システムの62年 度 月別稼動 時 間

を下図 に示す。利用者 は増加 と解

析 内容 の多様化 に伴 いデータ処理

量 も増大 の傾 向にあるが,M-260

Hの 導 入に よってシステム の処理

能力が飛躍 的に高 まったため一応

の落ち着 きを見 せている。

昭和62年 度M-260Hシ ステム稼 動時間
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(2)オ ーロラ世界資料 センター

オーロラ世界資料セ ンター　(WDC-C2　 for　Aurora)は,資 料系 オー ロラ資料部門が管理 ・運営 し,管 理資料棟

5階 に床面積約84㎡ の資料保管庫兼閲覧室 を有 してい る。当セ ンター に保管 され る資料 は,　WDCパ ネ ルが 示す作

業指針 を基本 と し,学 問の進展 に伴 う研究者の要望資料 をも経済的物理的事情 を勘案 した上で収集す る方針 と して

る。資料保管庫 は冷暖房 ・除湿器 を備 えてい るとともに,リ ーダプリンター利用 による簡単 な閲覧 と複写が可能 と

なっている。 データ収納能力 は,35mmマ イクロフィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁気 テープ約1,900本 、マ

イクロフ ィシュカー ド数1,000枚 で ある。本年度 は,　WDC-C2　 for　Geomagnetism　 (京都大学理学部)と の 共同

によるAEデ ータブ ックの出版 も行 われ た。

本年度 までに収集 したデータの概数 を次表 に示す。

資 料 名 観 測 期 間 数 量

35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム 1970年 ～1986年 2,100巻/100ft

16mm全 天 カ メ ラ フ ィル ム(一 部 編 集 不 能) 1966年 ～1969年 250巻/100ft

35mm全 天 カ メ ラ オ リジ ナ ル フ ィ ル ム 1970年 ～1986年 240巻/1,000ft

昭 35mm全 天 カ メ ラ長 尺 保 存 フ イル ム 1970年 ～1978年 120巻/1,000ft

和 地磁気3成 分 オ リジナルチャー ト記録

地磁気3成 分3打 点 チャー ト記録

1959年 ～1961年

1966年 ～1986年

1,198巻

164巻
基

地磁 気3成 分35mmマ イ ク ロ フ イル ム
1972年 ～1986年

1959年 ～1961年
35巻/100ft

地 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用)
1966年 ～1986年

23一 フ ァ イ ル

資 絶対測定記録簿 1976年 ～1986年
3一 フ ァ イ ル

料
超高層現 象相 関記録 マイクロフ ィルム

同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用)

1966年 ～1986年

1976年 ～1986年

48巻/100ft

55一 フ ァイ ル

計算機取 り込 みデー タA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6一 フ ァ イ ル

オーロ ラ写真観 測記録 1981年 約55冊

DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1986年 200巻/100ft

South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1986年 1,999巻/100ft

Halley　 Bay基 地全 天 カメ ラ フ ィル ム 1976年 ～1986年 237巻/100ft

Mawson基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 227巻/100ft

Casy基 地 全 天 カメ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 276巻/100ft

Maquarie島 基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1977年 488巻/100ft

Davig基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1977年 200巻/100ft

地磁気 マイクロフ ィルム(約55基 地) 1976年 ～1984年 525巻/100ft

地磁気 マイクロフ ィルム(約5基 地) 1979年 ～1984年 約50枚

IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ 1977年 ～1979年 20枚

NOAA　 &　TIROS　 (粒子)　MT 1978年 ～1986年 400巻

DMSP　 (粒子)　MT 1979年 ～1986年 200巻

Data　 Book等(閲 覧 用) 約250冊

日本学術会議資 地磁気 マイ クロフ イルム 1957年 以 降 6,200巻/100ft

料 室 より管理換 え 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1957年 以 降 6,900巻/100ft

資料 DMSPオ ーロラ観測記録 1972年 ～1980年 130巻/100ft
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(3)低 温実験室

低温資料部門が管理す る共同利 用施 設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却 に よ る実

験室,-20℃ の強制対流冷却の実験 室 と貯蔵庫 か らなっている。運転時 間は,貯 蔵庫 が終 日,他 は保 守員 の勤務 時

間内であ る。

本年度の利用状 況 を図に示す。延べ利 用人数は,434名 であった。主な利用 は,み ず ほ700m氷 床 コアの処理作業、

北極ス ピッツベルゲ ンコアの解析作 業,雪 氷 コアの γ線密 度測定 な どの解析作業,氷 床 コア中の炭酸 ガス抽 出装置

の実験 などで,他 に第29次 観測隊関連 の利用 があった。

低 温室 月 別 利 用 人 数
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IV　南極地域観測事業

1第28次 南 極 地 域 観 測 隊

(1)第28次 南極 地域観測 隊編成及び観測 項 目

第28次 南極地域観測隊編成

人員52名(越 冬隊37名,夏 隊15名)

1.越 冬隊 (昭和61年ll月14日 現 在)

部 門 氏 名 所 属

副隊長兼越冬隊長 大 山 佳 邦 国立極地研究所研究系

副隊長兼越冬副隊長 鮎 川 勝* 国立極地研究所資料系

定常観測 気 象 金 戸 進 気象庁観測部南極観測事務室

〃 菅 原 英 敏 〃

Ip 萩 原 裕 之 〃

り 山 本 哲 り

電 離 層 稲 森 康 治 郵政省電波研究所情報管理部情報省理課

地 球 物 理 赤 松 純 平 京都大学防災研究所

研究観測 宙 空 系 宮 岡 宏 国立極地研究所研究系

〃 向 井 裕 之 郵政省電波研究所標準測定部較正検定課
tt 斎 藤 浩 明 電気通信大学電気通信学部

雪 氷 ・地 学 系 渋 谷 和 雄* 国立極地研究所研究系

〃 酒 井 量 基* 国立極地研究所事業部

気 水 圏 系 山 内 恭 国立極地研究所研究系
tt 高 部 広 昭 (国立極地研究所事業部)

生 物 ・医 学 系 持 田 幸 良 東北大学理学部

〃 菅 原 裕 規 (国立極地研究所事業部)

設 営 機 械 馬 場 廣 明 (国立極地研究所事業部)

〃 曽 根 一 俊 (〃 )

〃 中 西 実 (〃 )

〃 酒 井 美 明 (〃 )

〃 高 橋 茂 夫* (〃 )

〃 野 崎 勝 利* 埼玉大学施設課

通 信 中 山 康 (国立極地研究所事業部)

〃 伊 禮 朝 詞 海上保安庁警備救難部管理課

〃 大 坂 孝 夫* (国立極地研 究所事業部)

調 理 磯 昭 夫 (国立極地研究所事業部)

〃 平 重 喜 海上保安庁警備救難部管理課

医 療 宮 田 幸比古 (国立極地研究所事業部)

〃 中 村 博 史 (〃 )

〃 高 木 知 敬* (〃 )
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部 門 氏 名 所 属

設 営 航 空

〃

〃

有 賀 文 昭

木 本 和 隆

森 誠

(国立極地研究所事業部)

海上保安庁警備救難部管理課

(国立極地研究所事業部)

設 営 一 般

〃

り

穐 丸 寿 美

森 本 建 司

富 田 瑞 穂*

広島大学付属学校部

(国立極地研究所事業部)

(〃)

(注)*印 は,あ すか観測拠点越冬者 を示す。

2.夏 隊

部 門 氏 名 所 属

隊 長 星 合 孝 男 国立極地研究所(企 画調整官)

定常観測 海 洋 物 理 道 田 豊 海上保安庁水路部海洋調査課

海 洋 化 学 稲 積 忍 海上保安庁水路部海洋情報課

海 洋 生 物 窪 寺 恒 己 国立科学博物館動物研究部

測 地 田 中 幸 生 国土地理院測図部地形課

研究観測 雪 氷 ・地 学 系 平 川 一 臣 山梨大学教育学部

〃 福 田 洋 一 弘前大学理学部

り 松 岡 憲 知 (国立極地研究所事業部)

Ir 高 橋 裕 平 通産省工業技術院地質調査所

,, 小 山 内 康 人 (国立極地研究所事業部)

〃 先 山 徹 (〃)

設 営 設 営 一 般 寺 井 啓 国立極地研究所研究系

〃 石 沢 賢 二 国立極地研究所事業部

〃 宮 下 良 雄 鳴門教育大学施設課

〃 村 松 金 一 (国立極地研究所事業部)

○同行者

氏 名 所 属

小久保 芳 男 運輸省船舶技術研究所

山 口 栄 三 日立造船株式会社技術研究所

直 井 秀 明 川崎重工業株式会社船舶事業部技術室開発部

横 田 義 友 海上保安庁海上保安大学校

Hugo　 Decleir ベ ルギー国 ブラッセ ル自由大学

Ludo　 do　 Vos り
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南極地域観測項目一覧

1.船 上及び接岸中における観測

〔定常観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関

電 離 層 ・中波電界強度測定 稲 森 康 治 電波研究所

海 洋物 理 ・化 学

・海洋物理観測

・海洋化学観測

道.田 豊

稲 積 忍

海上保安庁

〃

海 洋 生 物 ・海洋生物観測 窪 寺 恒 己 国立極地研究所

測 地 ・航空写真撮影 田 中 幸 生 国土地理院

〔研究観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者

東 ク イー ンモー ドラ ン ド地域 の雪氷 ・地学研究計画 平 川 一 臣

・七 一 ル ロ ン ダー ネ 山地 地学 調 査 松 岡 憲 知

雪 氷 ・地 学 系

・基盤 地質及び露岩 地形 に関する研究 高 橋 裕 平
吉 田 栄 夫

・南極 阻石に関する研 究 小 山 内 康 人
・周辺 海域 の地殻物理 の研究 先 山 徹

福 田 洋 一

2.昭 和基地,み ずほ基地,あ すか観測拠点及びその周辺での越冬観測

〔定常観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関

極 光 ・ 夜 光

・写真観 測

・全 天 カメ ラに よる観 測 赤 松 純 平
国立極地研究

所

地 磁 気
・地磁気 三成分の連続観 測及び同上基線決定のための絶

対値測定
赤 松 純 平

国立極地研究

所

電 離 層

・電離層垂直観測

・オー ロラレー ダ観測

・リオメー タ吸収及び短波電界強度測定 による電離層吸

収の測定

稲 森 康 治 電波研究所

気 象

・地上気象観測

・高層気象観測

・天気解析等

金 戸 進

菅 原 英 敏
荻 原 裕 之
山 本 哲

気象庁

潮 汐 ・潮汐観測 赤 松 純 平 海上保安庁

地 震
・自然地震観測

・重力観測
赤 松 純 平

国立極地研究

所
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〔研究観測 〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 研究代表者

テ レメ トリーによる人工衛星観測 宮 岡 宏

宙 空 系 極域撹乱と磁気圏構造の総合観測 向 井 裕 之 平 澤 威 男

観測点群による超高層観測 斎 藤 浩 明

東 ク イー ンモー ドラ ン ド地域 の雪氷地学研究計画

雪 氷 ・地 学 系

・セ ー ル ロ ン ダー ネ 山地 地 学 調 査

・基 盤 地 質

渋 谷 和 雄

酒 井 量 基
吉 田 栄 夫

・地形及 び地殻構造 に関する研究

南極域における気候変動に関する総合研究計画

気 水 圏 系

・大気状態 の年 々変動 の観測

・雲 の変動 の観 測
山 内 恭

高 部 広 昭
川 口 貞 男

・広域気象観 測

極域大気循環に関する研究

陸上生態系構造の研究

・露岩域 におけ る生態系構造の研 究

生 物 ・医 学 系

・蘇類群落の微気象調査

・微小動物の分,生 活史及 び耐凍性 の調査

持 田 幸 良

菅 原 裕 規
星 合 孝 男

昭和基地周辺 の環境 モニタ リング

南極 における 「ヒ ト」 の生理学的研究

(2)第28次 南極地域観測隊訓練

第28次 南極 地域観測隊 員候補 者冬期訓練

〔目 的 〕 第28次 南極地域観測隊の編成及びその他の実施準備 に資す るため,隊 員候 補者 に対 して,冬 期 の寒 冷

地 におい て雪中行動等 に関す る各種訓練 を実施 した。

〔期 間 〕 昭和61年3月10日 ～3月14日

〔場 所 〕 乗鞍岳位 ケ原山荘 を中心 とす る乗鞍高原一帯

〔参加者 〕 星合孝男隊長,大 山佳邦副隊長 ・鮎川勝副隊長,隊 員37名,関 係者15名,計55名

第28次 南極地域観測隊 員夏期訓練

〔目 的 〕 第28次 南極地域観測隊員 に対 し,極 地行動 に関する各種訓練 や観測計画等 に関す る講義 を行 い,所 要

の知識や技術 を習得 させる と共に,団 体生 活 をとお して隊員 の相互理解 を深 めるために実施 した。

〔期 間 〕 昭和62年6月24[ヨ ～6月28日

〔場 所 〕 文部省菅平高原体 育研 究場 を中心 とする菅平高原一帯

〔参加者 〕 星合孝男隊長,大 山佳邦副隊長,鮎 川勝副隊長,隊 員49名,関 係 者18名,計70名

第28次 南極地域観測隊部門別訓練

観測隊部 門別訓練 は南極地域 において,必要 な機器 の取 り扱 いや保守訓練,オ ペ レー シ ョンを円滑 に進 め るため

の訓練 を,担 当部 門ご と,出 発準備期 間中随意実施 した。
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(3)第28次 南極地域観測隊行動概要及び観測概要

夏 隊 に よ る行動 及 び観 測

1.概 要

第28次 南極地域 観測隊(隊 長 星合孝男 以下52名,う ち夏隊15名)は,海 上保安庁,運 輸省船舶技 術研 究所

か らの オブザーバー4名 とともに,昭 和61年11月14日 「しらせ」 に乗船 し東京港 を出港,　ll月28日 か ら12月3日

の間,西 オー ス トラリアの フリマ ン トル港 に寄港 した後,南 極 に向か った。 フリマ ン トルでは,南 極条約 に基づ

くベ ルギーか らの交換科学者2名 が乗船 し,オ ー ス トラリア気象局か ら依頼のあ った気象観測用 ブイ4基 を搭載

した。12月8日 南緯55度 を通過 し,17日 にブラン ド湾 に到着 した。

12月18日 か ら翌月1月4ま での間 に,輸 送拠点で ある30マ イル地点及 びLoへ の輸送 を行 い,約305ト ンの物 資

を空輸 した。 これと平行 して,あ すか観測拠点 の建設及 び航空写真撮影 を実施 した。1月4日 以降,あ すか で越

冬 を予定 され ていた8名 と,夏 隊員4名 とで継続 し,昭 和基地 で越冬 を予定 されていた隊員,船 上 観測担 当 隊員

は 「しらせ」 によ り,1月5日 昭和基地 に向か った。 セールロ ンダーネ山地地域 の地学調査 に従事す る隊 員,交

換科学者 も1月7日 あす か観測拠点 を出発 した。 これまでの間に航空写真撮影 は12月26日 を もって終了,12月30

日にはあす か観測地点 の観測棟が建 ち上が った。

昭和62年1月8日,昭 和基地北西40マ イルか ら第一便 を飛 ば した後,「 しらせ」 は1月9日 朝,見 晴 らし岩

沖に接岸 した。 同 日か ら,氷 上輸送,野 外観測 のための人員送 り込 みを開始 し,　ll日 か ら空輸 によ る物 資輸 送 を

行 い,16日 には全物資 の輸送 を完 了 した。 昭和基地 における建設作業 は1月 末 までにほぼ終 了 し,2月1日 には、

昭和基地 での越冬 隊交代 が行 われた。2月4日,「 しらせ」 は リュッ ォ ・ホルム湾を離 れ,海 洋観測 を実施 しつ

つ,翌5日 にはブライ ド湾 に到着 した。 この間にあって,1月28日 には,あ すか観 測拠 点の主屋棟 と発 電棟 を結

ぶ通 路の建設 が終了 した。 また,第27次 内陸調 査隊 もあすか観 測拠 点に到 着,七 一ル ロンダーネ山地地域 地学調

査隊 も,ほ ぼその計 画を消 化 してお り,こ れ らの人員並 び にあすか建 設の夏隊員の 「しらせ」への収 容 を,2月

10日 か ら14日 までの間に逐次行 った。以後,海 洋観測 を行いつつ北上 し,3月6日,南 緯55度 を通過,3月5日

か ら21日 までポー トル イスに,4月3日 か ら9日 まで シンガポー ルにそれぞれ寄港 し,4月20日 東京港 に帰 着 し

た。

なお,オ ブザーバー による 「しらせ」の航行性能試験 は,「 しらせ」側 と協議 しつつ,条 件の許す 範 囲で実 施

した。

2.あ すか観測拠点及 びセ ールロンダーネ山地地域 オペ レーシ ョン

第27次 越冬隊が,七 一 ルロンダーネ地域 にお ける航空 オペ レーシ ョンを実施す るため,す でに,あ す か観測 拠

点 に滞在 し,　Loま で のルー ト整備,30マ イル地点 での受入 れ作業等 を実施 してあ り,以 後 の行動力溶 易 になった。

(1)輸 送

12月18日,2便 を もってあす か観測拠点へ の急送物資約2.5ト ン,人 員15名 を送 り込 んだ ものの,空 輸 可能

な天候 が続 かず,30マ イル地点へ の輸送 に難渋 した。 しか し,1月4日 まで に約305ト ンの物資 を空輸 した。

この間,12月23日 には,　Loへ の重量物 のス リング輸 送(9便)を 行 い,26日 には凍結 を避け る必 要のあ る物資

約6ト ンをあすか観 測拠 点へ直送(4便)し た。物資輸送 には合計176便 を要 した。

(2)あ すか観測拠点建設

インマ ルサ ッ トによる日本 との交信が1月 上旬か ら可能 となった。

12月30日 観測棟の工事が ほぼ終了 したの に引 き続 き,1月 上旬前半 には,冷 凍庫,造 水槽,仮 設作業 棟 の建

設が、ほぼ終了 した。通路 の建設 は1月28日 には終了 し,排 水設備 も2月9日 に完成 した。

(3)航 空写真撮影

測地担 当隊員 が実施 したが,航 空機 の運用 は第27次 越 冬隊の責任 で行 った。5フ ライ ト,19時 間20分 の飛行

を行 い,七 一ル ロンダー ネ山地上25コ ースの撮影 を行 った。

(4)七 一ル ロンダー ネ山地地域 地学調査

ブ ラッ トニーバ ネ,ル ンケ リッゲ ン,ナ ー フィエ ルと順次 キャンプ地 を移 し,地 理 地 形,地 質 の調 査,基
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準点測量 を行 った。 なお,交 換科学者は氷床の形態,流 動の調査 を行 った。

また,昭 和基地 との重力結合 を行 うため,シ ー ル岩,30マ イル地点で重力測定 を行 った。

(5)船 上観測

昭和基地への回航 に先立 って実施 を計画 していた ブライ ド湾での観測 は,氷 状が悪 く実施で きず,2月 に予

定 してい た観測 も2点 で実施 し得 たのみであ った。12月23日 人工衛星GPSを 利用 してLo地 点の海抜高度 測

定 を行 った。

3.昭 和基地 オペ レーシ ョン

昭和基地へ の進入 は比較的容易で あった。

(1)輸 送

バ ルク燃料(330k1)の パ イプ輸送,重 量物(75ト ン)の 氷上輸送 を1月9,10の 両 日実施 した。 観 測,設

営資材,約250ト ンの本格空輸 を11日 か ら16日 までの間に実施 し,空 輸便数 は176便 で あった。 なお,ヘ リウム

カー ドはス リング輸送 した。

(2)建 設

ピロータ ンク2基 の設置,送 電線架台 の設置,作 業工作棟へ の防雪庇 の取 り付 け を行 った。 また,通 信 棟,

環境科学棟 の再 塗装 を行 った。 さらに,験 潮儀 の更新設置,気 象衛 星デー タ処理装置 の設置,西 オ ングル テ レ

メー ターサイ トの整備 を行 った。

(3)み ずほ旅行

1月9日,Sl6へ の送 り込み を行 った。10日S18に 無 人気 象観 測 装置 を設置 した後,み ず ほ基地へ向 か い,1

4日 か ら17日 の間でみずほ基地に無 人気 象観測装 置 を設 置 し,19日 にS16着,と っつ きルー トを整備 した後,20

日昭和 基地へ帰着 した。

(4)野 外調査

ラングホブデ雪鳥沢の生物 調査,ル ン ドボー クスヘ ッタ,ス カー レンの生物 調査,化 学 分析 用試 水 の採取,

重力測定 を実施 した。 また,「 しらせ」周辺の海氷域 において,生 物採 取,海 洋観測 を適宜実施 した。

4.船 上観測

走行中実施可能 な,表 面観測,　XBT観 測,生 物連続モニ タリングシステ ムによる観測,海 上重力観測 は,往 復

路 とも実施 し,停 船,あ るい は減速 を要す る観測 は帰路のみ実施 した。電離層観測は往路のみ行い,分 析 用大 気

の採取 は往復路実施 した。

オース トラリアの漂流 ブイは,往 路 に2基,帰 路2基 投入 し,水 路部の持参 した漂流 ブイ1基 は帰 路 に投 入 し

た。

越冬隊に よる観測

1昭 和基地

1.概 要

第28次 越冬隊 は,昭 和62年2月1日 よ り基地の運営 を前次隊 から引継 ぎ,昭 和63年1月31日,観 測 ・設 営 の

任務 を果 た して越冬 を終了 した。 この間各定常観測,研 究観測 は計画 どお り実施 され,多 くの成果 を得 た。 こ

れ らの観測 のため内陸旅行,沿 岸旅行,沿 岸観測小舎 での長期滞在 を行 い,ま た昭和基地,あ す か観 測拠 点 に

おいて航空機観測 を実施 した。観測活動 と同時 に基地 の維持 ・運営 に も努 め,順 調 に越冬生活 を終 える ことが

て きた。

一方
,無 人 となっているみず ほ基地 の維持 に も努 め,発 電機等 の保守 ・点検 を実施,異 常 のない こと を確 か

めた。

2.定 常観測

(1)電 離層

イオ ノグラム,オ ーロ ラレー ダ,リ オメー タ,オ メガ受信,短 波電界強度について通年 観測 を実 施 し,良

好 なデー タを得た。
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(2)地 球 物理

極光 ・夜 光観 測:全 天 カメ ラに よる観測 を119日 間実施 し,9,400フ ィー ト(25巻)の フ ィルム記録 を得 た。

地磁 気観 測:地 磁気3成 分の連続観 測,絶 対観 測 とも良好 なデー タを得 た。

地震観 測:従 来のモニ タ記録 が上 下動成 分のみであった もの を3成 分記録 に改良 し,年 間 を通 じて良好 な

デー タを得 た。

潮 汐観 測:従 来 の験潮儀 に加 え,新 たに設置 した験潮儀 との併行観測 を実施 し,良 好 なデー タを得 た。

(3)気 象

地上気象観測:年 間を通 じて順調 に観測 を実施 した。

高層気象観測:強 風時 の欠測 のほかは順調 に観測 を実施 した。

特殊 ゾ ンデ観測:オ ゾ ンゾ ンデ31台,輻 射 ゾ ンデ21台 飛揚。 オゾ ンゾ ンデはイ ン ド隊 か らの要請 が あ り,

同時飛揚 やデータ交換 を実施 した。

オゾ ン全量観測:太 陽光 のほか,冬 期 月光 による観測 も実施 した。

天気解析:気 象衛星写真 のほか,南 極各基地 の観測資料等 を用 いて実施 した。

その他:直 達 日射,大 気混濁度,ロ ボ ット気象観測等 も実施 した。

3.研 究観測

(1)宙 空系

宙空系 は 「極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測」 を中心 に以下の研究観測 を実施 した。

超高層現象のモニ タリング:地 磁気脈動,VLF自 然電波,銀 河電波雑音の観測 を順調 に実施 した。

オ ー ロ ラ 光 学 観 測:フ ォ トメー タ,高 感度テ レビカメラによ り観測 した。 また,同 時多点観測 も

実施 した。

人 工 衛 星 受 信:　NOAA-9,　 -10,　EXOS-C,　 ISISを 順調に受信 した。

電 離 層 吸 収 観 測:マ チル ビーム,リ オ メー タによる下降電子 の観測 を年間 を通 じて実施 した。

極 域 周 回 気 球 実 験:2機 の打 ち上げ実験 を実施 し,周 回には至 らなか った ものの,今 後へ の見通

しを得た。

電 磁 環 境 測 定:基 地内での測定のほか,沿 岸,大 陸上 において数回の実験 を実施 した。

(2)気 水 圏系

長期研 究計 画 「南極域 における気候変動 に関する総合研究」(5年 計画)の 初年度 にあた り衛星画像処理

装 置を導 入 したほか,無 人気象観 測装 置の設置,航 空機観測等 を実施 した。

NOAA衛 星デ ー タの受 信:雲,海 氷,氷 床画像等 の処理 は現地 で実施す る とともに,温 度分布,オ ゾン、

水蒸気量 のデー タを得 た。

放 射 観 測:分 光 日射計 による地表(海 氷上)で の可視,赤 外 の連続観測 を実施す ると と

もに放射 ゾ ンデ ・航空機 に よる雲 の上 ・下 での比較観測 も行 った。

マ イ ク ロ 波 観 測:航 空機 によ り,海 氷,大 陸氷床等 か らのマイクロ波放射 のデー タを得 た。

オ ゾ ン 鉛 直 分 布 観 測:定 常気象部 門 との共 同によ り,オ ゾ ンゾ ンデによる観測 を実施 した。

二 酸 化 炭 素 の 連 続 測 定:年 間を通 じて良好 なデータを得 た。

大 気 微 量 成 分:プ レオ ン,メ タ ン,窒 素酸化物用 に隔 月毎 に大気 を採取 した。

無 人 気 象 観 測:み ず ほ基地及 びS18に 設置。 アルゴス型 に一時 データ送信 の中断が あったが、

CMOS-IC型 は順調 に収録 した。

(3)雪 氷 ・地学系

自 然 地 震 の 多 点 観 測:昭 和基地 と大陸露岩上 に2点 の観測装置 を設置 し,地 震波伝播特性,地 殻構

造,地 震活動 のデータを得 た。

重 力 地 球 潮 汐 観 測:冬 期 ア ンプ系が不安定 であったが,年 間を通 じてデータを得 た。

(4)生 物 ・医学系

長期研究計画 「陸上生態系構造 の研究」(4年 計画)の 初年度 にあた り微気象記録装置 を導入 し,ラ ング
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ホブデに長期 滞在 して調査 を実施 した。

蘇 類 群 落 の 微 気 象 調 査:ラ ングホブデ,ユ キ ドリ沢 の上 ・中 ・下流 に微気象計 を設置 し,10月 下旬か

ら連続記 録 を開始 した。

蘇類 ・地 衣 類 の 立 地 条件:西 オ ングル,ラ ングホブデにおいて植物群落 と微細地形,表 層物 質 との関係

を調査 し,植 生図の作 成を試 みた。

微小 動物 の分 布 ・生 活 史:土 壌動物や植物群落内の微小 動物 の採 集 を実施,新 たにササラ ダニの一種 を

発見 した。

持 込 み 動 物 の 調 査:定 期的 に基地内の ほこ りを採取 した。

湖 沼 の 調 査:西 オ ングル大池 にお いて毎月採水 を実施 した。

環 境 モ ニ タ リ ン グ:土 壌藻類,細 菌サ ンプルを所定 の場所で採集 し,大 型動物のセ ンサ スを実施

した。

血小板 凝集能,血 液粘 度の測定:同 一被験者 につ き隔 月の測定 と内陸旅行 の前後 に実施 した。

赤 血 球 変 形 能 の 測 定:越 冬 中4回 同一の被験者 につ いて実施。

電 解 質 の 測 定:尿,血 液中の電解 質の測定 を実施 した。

4.基 地の維持

昭和基地建物周辺 の環境整備 を実施す るとともに,建 物の安全点検 と修理,防 火施 設の点検補修 を実施 した。

また,毎 月1回 消火訓練 を実施 し,基 地生活 にお ける防火意識 を高め るよう努めた。

みずほ基 地は無 人 となったが,無 人気象観測装置 を設置 し,そ の点検 を兼ねた旅行隊 は基地施設の点 検 を実

施 し,発 電設備 の運転 を行 い良好 に保 たれているこ とを確認 した。

5.航 空機 の運用

昭和基地,あ すか観測拠点で ピラタス,セ スナ両機 の運用 を行 い,放 射観測,マ イクロ波観 測,航 空磁 気測

量、アイス レーダ観測,動 物セ ンサ ス,そ の他の フライ トを実施 した。

6.内 陸旅行

内陸旅行 としては,み が ほ基地往復 にとどま り,無 人観測装置及び基地施設の点検,保 守に努めた。

Hあ すか観 測拠 点

1.概 要

あすか観測拠点(以 下 「基地」 と記 す。)で 初の越冬観測 を実施 した。昭和62年2月20日 を正式 な越 冬成

立 日と し,12月28日 第29次 隊 「あすか」 越冬隊に基地の維持 ・運営 を引継 ぐまで,ほ ぼ計画 どお りの観測 を実

施 し多 くの成果 を得 た。基地施設の整備 ・確 立 も観測活動 と併行 して暫次実施 し,所 期設営計画 を概 ね満 たす

越冬基地 の体制 を整 えた。

2.観 測

(1)宙 空系

オーロラ現 象の経度 的特性 の予備観測 として次 の観測 を実施 した。

超高層 現象の基 本的物理量観測:地 磁気3成 分変動 および地磁気脈動 の連続観測 を実施 した。地磁気絶対

値 測定 を随時実施 した。

オー ロラ光学観測:全 天 カメラと高感度 テ レビカメラによ り実施 した。

(2)気 水圏系

地上気象観測:国 際気象地点番号(ASUKA,89524)を 得 て,地 上気 象観 測 を開始 した。 観測 は順 調 に

実施 ・経過 して,昭 和基地経 由でSYNOP通 報 を実施 した。

大気サ ンプ リング:航 空機 によ り12月期CO,サ ンプリングを行 った。

(3)雪 氷 ・地学系

長期研 究計 画 「東 クイー ンモー ドラ ン ド地域 の雪氷 ・地学研究計画」(7年 計画6年 次)に 基づ き,基 盤

地形や地殻構造の解 明 を主たる研 究課題 として航空機観測,野 外観測 及び基地観測 を実施 した。
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航空機観測:航 空磁 気測量,ア イスレー ダに よる氷厚 測量及び氷床形態観 測 を実施 し,基 盤 地形 ・地殻構

造研 究 に関す る良好 なデー タを得た。

野 外 観 測:ラ コステ重力計,プ ロ トン磁力計及び人工衛星受 信機 などを用い,ル ー ト沿いの移動観 測 を

実施 し,氷 床下地下構造 に関す るデー タを得た。 また,雪 尺測定 をも実施 した。

基 地 観 測:重 力潮汐観測 を約6か 月間実施 し,良 好 なデー タを得た。 また,多 点地震観測 を約2か 月間

実施 し,氷 床の微小破壊現象 に関す るデー タを得た。雪尺測定及び飛雪採集 を年間 を通 して

実施 した。

(4)生 物 ・医学系

生物:セ ールロンダー ネ山地動植物生息域の予備調査旅行 を数回実施 した。海鳥の飛来 を観測記録 した。

医学:血 中ホルモ ンリズム研究の ため定期的 な採血 を実施 した。寒冷順化過程の追跡 を心電図及び心理テ

ス トによって実施 した。

(5)設 営工学系

氷床上建築物 に関す る工学的基礎 デー タ取得の ため,風 圧計及 び雪圧計 などによる計測 を実施 した。また、

建築物 による ドリフ トの発生 とその形態変化の追跡,積 雪量の推移追跡 を実施 した。

3.基 地 の維持,管 理

基地周辺 は傾斜下降風帯 の特徴的 な地吹雪が越冬期 間の約60%を 占め て発生 し,基 地の維持 は安全対策上 出

入 口確保 や屋外 デポ物資 の管理等雪対策が重要であ った。基地内部施設 は,年 間 を通 じ概ね所期の機能 を有 し

て稼働,越 冬基地 としての体制が確立 した。
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2.外 国基 地派遣

交 換 科 学 者

① 期 間 昭和63年1月3日 ～昭和63年2月8日

② 派遣者 小野高幸(国 立極地研究所)

③ 目 的 チ リ南極観測 隊へ の同行 に よる超高層物理観測

④ 調査概要

電離層電子密度 ゆ らぎの観 測装置 によ り,連 続 的に電離層全電子数 のデータを収得 した。
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3.昭 和基地 の施設概要

○位 置 ・

昭和 基 地 は リュ ッォ ・ホル ム湾東岸 の大 陸氷 縁 か ら西 に約4㎞ 離 れ た東 オ ングル島 の上 にあ り,天 測 点 は

69°00'22"S,39°35'24"Eで 標高 は29.18mあ る。

○建 築 物

通路等 を含む建物 の総床面積 は約4407.1㎡ で発電棟1,作 業棟2,居 住棟4,観 測 ・研 究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟

4,倉 庫2等 が,東 オ ングル島 の岩盤の上 に建 てられて いる。他 に,見 晴 ら し岩西側 に燃料貯蔵 タ ンク,観 測棟 東

側 と電離棟周辺 には各種観測用 のアンテナ群及 びセ ンサ ー類が あ り,基 地北側の アンテナ島 に送信棟及び送信 ア ン

テナ群が ある。

○電 力

昭和基地電源 と しては,新 発電棟 に200KVA(160kw)発 電機3台 が配備 され てお り,通 常 は200KVA発 電機1

基運転 で全 ての電力 をまか なっているが,必 要 に応 じて2基 並列運転 も可能で ある。

○車両,航 空機

夏期 の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等の装輪車が あ り,冬 期作業用 と してブル ドーザ ー,小 型 雪

上車,内 陸 など野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモー ビル等 が配 置 され てい る。

また,小 型航空機(ピ ラタスポーターPC-6,セ スナ185)を 運用す る年 もあ る。

○通 信

イ ンマ ルサ ッ トが導入 された現在で は,定 期的 に極地研究所 との間で インマ ルサ ッ トFAXの 通信 が行 われ,文

章,図 面等 の送受信が行 われている。 また必要 に応 じ,電 話や テレックス等 も使用で きる。 インサ ルマ ッ トの場 合

は通信衛星 を利用 しているので電波伝播状態,ノ イズ等の問題 はな く安定 した通信が確保で きてい る。

なお,電 報 につ いては,1日1回 昭和基地時間で12:20か ら始 まるNTT銚 子無線電報局 との通信で送受信 され る。

また,「 なん きょくほんぶ」局(KDD経 由)と の定時通信が毎月第2水 曜 日に文部省の電話 連絡 が行 わ れ,必

要 に応 じ極地研究所 との模写通信(FAX>の 送受信が行 うことがで きる。 しか し,電 報及 び,「 なん き ょ くほ ん

ぶ」局 との通信 は,短 波 回線 を利用 しているため,電 離層 の状態 によ り左右 される。その他,モ ー ソ ン基地 との気

象電報等 の送受,共 同FAXニ ュースの受信が毎 日行 われている。 また昭和61年5月 よ り昭和 基地 との間 で イ ンマ

ルサ ッ ト回線 を利用 した静止画像伝送(SSTV)の 運用が開始 された。

○医 療

毎年1～2名 の医療 隊員 が派遣 されてお り,医 療器具 も大型 レン トゲン装置か ら歯科治療台 まで一応の もの は備

え付 け られている。

一83一



幕溢
齪

x

縄

選

o
Z

溢日
直

婦

韓溢

.O
Z

経
略
轍

¥

鮨

選

.o
Z

諸
鐙
べ
鵠

.翼

K
弍

K
萬

.一〔N

K
二
.三

9
【N

K
ON

鮮

.
Φ
.
°｡
に

識
詮
ぺ
霜
9
【

K

ト

"
O
【

9
二

.O
－

9二 攣 童 へ 尽 へ へ へ 量 芸+撃

蔓三 遽 蕊 ㌻ ㌔
叢㌧ 芸 ≡≡ミ㌶㌻
」く 一 一 一 一1ト' A工xx　 x　 '　 o

謡}望 ≡f288Pc$凄 く(二

:霧 霧 誇 鵠 器 霧 霧 霧 言 言

ぺ
ご

韻
漣
K
囹
ぺ
三

弐
N
N

鰻
津
"
二
N
ワ六
c゚

ソ三

N

.()N

冬
=

巽

ト

9
二

X
二

K
°｡
【

冬
⑦
一

ぺ

｡゚

冬

二

冬
三

選 世 量 選 選 童 世 舗 ミく一:蟹 選 躁 造

言一 志 績 逗 量 融 訣

☆ や㌫㌻1濃1㌣噂N

堅 頭 顕 要 鯉 ⊆=碧 雲 認 羅 撃 ロ鰍摯

E:巴 爲 霞 網 鶏 蕊 閑 話1}巽 爵

9
巴

誤
認
巽
竺
K

°｡

ぺ

｡゚

弐
8

9

ト

ペ

ト

.
°｡

9

一

"
三

冬

ト
巽
三

6

9
2

9
竺

ン
(
O

K
三

牽 避 選 遼 遠世 迷{糾 選 螢{肝 選 量 選1峯 へ量 堅

く:-1ト 是認 坦 坦 鯉孝 廉
ト

鎌 聾 随 宝ueぐ三筆 総　 VR.整H冨 蚤 嵜

Φ 詫 言 。Σ 玉 垂 翼 辮
ミユ 【一

ミく 鯨 鯨 録 蘇壕 雪 避 三 超 塔 ξと 紅 還 起

一　 cM寸Ln　 'o　 tS　 ecσ)2=筥9

二
札

牽
e

o.

ム

ー

モ

ニ
く

"
,
`

'

r

」

、
爲
0

ト

ロ

o

o
°･

E
O
O
寸

8

°ｳ

8
N

O
三

一84一



昭 和 基 地 建 物

建 物 名
建設年 (隊次) 構 造

床面積㎡ 現 在 の 用 途

娯 楽 棟
1957 (1)

40.3

木製パ ネル

撞球,バ ー

旧 気 象 棟
1957 (1)

40.3
木製パ ネル

内 陸 棟
1960 (4)

23.0

木製パ ネル

医務室

通 信 棟
1966 (7)

46.1

木製パ ネル

通信室,電 話交換室

旧 電 離 棟
1966 (7)

40.3
木製パ ネル

地 磁気 変化 計 室
1966 (7)

11.5

木製パ ネル,特 殊 コネクター使用

地磁気絶対測定

第 7 発 電 棟
1966 (7)

67.0

軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル

45KVA発 電機2基,風 呂

予 熱 室
1966 (7)

13.0

軽量鉄骨,木 製パ ネル

燃料予熱(1KL),便 所2

旧 送 信 棟
1966 (7)

92.2

軽量鉄骨,木 製パ ネル,14.5m2を12次 で増設

通信倉庫,非 常用送信機

観 測 棟
1967 (8)

138.9

高床,木 製パ ネル

人工衛星 テ レメーター受信装置,個 室2

食 堂 棟
1967 (8)

96.0

木 製 パ ネ ル

食 堂,厨 房,サ ロ ン

放 球 棟
1967 (8)

24.0

高床,木 製パ ネル

水素充填,気 象 ゾ ンデ放球

旧 地 震 感 窪 窪
1967 (8)

5.8
木 製 パ ネ ル,特 殊 コ ネ ク タ ー,床 な し

管 制 棟
1967 (8)

28.1

高床,ア ル ミパ ネル

夏期航空機管制

第 9 発 電 棟
1968 (9)

270.0

軽 量 鉄 骨,折 板

110KVA2基,食 料 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室

第 9 居 住 棟
1968 (9)

100.0

高 床,木 製 パ ネ ル

個 室10,ラ ウ ンジ

第 10 居 住 棟
1969 (10)

100.0

高 床,木 製 パ ネ ル

個 室10,ラ ウ ンジ

レー ダー テ レメー ター 室
1969 (10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ トレー ダー,テ レメ ー ター セ ン ター

コ ン トロ ー ル セ ン タ ー
1969 (10)

21.6

高床,鉄 骨,木 製 パネル,12次 で現地点 に移設

ロケ ッ ト要 員控室

組 立 調 整 室
1969 (10)

86.4

高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ンチ ャー
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建 物 名
建設年 (隊次) 構 造

床面積㎡ 現 在 の 用 途

発 射 台
1970 (11)

135.0

鉄 骨,コ ン ク リ ー ト床,

ロ ケ ッ ト発 射

タ ー ン タ ー ブ ル,上 屋 な し

観 測 倉 庫
1970 (11)

81.2

高床,軽 量鉄骨,折 板

電離層,気 象 を除 く観測部 門倉庫

第 11 倉 庫
1970 (11)

205.4

軽量鉄骨,鉄 製パ ネル

ー般設営倉庫

地 震 感 震 室
1970 (ll)

27.0

軽量鉄骨,折 板,半 地下

長周期,短 周期地震計感震部

第 13 居 住 棟
1972 (13)

100.0

高床,木 製パ ネル

個室10,隊 長室

推 薬 棟
1972 (13)

67.0

高床,鉄 骨,木 製パ ネル

ロケ ット格納庫

気 象 棟
1973 (14)

100.8

高床,木 製パ ネル

気象(定 常,研 究),屋 上 にパ ラボラア ンテナ

気 象 棟 前 室
1973 (14)

26.4

高床,軽 量鉄骨,木 製パ ネル

気象用倉庫

環 境 科 学 棟
1974 (15)

100.8

高床,木 製 パネル

生物,医 学,地 球化学

送 信 棟
1975 (16)

72.0

木製パネル

送信機室

ロ ケ ッ ト暖 房 室
1976 (17)

4.8

高床,木 製 パネル

ロケ ッ ト保温槽用暖房機

電 離 層 棟
1977 (18)

100.8

高床,木 製 パネル

電離層観測,暗 室

地 学 棟
1978 (19)

100.8

高床,木 製 パネル

地学雪氷,地 震観測室

第 7 冷 凍 庫
1966 (7)

13.0

ステ ンレスパネル

食料保存

第 8 冷 凍 庫
1967 (8)

7.4

コ ンテナ改造

夏期 隊員宿舎用

第 14 冷 凍 庫
1973 (14)

15.4

アル ミパネル

食料保存

夏 期 隊 員 宿 舎
1978.80 (20,21)

302.4

高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建

48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂

情 報 処 理 棟
1981 (18)

93.6

高床,木 製パネル

電子計算機 標準時計,超高層物理観測装置

新 発 電 棟
1982.83 (23,24)

425.5

鉄骨,鋼 板 パネル,木 製パネル,

200KVA発 電機3基,冷 蔵 ・冷凍庫,便 所,風 呂,暗 室,理 髪室

2階 建

仮 設 作 業 棟
1985 (26)

112.0

幌張,鉄 パイプ

航 空部 品庫,作 業室

作 業 工 作 棟
1986 (27)

289.3

鉄筋2階

機械整備
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4.み ず ほ基地 の施設概要

昭和基地 よ り約270kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に ある この基 地 は第11次

(昭和45年)に コルゲ ー ト棟 を設置 したの を初め と して年 々拡充 されたが,27次 隊で閉鎖 され28次 隊 か ら無 人観 測

点 と して機能 してい る。毎年,昭 和基地か ら数回保守 に出か けている。

○建 設 物

雪面下 にコルゲー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ーレックス棟,超 高層観測室,医 療棟の計6棟,延 床面積106㎡ の建

物 の他,ト レンチ を利用 した発電機室,ボ ーリング場,雪 洞 による実験室が ある。 ま.た地上 には,通 信用 アンテ ナ,

30mの 気象 タワー などが設置 されてい る。

○電 力 等

16KVA(12.8KW)と12KVA(9.6KW)発 電機 を有 し,居 住棟 と観測棟 の暖房 と風 呂は発電 機 エ ンジ ンの冷

却水熱 を利用 して行 えるようになってお り,他 の建物の暖房 は電力 によるパ ネルヒー ターが使用で きる。

みず ほ基地 平面図(石 沢賢 二氏 原図 を利 用)

ハ ッチ部は 、雪 ブロ ッ クに よる埋 めも ど し空間
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5.あ すか観測拠点 の施設概要

あす か観測拠点 は,ブ ライ ド湾 か ら約140kmほ ど内陸 に入 った氷床上 の基地 で,第26次 観測隊か ら建設が始 ま り,

第28次 隊 で越冬 が開始 された。位置 は,南 緯71°31'34",東 経24°08'17",標 高930mで ある。

あ す か 観 測 拠 点 ま で の ル ー ト
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○建 設 物

建物 配置 を図に示 す。建物総面積 は約433.6㎡ で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通路兼 倉庫 ・冷 凍庫 ・飯 場棟 か ら

な る 。

あすか観測拠点配置
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あ す か 観 測 拠 点 建 物 一 覧

建 物 名
建設年(隊 次) 構 造

床面積㎡ 現 在 の 用 途

30マ イ ル 小 屋

1984(25) 鋼板塩 ビ加工パ ネル

25.9 30マ イル点 の居住

飯 場 棟

1984(26) 鋼板塩 ビ加工 パネル

14.6 1986年(27次)で 移 設 。 倉 庫

主 屋 棟
1984(26) 木製 パネル

100.0 厨房 ・食 堂 ・通信 ・寝室

発 電 棟

1985(27) 木 製パ ネル

95.0 発電機室 ・風 呂 ・便所

観 測 棟

1986(28) 木製パ ネル

105.0 観 測室 ・医療室 ・寝室

通 路

1986(28) 鉄 パイ プラチス ・木製パネル,一 部分不燃 パ ネル

93.1 倉庫兼用

○電 力

常用電源 として30KVA(24KW)発 電機2機 が発電棟 に設置 されてい る。

その他 に5KVA,　 3KVA発 電機が非常用 として保管 されている。
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6.南 極地域観測資料整理

昭和62年 度 の南極地域観 測に係 る資料整理 は,第27次 越冬 隊及び第28次 夏 隊その他 の観測 で得 られた以下 の資料

等 について実施 された。

これ らの資料整理 は順調 に進 み,研 究発表 は,学 会等 における口頭発表 の他Memoirs,南 極資料,　JARE　 Dara

Reports及 び関係学会誌 において行われてい る。

観 測 項 目 デ ー タ 内 容1記 録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量{保 管機関

定常 ・気象 手塚 正一

地上気象観測 AMOS自 記記録 1986.2.1～ 月原簿 1年分 気象庁

アネロイ ド気圧計 1987.1.31 日原簿

月 表

日 表

自記記録紙(3cm/時)

自記記録紙(週 巻)

高層気象観測 1986.2.1～ 月原簿 1年分 〃

1987.1.31 月 表

日 表

高層指定面観測記録

オゾン全量観測 1986.2.1～ オゾン全量観測記録 1年分 〃

波長別直達日射計 1987.1.31 自記記録紙

ロボ ッ ト気象計 野 帳

積雪観測 野 帳

サ ン フ ォ トメー タ 自記記録紙,FD

特殊ゾ ンデ観測 特殊ゾンデ観測記録 随時

定常 ・電離層 鈴木 晃

電離層観測 イ オ ノ グ ラム 1986.1.20～ 35mmフ ィ ル ム100フ ィ ー ト 52巻 電波研究所

1987.1.19 Aス コー プ 周 波数掃 引

オ ー ロ ラ レー ダ 50MHz　 Aス コー プ 1986.1.20～ 35mmフ ィ ル ム100フ ィ ー ト 49巻

観測 1986.12.23 コマ撮 り

50MHz　 流 し撮 り 1986.1.20～ 35mmフ ィ ル ム100フ ィ ー ト 47巻 〃

1986.12.23 流 し撮 り

112MHz流 し撮 り 1986.1.20～ 同 上 35巻

1987.1.17

電離層吸収観測 リ オ メ ー タ20.30.50 1986.2.1.～ レクチ グラフ記録紙 526m

MHz 1987.L31 (380mm×200m)

マ グネH成 分 4チ ャ ン ネル1mm/分

リオ メー タ　30MHz 同 上 レクチ グラフ記録紙 526m

マ グネH成 分 (200mm×200m)

l　mm/分 ㌧

HF電 界強度 同 上 同 上 526m

8,10MHz
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関

オメガ電波受信 位 相 ・電 界強度 E906　 ANF 電波研究所

A 同 上 打点式記録紙25mm/時 12巻

B 同 上 同 上 12巻

総合記録 オ メ ガ,リ オ メ ー タ, 1986.2.1～ E906　 ANF 12巻

HF電 測, 1987.1.31 打 点式 記録 紙25mm/時 〃

オー ロ ラ レー ダ

定常 ・地球物理 内田邦 夫(*)荻 無里立 人

極光 ・夜光 全天 カメラ写真 1986.2.17～ 35%　 KODAK　 4-X 35巻 国立極地

1986.10.6 400feet,ISO400 研究所

地 磁 気 フ ラ ッ ク スゲ ー ト 1986.2.1～ 3チ ャンネル 打 点式 記録 紙 12巻 〃

磁力計3成 分 1987.1.31 2.5cm/h,　 YHPレ コ ー ダ

フ ラ ッ ク スゲ ー ト 1986.2.1～ 1チ ャ ン ネル 記 録,5cm/h 24巻 〃

H成 分 1987.1.31 YHPレ コー ダ

D成 分 同 上 同 上 24巻

Z成 分 同 上 同 上 24巻

K指 数 1986.2.1～ K指 数読取簿 12枚 tp

1987.1.31

絶対観測結果 1986.2.2～ 観測野帳 13回 〃

1987.1.14 観測分

地 震 地震波 1986.2.1～ 記録綴 目本電気三栄 レコーダ 24冊 〃

HES型 及 び 1987.1.31

PELS型 に よる 同 上 計測用磁気 テープ 12巻 t)

(但し長期 %イ ンチ3600フ ィー ト

欠測あ り) 7チ ャ ンネ ル,0.061PS

TEAC
デ ー タ レ コー ダ

R-950L

電算機用磁気 テープ 1巻 〃

1200フ ィ ー ト (編集 済)

地震自動観測装置

潮 汐 験潮記録 1986.2.1～ 記 録紙　 CHINOレ コー ダ 3巻 海上保安庁

1987.1.31 3cm/h 水路部

(*)潮 汐 デ ィ ジ タ ル 1986.2.1～ 電算機 用磁気 テープ 1巻 〃

デ ー タ 1987.1.31 1600BPI

2400フ ィー ト　MELCOM

70/25

グ ラ フ ィ ッ クハ ー ドコ ピーB5版 25枚 〃

1週 間/枚,テ ク トロ4631

宙空 ・地上観測(1)大 和田 毅 ・荻無里立人

超 高層 モニ タ 相関記録 1986.1.30～ 計測用磁気 テー プ%イ ンチ 25巻 国立極地

リ ング (マ グ ネH,　 CNA, 1987.2.1 3600フ ィ ー ト 研究所

地磁気脈動,　VLF 7チ ャ ン ネ ルFM記 録,0.031PS

TEAC　 R-950Lデ ー タ レ コー ダ
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録 媒体 ・記録 仕様 ・記録器 数 量 保管機関

相関記録 1986.1.30～ 8チ ャンネル 感熱記録紙 14巻 国立極地

(マ グ ネH,　 CNA, 1987.2.1 30cm/h 研究所

地磁気脈動,　VLF 28日/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ

地磁気三成分 1986.2.1～ 3チ ャンネル 感熱記録紙 3巻 〃

(EDA) 1987.2.1 2.5cm/h

4ケ 月/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ

(島津) 1986.1.24～ 3チ ャンネル 打点式記録紙 46巻 〃

1987.2.1 10cm/h

8日/巻,横 河 ハ イブ リ ッ ド

レ コ ー ダ

宙空 ・地上観測(1)大 和田 毅 ・荻無里立人

超高層モニ タ 地磁気全磁力 1986.1.24～ 1チ ャンネル 感熱記録紙 19巻 国立極地

リ ン グ (プロ トン磁力計) 1987.2.1 3cm/h 研究所

20日/巻,グ ラ フテ ッ ク

マ ルチ コー ダ

VLF放 射 1986.2.1～ オ ー デ ィ オ用磁 気 テ ー プ 480巻 り

ワイ ドバ ン ド信号 1987.1.31 %イ ンチllOOm

3.751PS,6時 間/巻

地磁気全磁力 1986.2.1～ 電算機用磁 気テー プ1600BPI 105巻 tl

地磁気三成分 1987.1.31 2400フ ィー ト,　MELCOM

地磁 気脈動,　CNA 70/25

VLF放 射 グ ラ フ ィ ッ ク ハ ー ド コ ピ ー 3400枚 〃

B5枚

12時 間/枚,5種,テ ク トロ

4631

宙 空 ・地上観 測 卿 菊池 崇 ・大和 田 毅

マ ル チ ビー ム MBRA　 (4固定方位 1986.2.3～ 計 測用磁気 テープ%イ ンチ 24巻 国立極地

リオ メー タ ULF,マ グネH) 1987.2.1 3600フ ィ ー ト 研究所

7チ ャ ン ネ ル,0.031PB,

TEAC　 R-950Lデ ー タレコー ダ

MBRB　 (掃 天 ビー ム 1986.2.4～ 同 上 24巻 〃

ULF,　 VLF) 1987.2.1

マ ルチ ビー ム 1986.2.8～ 8チ ャンネル 感熱記録紙 17巻 〃

リ オ メー タ 1987.2.1 30cm/時

(4固 定方位,掃 天

ビ ー ム,　 ULF, 20日/巻,三 栄 レ クチ グ ラ フ

マ グネH)

マ ルチ ビー ム 1986.2.6～ 6チ ャンネル 感熱記録紙 2巻 り

リ オ メー タ 1987.2.1 2.5cm/時

(4固 定方位, 6ケ 月/巻,三 栄 レクチ グ ラ フ

ULF,マ グ ネH)
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関

クイ ッ クル ッ ク 1986.3.5.～ PC9801プ リ ン タ ハ ー ドコ ピー 7冊 電波研究所

(4固 定方位,掃 引 1987.1.31 20分/1画 面

22方 位,　ULF・D CNAイ ベ ン トの みA4フ ァイ ル

成分)

宙空 ・オー ロラ光学観測 大和田 毅

フ ォ トメー タ観 測 固定4方 位及 び 1986.2.26～ 計測用磁気 テー プ%イ ンチ 8巻 国立極地

掃 天 フ ォ トメー タ 1986.10.5 3600フ ィ ー ト 研究所

7チ ャ ン ネ ル,0.061PS,

TEAC　 R-950L,デ ータ レコーダ

同 上 8チ ャンネル 感熱言醸乗組 3巻 〃

30cm/時

三栄 レクチグラフ

1986.2.24～ 電 算機 用磁気テープ1600BPI 9巻 〃

1986.10.6 1200フ ィー トMELCOM70/25

同 上 MELCOM70/25グ ラフィック 250枚 〃

ハ ー ドコ ピーB5判,12時 間/枚

テ ク トロ4631

宙空 ・オー ロラ光学観測 大和田 毅

オ ー ロ ラ テ レビ 全天 オー ロラ画像 1986.3.6～ ビデ オ カセ ッ ト　VHSI20分 用 126巻 国立極地

カ メ ラ(SIT管) 1986.10.4 標準速,全 天 テ レビカメラ 研究所

宙空 ・電離層研究観測 菊池 崇 ・鈴木 晃

VHFド ップ ラ ー 50MHz　 電波 1986.L29～ 電算機用磁気 テープ, 104巻 電波研究所

レー ダ オーロラ強度 及び 1986.12.19 MELCOM70/25,1600BPI

ドップ ラ ー 2400フ ィ ー ト

ス ペ ク トラ ー

50MHz流 星 エ コー 1986.1.30～ 同 上 13巻 〃

強度 及び ドップラー

ス ペ ク トラム

50MHz,112MHz 1986.2.1～ 感熱記録紙6cm/時 3巻 〃

電 波 オー ロ ラエ コー 1987.1.31 三栄測器6チ ャンネル

強度 レク チ グ ラ フ

短波 レーダ 反 射 高 度,エ コ ー強 1986.2.1～ 記録紙120mm/時 57巻 〃

度,カ メ ラ,マ グ ネ 1987.1.17 ハ イ ブ リ ッ ドレコ ー ダ

H

反 射 高 度,エ コ ー 1986.9.19～ 5イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ク, 6枚 〃

強度 1987.1.14 シ リア ル フ ァイ ルPC9801

パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ

宙空・人工衛星受信 荻無里立人

EXOS-C衛 星 PCMテ レー メー タ 1986.2.1～ 電算機用磁気テー プ,2400 10巻 国立極地

時刻信号 1987.1.21 フ ィー ト,　HITAC　 E-600 研究所

ミニ コ ン
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録 媒体 ・記録仕様 ・記録器 数 量 保管機関

PCMテ レメー タ信号

地上VLF信 号,

時刻信号

同 上 計 測 用磁 気 テ ー プ,%イ ンチ

3600フ ィー ト,TEACR-510

テ ー プ レ コー ダ

17巻

受 信 ロ グ ノー ト 同 上 B4版 横長 フ ァイル 1冊

PIス テ ー タス

HKデ ー タ

同 上 LP用 紙,A3版 横 長 フ ァイ ル

HITAC　 E-600ミ ニ コ ン

3冊

ISIS-2衛 星 PCMテ レメー タ信号

地上VLF信 号

時刻信号

1986.3.25

1987⊥25

計 測 用磁 気 テ ー プ,%イ ンチ,

3600フ ィー ト,151PS,

ハ ネ ウェ ル101デ ー タ レ コー ダ

3巻

受 信 ロ グ ノー ト 同 上 B4版 横長 フ ァイル 1冊

NOAA-9衛 星 PCMテ レ メー タ信 号

(HRPTデ ー タ)

1986.2.1～

1987⊥31

計 測 用磁 気 テ ー プ,%イ ンチ,

9600フ ィー ト,DR記 録,

601PS,ハ ネ ウェ ル101

デ ー タ レ コー ダ

30巻

地球撮影画像 同 上 ドライ シル バ ー紙,A3版 縦 長

フ ァイ ル,M3レ ーザ ー

フ ァ ッ クス

11冊

受 信 ロ グ ノー ト 同 上 B4版 横長 フ ァイル 1冊

雪氷 ・地学 西尾文彦,大 前宏和,森 一彦,浦 廓清蜂

測 量 トラ バ ー ス 測量

(昭和 ・み ず ほ 間)

1986.1.27～

2.16

測量記簿 3冊 国立極地

研究所

ス トレイ ン グ リ ッ ド 1986.2.25～

1987.1.19

測量記 簿,野 帳 3冊

やま と三 角鎖測量 1986.12.14～

12.20

測量記簿 1冊

平均傾斜 1986.3.1～

12.30

野 帳 1冊

JMR 位置,高 度 1986.1.30～

1987.2.7

カ セ ッ トテ ー プ 92巻

同 上 野 帳 1冊

浅層掘削 コ ア リス ト 1986.10.20～

1987.2.4

野 帳 2冊

氷厚測定 ア イ ス レー ダ

Aス コ ー プ及 び航 法

デ ー タ(デ ィジ タ ル)

1986.1.14～

12.6

磁 気 テ ー プ カ ー トリ ッジ 45巻

Aス コープモニタ画 像 同 上 8%ビ デ オ カ セ ッ ト 40巻

観測 メモ 同 上 野帳(A5版) 1冊

海氷厚測定 ステ ップ周波数 レー

ダの周波数,強 度,

位相値(デ ィジ タ

ル)

1986.6.11～

9.26

カ セ ッ トテ ー プ 12巻 電波研究所

観測 メモ 同 上 野 帳 2冊
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録媒体 ・記録 仕様 ・記録 器 数 量 保管機関

イ ンパ ル ス レー ダ

Aス コ ー プ

1986.9.25～

9.30

カ セ ッ トテ ー プ 7巻 国立極地

研究所

観測 メモ 同 上 野 帳 1冊

高度測定 気圧高度測定値 1986.1.24～

1987.2.5

野 帳 6冊

積雪表面形態 積雪表面の撮影 同 上 35脇 白黒 フ ィル ム 35本

雪氷 ・地学 西尾 文彦 ・大前 宏和

氷厚測定

'

ア イ ス レー ダ

Aス コー プ

1986.2～

1987.2

8%ビ デ オ カ セ ッ ト

テ ー プ(P6-120)

53巻 国立極地

研究所

Aス コー プ 同 上 ポ ロ ラ イ ド写 真,ア ル バ ム

フ ァイ ル

10冊

Aス コー プ 1986.5～

1986.7

CT-300デ ィジ タル カ セ ッ ト

テ ー プ

5巻

Aス コー プ 同 上 5"フ ロ ッ ピ ー デ ス ク 2枚

Zス コー プ 1986.3～

1986.4

35%ネ オ パ ンSSフ ィ ルム 20本

ビデ オ カ ウ ンター 1986.2～

1987.2

記録(ビ デ オなど)記 録簿

A4版

50枚

表面積雪 イ ンパ ル ス レー ダ

Aス コー プ

1986.11 ポロライ ド写真 40枚

検 層 孔 径 1986.1.4～

5.7

チャー ト紙,理 化電機R302V 4巻 国立極地

研究所

同 上 チ ャー ト紙,ジ オ ロ ー ガ ー 2巻

温 度 同 上 チ ャー ト紙,理 化電機R302V 1巻

傾斜計 同 上 記録,記 載簿A4紙 10枚

みずほ基地定常

気象

気 圧,気 温,日 射 1986.1.1～

10.12

記録 紙,打 点式記録計 10巻

風向,風 速 同 上 記録紙 10巻

天気,視 程等 同 上 A4フ ァ イ ル 3冊

気象記録 同 上 3.5"マ イ ク ロ フ ロ ッ ピ ー
.

デ ィ ス ク

10枚

雪温測定 表面雪温分布 同 上 野 帳A5版 1冊

積 雪 量 雪尺測定値 同 上 A4フ ァ イ ル 1冊

野 帳 1冊

3.5"マ イ ク ロ フ ロ ッ ピ ー

デ ィ ス ク

3枚

無人気象 風 向,風 速,気 温 1986.4～

1986.10

CT-300デ ジ タル カ セ ッ トテ ー プ 2巻

内陸気象 風 向,風 速,気 温

天気,視 程等

1986.2～

1987.2

野 帳A5版 3冊

雪氷 ・地学 赤外分光観測 深堀 正志

赤外分光観測 太陽 スペ ク トル 1986.2.27～

12.11

デ ィ ス ク カー トリ ッ ジ

4.56MB

59巻 東北大学

理学部
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観 測 項 目 デ ー タ 内 容 記録期間 記録 媒体 ・記録 仕様 ・記録 器 数 量 保管機関

大気 中のCO、 濃度 CO,濃 度 1986.2.1～ VKP36打 点 レコー ダ記録紙 12巻

測定 1987.1.31 AD5312マ ルチ ロ ギ ン グ メ ー タ 36冊

プリンタ用紙

MT-2GPカ セ ッ トテ ー プ 40巻

生物 ・医学 内藤 靖彦 ・佐藤 安弘

バ イ オマ ス 水 中テ レビ 1986.4～ VHSビ デ オ テ ー プ 9巻 国立極地

1986.7 研究所

動物行動記録 1986.11～ マ イ ク ロ デ ー タ レコ ー ダ 4巻

1986.12

環境 モニ タリング 動物 セ ンサス 1986.4～ 長 尺 フ イル ム,35mm 11巻

1987.1 200フ ィ ー ト

動物 セ ンサス他 1986.9～ エ ク タ ク ロ ー ム フ ィ ル ム,35mm 20本

1986.12

生物 ・医学 井上 正鉄

地 衣 類 群落調査記録 1986.12.17～ 植生調査 票(B5版) 183枚1秋 田大学

1987.1.14

積雪調査記録 1986.7.29～ ビデ オ テ ー プ(ベ ー タ) 5巻

1987.1.8

地衣類 ・地形写真 1985.12.26～ フ ィ ル ム(コ ダ カ ラ ー35mm, 100本 秋田大学

1987.2.2 リバ ー サ ル)

永久方形区資料 1986.12.30～ フ イ ル ム(コ ダ カ ラ ー35mm, 23地 点 国立極地

1987.1.14 ネガ) 研究所

植生調査票,他

微気象観測記録 1986.11.21 マ イ ク ロ ケ セ ッ トテ ー プ 7巻

1987.1.14

生物 ・医学 河合 勇一

深部体温及び長時 深部体温及び長時間 1985.11.18～ カ セ ッ ト磁 気 テ ー プ 10巻

間心電図測定 心電 図記録(18時 間) 12.17 長時間心電図

1986.3.9～ 記録装置SM-26特 10巻

3.26,4.21 フクダ電子

1986.5.11～ 10巻

5.28,6.11

1986.7.14～ 10巻

8.12

1986.9.17～ 10巻

10.2

1986.11.11～ 10巻

12.1

1987.1.3～ 10巻

1.21
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観 測 項 目1試 料 名1採 取期間 採 取 場 所1試 料の形態 数 量1保 管機関

雪氷 ・地学 西尾 文彦 ・長 田 和雄

浅層掘削 G6コ ア 1986.11.20～

12.3

G6地 点

(73°07'S

39°46'E)

11cmφ ×50cm

氷 柱 中 ダ ン ボ ー

ル詰

39梱 国立極地

研究所

基岩 コア 1986.12.26～

12.31

基 岩

(71°45'S

35°56'E)

llcmφ ×50cm

氷 柱 中 ダ ンボ ー

ル詰

11梱

あすか コァ 1987.2.1～

2.4

あすか基地

RY257地 点

11cmφ ×50cm

氷 柱 中 ダ ンボ ー

ル詰

18梱

表層掘削 3～7mコ ア 1986.2.1～

1987.1.20

S25,G1,み ず

ほ,G16,G2,

G9,G10,G11,

Gl2,Gl3,K26

7　cmφ ×50cm

雪 柱

11梱

高度別飛雪採取 飛雪 サ ンプル 1986.2～

1987.2

みずほ基地

Sl6→ あすか

基 地

250ccサ ンプ ル

瓶 ダ ンボ ー ル 詰

5梱

飛雪の微量成分 飛雪 サ ンプル 同 上 同 上 250,500.1000

ccサ ン プ ル 瓶,

ダ ン ボ ー ル 詰

12梱

積雪の微量成分 積雪 サ ンプル 1986.2～

1986.4

みずほ基地 ダ ンボ ー ル 詰 1梱

積 雪ブ ロック 1987.2.3 あすか基地 同 上 3梱

同 上 1987.1.27 同 上 同 上 3梱 名大水圏

研

放射性核種測定 飛雪サ ンプル 1986.2～

1987.2

みずほ基地

S16→ あすか基地

同 上 9梱 国立極地

研究所

積雪中の化学成分 積雪小 ブ ロック 1986.1～

1986.4

S16→ み ず ほ 基 地

G15

同 上 4梱

化学成分の積雪

表面分布

積 雪小 ブ ロック 1986.2～

1986.11

S25,

G2,G6

同 上 3梱

降雪の微量分析 降雪サ ンプル 1986.7 昭和基地 同 上 1梱

積雪中の微量成分

の垂直分布

ピ ッ トサ ンプ ル 1987.2.3 RY257 同 上 5梱

火山灰抽出積雪 積雪ブ ロック 1986.8.7 S25 同 上 5梱

氷河底部氷 氷河底汚れ氷 1986.7.10 ハムナ氷爆 同 上 3梱

海氷構造 海氷 コア 1986.7～

1986.9

オングル海峡 同 上 2梱

火山灰層裸氷試料 裸氷ブ ロック 1986.12.20～

1987.1.5

K26,

RY4'

同 上 9梱

氷中の隈鉄 阻 鉄 1987.1.4 や まとC群 西方 同 上 1梱

阻石 陽 石 1986.12.9～

1987.L25

や まと陽石氷原

セー ルロンダー ネ

同 上 2梱
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観 測 項 目 試 料 名 採取期間 採 取 場 所 試料の形態 数 量 保管機関

エア ロゾル粒子

採 集

エア ロゾ ル粒子 1986.1.30～

1987.2.3

みずほ基地～

あすか基 地

炭素被膜 電顕

メッシュ

20個 名大水圏

研

カルシ ウム被膜

電顕 メッシュ

15個

バ ル クサ ンプ ル

フ ィ ル ター

10個

雪氷 ・地学 深堀 正志

大気 中のCO,濃 度

測定

大 気 1986.2.2～

1987.1.31

環境棟 550m乏 ガ ラ ス フ ラ

ス コ に3気 圧 加

圧 採 集

32 東北大学

理学部

大気 中のCO、濃度

鉛直分布測定

大 気 1986.1.14～

1986.12.19

昭和基地

あすか観測拠点

550m乏 ガ ラ ス フ ラ

ス コ に3気 圧 加

圧 採 集

85

大気 中のCO、 濃度

測定

大 気 1986.1.25～

1986.12.15

環境棟上空側50

m

500m乏 ガ ラ ス フ ラ

ス コ に加 圧 採 集

24 米国海洋

大気局

大 気 中ハローカーボン

濃 度 測 定

大 気 1囲6.1.21～

1986.12.15

海氷ヒ ステンレスシリンダー

に大 気 圧 で 採 集

8 東京大学

理学部

大気 中のフレオン

一酸化二窒素濃度

測定

大 気 1986.2.16～

1987.1.13

観測棟北側50m ステンレスシリンダー

に大 気 圧 で 採 集

12 気 象

研究所

エ アロゾル粒子

採集

エ アロゾル粒子 1986.1.25

1987.1.20

観測棟屋上 炭素被 膜電顕

メッシュ

18 名 大

水圏研

カル シ ウ ム被 膜

電顕 メ ッ シ ュ

8

ブ イ ル タ ー 6

生物 ・医学 内藤 靖彦 ・佐藤 安 弘

バ イ オマ ス ラ イ ト トラ ップ

サ ンプ ル

1986.4～

1986.7

北 ノ浦 ア ル コー ル標 本

(250ccポ リ ビ ン)

8本 国立極地

研究所

テ トラサ イ ク リ ン グ

ギ マ ー キ ン グ稚 魚

サ ンプ ル

1986.4～

1986.7

北 ノ浦 冷 凍標 本

(250ccポ リ ビ ン)

6本

生物 ・医学 井上 正鉄

地 衣 類 地衣類 サ ンプル 1985.12.27～

1987.2.2

ブ リンス オラフ

海岸,宗 谷 海岸

紙 ・布 袋 735kg 秋田大学

雪サ ンプル 1986.12.2

1986.12.5

ラ ングホブデ ビニ ー ル袋 84kg

環境 モニ タリング 藻類(水 生)サ ンプル 1987.1.6 ラ ングホブデ ビニール袋,冷 凍 12kg 奈良女子

大学

土壌(藻 類 モニ タリ

リング用)

1987.1.28 東 オ ングル ビニール袋,冷 凍 22kg 島根大学

生物 ・医学 河合 勇一

環境 モニ タリング 土壌(細 菌 モニ タリ

ング用)

1987.1.27

1987.1.28

東 オ ングル シ ャー レ,冷 凍 21kg 北 里

研究所
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そ の 他

研 究 課 題
資料 整理担 当者 の
氏名 ・所属 ・職名

実 施 の 概 要 ・ 成 果

1.交 換 科学者

チ リ南極観 測 隊 へ

の同行 によ る超 高層

物理観測

小 野 高 幸

(極地研 ・助 手)

キングジ ョージ島 のマー シ ャ基 地 にお い てNNSS衛 星電

波 を用 いた電離層電子密 度 ゆ らぎの観 測装 置 を設 置 し連

続的 に電離層全電子数 のデータを収得 した

2.地 質図作成 国立極地研 究所 ポ ッ ンネ ー セ地 域 の25,000分 の1の 地 質図 を作 成 した。
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V大 学院教育に対する協力

研 究 分 野 氏 名 所 属 研究項目

超高層物理学

岡 村 宏 電気通信大学大学院電気通信学研究科

極域超高層物理学

笹 原 敏 也 山形大学大学院理学研究科

池 田 修 一 電気通信大学大学院電気通信学研究科

鈴 木 裕 武 立教大学大学院理学研究科

気象 ・雪氷 学

清 水 正 修 電気通信大学大学院電気通信学研究科

極地気象学長 田 和 雄 名古屋大学大学院理学研究科

江 角 研 二 東北大学大学院理学研究科

地 学

村 上 克 美 東海大学大学院理学研究科

南極固体地球物理学

池 上 吉 広 神戸大学大学院理学研究科

生 物 学

山 田 智 北海道大学大学院水産学研究科

南極海洋生態学

沼 波 秀 樹 東京水産大学大学院水産学研究科
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図 書 ・刊 行 物

1.図 書

(1)図 書 室 の 概 要

当 図 書 室 は,極 地 関 係 の 文 献 セ ン ター と して,南 極 ・北 極 に関 す る 文 献 の 収 集 に力 をそ そい でい る。 また,研 究 ・

教 育 機 関 の 図 書 室 と して,極 地 観 測 に関 連 す る 自然 科 学 全 般,た と えば 超 高 層 物 理,気 象,地 球物 理,雪 氷,地 学,

海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学 、 陽 石 、 デ ー タ解 析 な ど に関 す る文 献 ・資 料 の 収 集,整 理,充 実 に も

つ とめ て い る。 昭 和 基 地,あ す か観 測 拠 点 の図 書 につ い て も,図 書 室 で 収 集,管 理 を して い る。 過 去5年 間 の 年 度

別蔵 書 数 お よび増 加 冊 数 を(2)に,年 度 別 所 蔵 雑 誌 タ イ トル数 を 。(3)に示 す 。

当研 究 所 の刊 行 物 の うち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series

A,B,C,D,E,F,G,SpecialIssue(不 定 期),　Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 (Upper　 Atmos-

phere　 Phy・i・ ・,　P・1・・　M・t・…　 1・gy　 and　 Gl・ ・i・1・gy,　A・tarcti・ 　G・ ・sci・nces,　 A・tarcti・ 　M・t…　 ites,

Polar　 Biologyの5シ リー ズ を各 年1回),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　Antarctic　 Geological　 Map　 Se

ries　 (不 定 期),　Specail　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定期),Catalog(不 定

期)の 編 集 ・出版 業 務 を図 書 室 で 行 っ てい る。 過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よび 頁 数 を(4)に,昭 和62年 度 の 刊 行

物 を2に 示 す 。

(2)年 度別蔵書数および増加冊数
()内 は増加冊数

58年 度 59年 度 60年 度 61年 度 62年 度

単 行 本

和 書

洋 書

3,314

(197)

7,067

(471)

3,497

(183)

7,523

(456)

3,735

(238)

7,904

(381)

3,871
(136)

8,337
(433)

4,025

(154)

8,765

(428)

計
10,381

(668)

ll,020
(639)

11,639

(619)

12,208

(569)

12,790

(582)

製 本 雑 誌

和 雑 誌

洋 雑 誌

1,003

(80)

8,781

(579)

1,088
(85)

9,449

(668)

1,195

(107)

10,019

(570)

1,251
(56)

10,517
(498)

1,321

(70)

11,145

(628)

計
9,784

(659)

10,537
(753)

11,214

(677)

11,768
(554)

12,466

(698)

合 計
20,165

(1,327)

21,557

(1,392)

22,853

(1,296)

23,976

(1,123)

25,256

(1,280)

(3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数

58年 度 59年 度 60年 度 61年 度 62年 度

和 雑 誌

洋 雑 誌

301

1,354

319

1,444

364

1,503

403

1,610

433

1,660

計 1,655 1,763 1,867 2,013 2,093
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(4)年 度別出版冊数および頁数

58年 度 59年 度 60年 度 61年 度 62年 度

冊 数(頁 数) 冊 数(頁 数) 冊 数(頁 数) 冊数(頁 数) 冊 数(真 数)

南 極 資 料 3(358) 4(483) 3(321) 3(285) 3(246)

Memoirs　 NIPR 6(1,328) 7(1,304) 5(1,491) 8(1,632) 2(365)

Proceedings　 NIPR 5(1,154)
Syrnposium

■

JARE　 Data　 Reports 11(947) 12(1,179) 11(837) 9(848) 10(866)

Catalog 2(484)

Antarctic　 Geological 2(21) 2(35) 2(40) 2(28) 1(19)

Map　 Series

Special　 Map　 Series　 NIPR 1(63) 1 1(21)

Antarctic　 Meteorite 1(33)
Distribution　 Map

出 版 リ ス ト 1(6)

学 術 雑 誌 目 録 1(69)

計 24(2,750) 26(3,001) 23(2,716) 23(2β62) 23(3,134)
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 2  . ff5c-LfifrTf1.14-7-Itt 

           Vol. 31, No.2 (July 1987, p.93-162) 

           Vol. 31, No.3 (November 1987, p.163-237) 

           Vol. 32, No.1 (March 1988, p.1-101) 

Memoirs of National Institute of Polar Research 

 Ser. E (Biology and Medical  Science), No.38: Pelagic shrimps (Crustacea: Decapoda) from the 

   Southern Ocean between 150' E and 115' E, by Iwasaki and Nemoto.40p. August 1987. 

 Special Issue, No.48: Proceedings of the Nagata Symposium on Geomagnetically Conjugate 

   Studies and the workshop on Antarctic Middle and Upper Atmosphere Physics, ed. by N. 

   Sato. 325p. August 1987.

Proceedings of the NIPR Symposium 

 proceedings of the NIPR Symposium on Polar Meteorology and Glaciology, No.1,  161p. Septem-

 ber 1987. 

 Proceedings of the NIPR Symposium on Antarctic Geosciences, No.1 203p. September 1987. 

 Proceedings of the NIPR Symposium on Polar Biology, No.1, 265p. December 1987. 

 Proceedings of the NIPR Symposium on Upper Armosphere Physics, No.1, 205p. February 1988. 

 Proceedings of the NIPR Symposium on Antarctic Meteorites No.1,  320p. March 1988.

JARE Data Reports 

 No. 127 (Oceanography  8): Oceanographic data of the 27th Japanese Antarctic Research 

   Expedition from November 1985 to April 1986, by Iwanaga and Tohju. 56p. July 1987. 

 No.128 (Upper Atmosphere Physics  5): Upper atmosphere physics data, Syowa Station, 1985, 

   by Yamagishi et al. 272p. July 1987. 

 No.129 (Glaciology  15): Glaciological research program in East in Queen Maud Land, East 

   Antarctica, Part 6, Advance Camp, 1985, by Kikuchi and Ageta.  104p. September 1987. 

 No.130 (Meteorology  30): Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in 1986,  byO 

   hmae et al.  77p. December 1987. 

 No.131 (Seismology  21): Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1986, by Kami 

   numa K. 112p. February 1988. 

 NO.132 (Earth Science  4): Gravity survey in the Mizuho Plateau by Nagao and Kaminum 

 a. 32p. March 1988. 

 No. 133 (Ionosphere  37): Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica 

   in 1986, by Maeno and Suzuki. 96p. March 1988. 

 No.134 (Ionospnere  38): Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1986, by 

   Igarashi et al. 59p. March 1988. 

 No.135 (Marine Biology  11): Report on the phytoplankton pigment concentrations, Zooplankton 

   and benthos sampling during the JARE-27 cruise, Novenber 1985-April 1986, by Hattori and 

   Fukuchi. 28p. Marjch 1988. 

 No.136 (Marine Biology  12): Continuous recording of chlorophyll a with a moored buoy system 

   in Breid Bay, Antarctica. December 1985-February 1986, Fukuchi and Hattori.  30p. March 

   1988.

 -  104  -



Catalog

　 Catalog　 of　 moss　 specimens　 of　 Antarctic　 and　 the　 adjacent　 regions,　 comp.　 by　 Kanda,　 H.　 186p.

1987.

　 Photographic　 Catalog　 of　 the　 Antarctic　 Mereorites,　 Comp.　 by　 Yanai　 and　 Kojima.　 298p.　 1987.

Antarctic　 Geological　 Map　 Series

　 Sheet　 30:　 Southern　 Yamato　 Mountains　 (Massif　 A　 and　 JARE-IV　 Nunataks),　 1/2500　 with　 e

　 　 splanatory　 text,　 by　 Asami　 er　 a1.　 llp.　 with　 8p1,　 March　 1988.

3.刊 行 物 一 般

極地研 ニ ュース78～83

国立極地研 究所 要覧'87

日本南極地域観 測隊第27次 報告 (1985～1987)
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w－ 般 業 務

1諸 会議

(1)評 議員会議

研究所 の事業計画その他の管理運営 に関す る重要事項 につい て,所長 に助言す る。

(任 期60.9.29～62.9.28)

浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授 木 下 是 雄 学習院大学名誉教授

天 野 慶 之 東京水産大学名誉教授 木 下 誠 一 北海道大学低温科学研究所教授

有 江 幹 男 北海道大学長 古 在 由 秀 東京大学東京天文台長

梅 樟 忠 夫 国立民族学博物館長 斎 藤 成 文 東京大学名誉教授

江 橋 節 郎 岡崎国立共同研究機構生理学研 澤 田 龍 吉 九州大学名誉教授

究所長 永 田 武 国立極地研究所名誉教授

大 塚 喬 清 放送大学学園理事 西 川 哲 治 高 エネルギー物理学研究所長

小 田 稔 宇宙科学研究所長 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授

香 月 秀 雄 放送大学長 諸 澤 正 道 国立科学博物館長

加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 山 本 草 二 東北大学法学部教授

茅 誠 司 東京大学名誉教授

第18回 評議員会議 昭和62年4月24日(金)

議題

1.研 究組織 につい て

2.昭 和62年 度予算 につ いて

3.研 究所 における研究活動 につ いて

4.南 極観測事業 関係 につ いて

5.南 極条約 関係事項 について

6.総 合研究大学 院大学 につ いて

第19回 評議員会議 昭和63年1月14日(木)

1.研 究組織 について

2.昭 和63年 度予算 について

3.研 究 所における研究 活動 について

4.南 極 観測事業 関係 について

5.南 極 条約関係 について

6.総 合研 究大学院大学 について
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(2)運 営協議員会議

極 地観 測の実施その他 の研 究所 の運営 に関す る重要事 項で所長が必 要 と認め るもの について所長の諮問 に応 じ

る。

(任期60.9.29～62.9.28)

内 田 祥 哉 明治大学工学部教授 中 瀬 明 男 東京工業大学工学部教授

大 家 寛 東北大学理学部教授 中 西 哲 神戸大学教育学部教授
、

大 林 辰 蔵 宇宙科学研究所太陽系プラズマ 根 本 敬 久 東京大学海洋研究所長

研究系研究主幹 蜂須賀 弘 久 京都教育大学教授

加 藤 進 京都大学超高層電波研究センタ 藤 原 健 蔵 広島大学文学部教授
一 長 若 濱 五 郎 北海道大学低温科学研究所教授

北 野 康 椙山女学園大学教授 星 合 孝 男 国立極地研究所企画調整官

甲 藤 好 郎 日本大学理工学部教授 平 澤 威 男 国立極地研究所研究主幹

木 崎 甲子郎 琉球大学理学部長 川 口 貞 男 国立極地研究所資料主幹

高 木 章 雄 東北大学理学部付属地震予知観 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授

測 セ ン ター長 神 沼 克 伊 国立極地研究所教授

田 中 正 之 東北大学理学部付属超高層物理 渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授

学研究施設教授

第46回 運営協議 員会議 昭和62年6月22日(月)

1.教 官 人事 について

2.第30次 南極地域観測計画 及び外 国共 同観測(案)に ついて

3.昭 和63年 度概算要 求基本方針 について

4.第29次 南極地域観測 隊の編成 について

5.昭 和62年 度外 国基地派遣 について

6.隊 長等候補者選考 の取扱 いについて

第47回 運営協議員会議 昭和62年10月30日(金)

1.教 官 人事 について

2.第30次 南極地域観測 隊長 ・副隊長 につ いて

3.第29次 南極地域観測 隊行動実施計画(案)に ついて

4.大 学 院教育へ の協力 及び総合研究大学 院について

5.昭 和63年 度共 同研究員 の公募 について

第48回 運営協議員 会議 昭和63年2月23日(火)

1.第30次 南極地域観測実施計画(案)に ついて

2.昭 和63年 度共 同研究 について

3.教 官 人事 について

(3)専 門委 員会

所長 の諮 問に応 じ,運営協議員 会議 か ら求 め られた極地観測事業 の実施 に関する専 門事項

についての調査審議 を行 う。

一 宙空専 門委 員会
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二 気水圏専門委員会

三 地学専門委員会

四 生物 ・医学専門委員会

五 定常観測専門委員会

六 国際共同観測専門委員会

七 設営専門委員会(機 械分科会,建築分科会,通信分科会,航空分科会,食糧分科会)

(4)南 極地名委 員会

研究所が作成する南極の地名の原案について,所長に助言する。

(5)編 集委 員会

所長の諮問に応じ,極地観測の成果その他の研究成果等の編集について調査審議を行う。

(6)極 地観測隊 員健康判 定委 員会

所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す

る事項について調査審議を行う。

(7)極 地観測 記録 映画作 成委員会

所長の求めに応じ,極地観測に関する記録映画の作成について助言を行う。

(8)共 同研究委員会

所長の諮問に応じ,共同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項について調査審議を行う。

(9)南 極鉱物資源特別委員会

所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行う。

⑩ 南極海洋 生物資源特別委 員会

所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う。

(11)南 極 陽石研 究委 員会

所長の諮問に応じ,南極限石に関する諸問題について調査審議を行う。

(12)氷 床 コア研究委員会

所長の諮問に応じ.氷床コアに関する諸問題について調査審議を行う。

(13)所 内委 員か らなる会議

ア 運営会議

イ 部課長会議

ウ 教授会
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エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ

ニ

ヌ

ネ

教授懇談会

教官人事委員会

教官会議

大学院教育協力委員会

企画調査会議

南極観測安全対策会議

隊長等選考委員会

南極地域観測準備連絡会議

図書委員会

低温資料委員会
一般資料委員会

情報処理センター運営委員会

共同研究連絡会

輸送問題検討委員会

昭和基地電算機運営委員会

機種選定委員会

押売等防止対策協議会

職員レクリエーション委員会

極地研ニュース編集委員会

顧問会議

防災対策委員会
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2.職 員 の外 国出張

(1)外 国 出 張

川 口 貞 男 教 授

渡 邉 興 亜 教 授

62.4.25～5.9

藤 井 理 行 助 教 授

62.4.25～7.4

吉 田 栄 夫 教 授

62.5.1～5.23

藤 井 良 一 助 手

62.5.19～63.5.19

福 地 光 男 助 教 授

62.5.31～6.18

松 田 達 郎 所 長

62.6.6～6.14

江 尻 全 機 教 授

山岸 久 雄 助 手

62.7.29～9.2

小 野 高 幸 助 手

62.8.15～10.2

平 澤 威 男 教 授

62.8.8～8.17

神 沼 克 伊 教 授

62.8.8～8.18

吉 田 栄 夫 教 授

62.8.21～9.2

星 合 孝 男 教 授

内藤 靖 彦 教 授

62.9.11～9.19

神 沢 博 助 手

62.9.20～11.18

松 田 達 郎 所 長

62.10.2～10.18

内藤 靖 彦 教 授

62.10.24～11.8

佐 藤 夏 雄 助 教 授

飯 嶋 裕 一 事 務 官

ノルウェー,デ ンマー ク 北極圏 におけ る氷床 コアによる比較氷河観測

同 上

ブラジル,ウ ルグァイ 第14回 南極条約協議国会議準備会合及び第10回 南極鉱物資源

協議出席

アメリカ合衆国 昭和基地 と人工衛星同時観測デー タを用いた磁気圏 一電離圏結合の

研究

フランス 南極海の変動 と海洋生物資源,特 にオキア ミ資源 に及ぼす影響 に関す る科

学セ ミナー及 びCCAMLR生 態系モニ タリング作業部会出席

アメリカ合衆国 南極研究所長会議出席

ノルウェー,デ ンマー ク,ア イスラン ド グリーラン ド ・アイスラン ド ・スピッツベ

ルゲン地域 にお ける極域電磁現象の特性研究

アイスラ ンド 同 上

カナダ 第19回 国際測地学 ・地球物理学連合総会出席

同 上

連合王国 南極研究科学委員会地質学作業委員会公式会合出席

中華人民共和国 南極海洋生物研究及 び日中南極共 同研究協議

アメ リカ合衆国 極域 中層大気 の運動 と物資輸送 の研究

ブラジル 第14回 南極条約協議 国会議出席

オース トラ リア 南極海洋生物資源保存委員会 第6回 年次通常会合(科 学委員会)

出席
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62.11.14～63

渡 邉 興 亜

矢 内 桂 三

和 田 誠

青 木 周 司

神 田 啓 史

大 谷 修 司

大塚 英 明

62.ll.14～1

小 野 高 幸

62.12.30～63

内 藤 靖 彦

福 地 光 男

63.1.6～1

吉 田 栄 夫

63.1.16～2

西 尾 文 彦

63.2.11～2

川 口 勝

鈴 木 由 喜 男

63.3.18～3

川 口 貞 男

嶋 田 康 夫

63.

川 口

63.

(2)

神 沢

62.

ン

矢 内

62.

小 島

62.

船 木

62.

神 沢

62.

白石

62.

3.27

教授

助教授

助 手

助 手

助教授

助 手

技 官

3.28

助 手

2.16

教授

助教授

18

教授

3

助教授

28

会計 課長

企 画係 長

25

教授

総務係 長

3.23～3.29

貞男 教授

4.4～4.9

海 外 研 修 旅 行

博 助 手

5.14～5.25

桂 三 助 教 授

7.13～8.3

秀 康 助 手

7.16～8.8

實 助 手

8.5～9.1

博 助 手

8.8～9.1

和 行 助 教 授

8.10～9.15

南極地域 南極地域における観測調査

南極地域 南 極地域 におけ る観測調査

チ リ,南 極地域 チ リ南極観測隊への同行 による超高層物理観測

アメリカ合衆国 アラスカ大学海洋研究所 との共同研 究打合せ及びアメ リカ北極研 究

計画年次会議 出席

ニ ュー ジー ラン ド 第11回 南極鉱物資源協議出席

オース トラリア ・ニ ュー ジー ラン ド 氷の動 力学に関す るシンポ ジウム出席

オース トラリア 南極観測船 「しらせ」の シ ドニー初入港 に伴 う諸業務調整等

中華人民 共和 国 南極海氷 ・気象の研 究協議 及び中国南極観測実情調査

ア メリカ合衆 国 大気科学に関する共同研 究

オース トラリア,南 半球中層 大気及び中層 大気 におけ る重力波 と乱流 に関す るジ ョイ

ト国際 ワー クシ ョップ出席

連合 王国 第50回 国際陽石学会出席及び南極 限石の分類学的研 究

同 上

連合王国 第5回 南極地球科学 シンポ ジウム出席及び岩石,限 石の磁 気学的研究

カナ ダ・ア メリカ合衆国 第19回 国際測地学 ・地球物理学連合総会及 び第6回 大気,

海洋の波及び安全性 に関す る会議出席

スリランカ ・連合王国 ・ドイツ連邦 国際地質対比計画会議,第5回 南極地球科学 シ
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ンポジウム出席及び南極地質学研究

神 沼

62.

矢 内

62.

福 地

62.

克 伊 教授

8.21～9.2

桂 三 助 教授

8.26～8.29

光 男 助 教授

10.12～10.18

内 藤 靖 彦 教 授

63.2.11～2.21

連合王国 第5回 南極地球科学 シ ンポジ ウム出席

大韓民国 韓国南極地球科学シンポジウム出席

アメリカ合衆国 動物 プ ランク トン/動 物 プ ランク トンの関連 についてのバイオマス

研 究計 画デー タ解 析作 業部 会出席

アメリカ合衆国 キ タゾ ウアザ ラ シの潜水行動 実験研究

3.外 国人研 究者

外国人来訪者

4月13日 　　 Dr.　 LEITCH,E.　 (シ ドニ ー 大 学 上 級講 師)

5月14日 ～18日 　　 Dr.　 BHALLA,　 S.　(イ ン ドア リ ガル ・モ ス リム 大 学教 授)

5月29日 ～6月1日 　　 Dr.　 LINDNER,　 L.　 (オ ラ ン ダ原 子 物 理研 究 所 主 任研 究 員)

6月2日 　　　 　 Dr.　 HARKANTRA,　 S　(イ ン ドゴ ア海 洋研 究 所研 究 員)

6月8日 ～10日 第12回 南 極 陽 石 シ ン ポ ジ ウ ム出 席 者

Dr.　 ARNOLD,　 J.　 (カ ル フ ォル ニ ア大 学 サ ンデ エ ゴ校 教 授)

Dr.　 EUGSTER,　 O.　 (ベ ル ン大 学理 学 部 講 師)

Dr.　 PRINZ,　 M.　 (ア メ リカ 自然 史 博 物 館 研 究 員)

Dr.　 KALLEMEYN,G.　 (カ ル フ ォ ル ニ ア大 学 ロサ ンゼ ル ス校 研 究 員)

Dr.　 KOEBERL,C.　 (ウ ィー ン大 学 化 学 部 研 究 員)

Dr.　 ANNEXSTAD.J.　 (ベ ミジ州 立 大 学 理 学 部 准 教 授)

Dr.　 DANON,J.　 (ブ ラ ジ ル 国立 観 測 所 長)

Dr.　 BEUKENS,　 D.　 (ト ロ ン ト大 学 放 射 線 セ ン ター助 教 授)

Dr.　 ZBIK,　 M.　 (ワ ル シ ャワ大 学 地 質部 講 師.日 本 学 術 振 興 会 外 国 人研 究 者)

6月19日 ～23日

6月22日 ～24日

6月23日 ～25日

6月29日

7月2日

7月18日 ～21日

Dr.　 NISHIYAMA,　 T　 (ア ラ ス カ大 学 海 洋 研 究 所 准教 授)

梁 礎 堅(Mr.　 Ling　 Chujian,中 国測 量 局 地球 物 理 研 究 所 研 究 員)

播 顯 章(Mr.　 Pan　 Xianzhang,同)

張 賢林(Mr.Zhang　 Xianlin,同)

Dr.　 BHALLA,　 S　 (イ ン ドア リガ ル ・モ ス リム大 学 教 授)

朴 柄 権 　(Dr.　 Park　 Byongwon.韓 国 科学 技 術 院 海 洋研 究 所 先 任 研 究員)

石 奉 出(Mr.　 Suk　 Bongcheo1.同 研 究 員)

モ ン タナ 鉱 物 工 科 大 学 資 源調 査 団

Dr.　 BERG,　 R.　 (教授)

Dr.　 SONDEREGGER,　 J.　 (教授)

Dr.　 VOLBORTH,　 A.　 (教授)

Dr.　 SCHOLES,　 M.　 (准 教授)

Dr.　 DERKEY,　 R.　 (准 教授)

Dr.　 ZELHEN,　 L.　 (鉱 物 博 物 館 副 館 長)

Mr.　 THOMSON,　 R.　 (ニ ュー ジ ラ ン ド南 極 局 長)
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8月20日 　 　 　 　 Mr.　 BEHREND,　 D.　 (ア ラ ス カ大 学 副 学 長)

8月26日 　 　 　 　 Dr.　 BAKER,　 M.　 (国際 学 術 連 合事 務 局長)

8月28日 　 　 　 　 Dr.　 MORY,　 M.　 (仏 ドメ ンヌ大 学 グル ノー ブ ル 力学 大 学 研 究所 教 授)

8月29日 ～9月6日 　 Dr.　 LEBOEUF,　 B.　 (カ ル フ ォル ニ ア大 学 サ ン タ クル ス校 海 洋研 究 所 教 授)

9月1日 ～9月10日 日中低 温 実験 室 共 同研 究

董 兆 乾(Mr.　 Dong　 Zhaoqing,中 国極 地研 究 所 長)

萢 潤卿(Mr.　 Fang　 Runging,同 研 究 員)

揚 錨(Ms.　 Yan　 Jin.華 東 建 設 設計 研 究 所研 究 員)

胡 精発(Mr.　 Hu　 Jingfa,同)

項 弓朋中(Mr.　 Xiang　 Pengzhong,同)

夏 教 根(Mr.　 Xia　 Jiaogon,同)

9月14日

9月28日

10月6日 ～ll日

10月15日

10月16日

10月20日

10月21日

10月23日 ～25日

10月26日 ～28日

11月2日

11月10日 ～13日

11月12日

11月13日

11月22日 ～27日

11月23日 ～12月7日

11月28日 ～12月10日

12月3日

12月19日

1月5日

1月8日 ～16日

1月23日 ～28日

3月10日

3月10日 ～16日

3月15日

3月28日

Dr.　 UBEROL,　 C　 (イ ン ド科 学 研 究 所 教授)

呂 位 秀(Mr.　 Lu　 Weixiu.中 国 科 学 院 大 気 物 理研 究 所 研 究 員)

Dr.　 BEHRENDT,　 J.　(米 国 地 質 調 査 所 主 任 研 究 員)

Dr.　 CHIAN,　 A.　 (ブ ラ ジ ル宇 宙 科 学研 究 所 研 究 員)

Dr.　 SPILHAUS　 Jr.　A.　 (米 国 地 球 物 理 事 務 局 長)

Dr.　 BOWMAN,　 J.　(英 国 自然 環 境 研 究 会 議 総 局 長)

Dr.　 JONES,　 D.　 (英 国 南 極 調 査 所 研 究 員)

Mr.　 FERNHOLM,　 B.　 (ス トッ ク ホ ル ム 自然 史 博 物 館 教授)

Mr.　 RUDBAECK,　 G.　 (ス エ ー デ ン極 地 研 究 事 務 局 副 局 長)

Dr.　 KAITALA,　 S.　(フ ィ ン ラ ン ド大 学 生 物 学 科 教 授)

Dr.　 MOLCHANOV,　 O.　 (ソ 連 科 学 ア カ デ ミー地 球 物 理 学 研 究 所 教授,　VLF部 長)

Dr.CARTER,　 W.　 (米 国 国 立 大 気 海 洋 局 測 地 学 研 究 所 研 究 員)

第29次 南 極 地 域 観 測 隊 同行 交 換 科 学 者

曲紹 厚(Mr.　 Qu　 Shaohou,中 国科 学 院 大 気 物 理 研 究 所 研 究 員)

張 文 敬(Mr.　 Zhang　 Wenking,中 国科 学 院 蘭 州 氷 河 凍 土 研 究 所 研 究 員)

Dr.　 AKASOFU,　 S.　 (ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 学 研 究 所 長)

Dr.　 ULYANOV,　 A.　 (ソ連 科 学 ア カ デ ミー地 球 化 学 研 究 所 研 究 員)

第10回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム 出席 者

Dr.　 FRIEDMAN,　 E.　 (フ ロ リ ダ州 立 大 学 生 物 学 科 教 授)

Dr.　 BOLTER,　 M(キ ー ル大 学 極 地 生 態 学 研 究 所 研 究 員,

Dr.　 DIBBLE,　 R.　 (ウ ェ リ ン トン ・ビ ク トリア大 学 助 教 授)

Mr.　 JAYATILAKE,　 S.　 (ス リ ラ ンカ 科学 工業 研 究 所 研 究 員)

Dr.　 TROITSKIY,　 P.　 (ソ連 科 学 ア カデ ミー 地球 物 理研 究所 上級 研 究 員)

Dr.　 MONTAGUE,　 T　 (モ ナ シ ュ大 学 助 手)

Mr.　 STENROOS,　 S.　(ヘ ル シ ン キ大 学 助 手)

Dr.　 MENG,　 C.　 (ジ ョンズ ホ プ キ ン ス大 学 応 用 物 理研 究 所 主 任研 究 員,第11回 極 域 に お け る

電 磁 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム出 席

Dr.　 OHAKE,　 T.　 (ア ラ ス カ大 学 地 球 物 理 研 究 所 名 誉 教授)

Mr.　 JAYATILAKE,　 S.　(ス リラ ン カ科 学 工 業 研 究 所 研 究 員)

Dr.　 McROY,　 P.　 (ア ラ ス カ大 学 海 洋 研 究 所 教 授)

Dr.OBERHANSLI,　 R.　 (ベ ル ン大 学 講 師)
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4.職 員

(1)名 簿

所 長 陸上生態学

企画調整官 教授 海洋生態学

【研究系】

研究主幹(教 授 ・併)

(地球物理学研究部門)

助 教 授 大気物理学

助 手 大気力学

助 手 大気物理学

(超高層物理学第一研究部門)

教 授 極光物理学

教 授 磁気圏物理学

助 手 磁気圏物理学

助 手 プラズマ物理学

助 手 プラズマ物理学

助 手 超高層物理学

(超高層物理学第二研究部門)

教 授(客 員)超 高層物理学

助 教 授(客 員)超 高層物理学

(気水圏遠隔観測研究部門)

教 授(客 員)雪 氷学

助 教 授(客 員)気 象学

(雪氷学研究部門)

教 授 雪氷学

助 教 授 氷河気候学

助 手 気水圏物理学

(地学研究部門)

教 授 自然地理学

教 授 地震学

助 教 授 地震学

助 教 授 地質学

助 手 自然地理学

(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)

教 授(客 員)地 球物理学

助 教 授(客 員)地 質学

(明石研究部門)

教 授(客 員)同 位体物理学

助 教 授(客 員)限 石学

(生理生態学研究部門)

助 教 授 低温生理学

助 教 授 海洋生態学
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周

澤

内

沢

木

平

山

神

青

男

機

一
幸

宏

昭

威

全

良

高

澤

尻

井

野

岡

倉

平

江

藤

小

宮

門

征

徹

分

木

国

荒

平

雄

亜

行

誠

修

辰

興

理

橋

藤

邉

井

田

高

遠

渡

藤

和

夫

伊

雄

行

一

栄

克

和

和

喜

田

沼

谷

石

脇

吉

神

渋

白

森

朗

邦

爾

美

川

井

瀬

廣

雄

晃

宣岡

山

高

下

邦

男

佳

光

山

地

大

福

博

博

博

博

理

理

理

理

博

博産

理

水

博

博

博

博

理

理

理

理

博

博

博

博

博

博

理

理

理

理

理

理

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

博

理

理

理

理

理

理

理

工

理

理

理



助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第一研究部門)

教 授 海洋生態学

助 手 海洋生態学

助 手 植物分類学

(寒冷生物学第二研究部門)

教 授(客 員)植 物分類学

助 教 授(客 員)海 洋生態学

(極地設営工学研究部門)

教 授(客 員)土 木工学

講 師(非 常勤)建 築学

助 手 設営工学

【資料系】

資料主幹(教 授)気 象学

(生物系資料部門)

助 教 授 植物分類学

(非生物系資料部門)

助 教 授 雪氷物理学

助 手 岩石磁気学

(オーロラ資料部門)

助 教 授 磁気圏物理学

(阻石資料部門)

助 教 授 地質学

助 手 阻石学

(データ解析資料部門)

助 教 授 磁気圏物理学

助 手 電波物理学

【図書室】

図書室長(教 授 ・併)

【事務系】

管理部長

庶務課長

会計課長

事業部長

事業課長

観測協力室長

【附属観測施設】

昭和基地長(教 授 ・併)

みずほ基地長(教 授 ・併)

農 博

理 博

理 博

工 博

理 博

理 博

理 博

理 博

理 博

理 博
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郎太研邉渡

彦

篤

司

靖

修

藤

村

谷

内

谷

大

助

征

男

夫

啓

之

.

善

正

明

敏

月

橋

瀬

貫

井

岩

高

中

半

寺

男

史

彦

實

貞

啓

文

口

田

尾

木

川

神

西

船

勝川鮎

三

康

桂

秀

内

島

矢

小

雄

雄

伊

夏

久

克

藤

岸

沼

佐

山

神

仁

舜

次

治

喜

男

清

博

茂

貞

川

田

本

口

尾

内

大

野

湯

山

妹

竹

亜

亜

興

興

蓬

蓬

渡

波



(2)人 事異動

昭和62年4月1日

〔併任〕

超高層物理学第二研究部門(客 員)

同

気水圏遠隔観測研究部門(客 員)

同

極地鉱物 ・鉱床学研究部門(客 員)

同

限石研究部門(客 員)

寒冷生物学第二研究部門(客 員)

同

極地設営工学研究部門(客 員)

同 講師(非 常勤)

〔昇任〕

事業部長

事業部観測協力室長

管理部会計課経理係長

〔転出〕

〔配置換〕

事業部観測協力室設営総括係長

免 ・事業部長事務取扱

教 授

助教授

教 授

助教授

教 授

助教授

助教授

教 授

助教授

教 授

東京大学医学部付属病院事務部管理課監理係長

5月1日

〔昇任 〕

事業部観測協力室設営 第一係長

6月1日

〔配置換 〕

資料系 助手

8月15日

〔併任 〕

限石研究部門

ll月1日

〔転出 〕

東京工業大学経理部主計課長

〔転入 〕

管理部会計課長

征

徹

平

雄

朗

邦

晃

助

征

男

夫

之

修

辰

爾

美

善

正

明

敏

分

木

橋

藤

川

井

山

月

橋

瀬

貫

國

荒

高

遠

瀬

廣

下

智

高

中

半

治

男

雄

博

貞

敏

口

内

中

山

竹

山

勉田曲豆

史

仁

雅野

川

佐

大

(東京大学教授)

(京都大学助教授)

(北見工業大学教授)

(北海道大学助教授)

(東京大学教授)

(千葉大学助教授)

(筑波大学助教授)

(広島大学教授)

(東京大学助教授)

(東京工業大学教授)

(日本大学助教授)

(前文部省学術国際局国際学術課監理官)

(前事業部観測協力室設営第一係長)

(前東京大学経理部契約課)

(前管理部会計課経理係長)

(前事業部観測協力室定常観測係長)

管理部長

吉 田 治 郎(前 管理部会計課用度第一係)

小 島 秀 康(前 研究系助手)

(客員)高 岡 宣 雄(山 形大学教授)

湯 本 清 次(前 管理部会計課長)

川 口・ 勝(前 豊橋技術科学大学総務部会計課長)
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12月1日

〔採用 〕

研究系助手 綿 貫 豊(日 本学術振興会特別研究員)

5.所 務 日記

624.20

24

5.13

18

25

28

29

6.1

8～10

16

22

26～30

8.1

9.4

5

21

28

29

10.14

20

22～23

30

11.9

11.14

24～26

128～9

631.14

20

25～27

2.10

15

16

17

18

22

23

26

第28次 夏 隊帰 国

第18回 評議員 会議

生物 ・医学専 門委員会

気水 圏専 門委 員会

宙 空専 門委 員会

定常 観測専 門委員 会,地 学専 門委 員会

第35回 編 集委 員会

健康 判定委員会

第12回 南 極阻石 シンポジ ウム

設営 連絡会

第46回 運営協 議員会議

第29次 観測隊夏期総合訓練(菅 平)

レクリェー シ ョン(ソ フ トボー ル大会)

レクリェー シ ョン(ボ ー リング大会)

第29次 観測隊在京者集合

第36回 編集委員会

第15回 南極陽石研究委員会

創立記念 日

第29次 観測隊全員集合

健康診断

第8会 南極地学 シ ンポジウム

第47回 運営協議員会議

第3回 氷床 コア研究委員会

第29次 観測 隊出発

第10回 極域生物 シ ンポジウム

第10回 極域気水 圏 シンポジ ウム

第19回 評議 員会議

第37回 編 集委員会

第11回 極域 における電離 圏磁気 圏総 合観 測 シンポ ジウム

気水 圏専門委員会,定 常 観測専門委員会

設営 専門委員会

生物 ・医学専門委員会

地学専門委員会

宙空専門委員会

共同研究委員会

第48回 運営協議員会議

南極地名委員会
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3.7.～12

15

22

23

27

28

第30次観測隊冬期総合訓練(乗 鞍)

第4回 氷床コア研究委員会

第10回南極鉱物資源特別委員会

教授懇談会

第28次越冬隊帰国

第14回南極限石研究委員会
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